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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第七話　ネメシス、小さくなる










　ある日の朝。


　住宅街には涼すずしげな風が吹ふき、スズメが鳴なきながら飛んでいく。太たい陽ようは柔やわらかな光を注そそぎ、各家からは朝食の支し度たくをする音が聞こえていた。


　平へい穏おんな光こう景けいである。幹かん線せん道どう路ろから離はなれているため、騒そう音おんがほとんどない。最近はマンション工事が目立ってきたものの、動物の鳴き声が聞こえるくらいだった。この街には魔ま術じゆつ師し養よう成せいの私立高校、葵あおい学がく園えんがあるので、もうしばらくすると登校する生徒たちでにぎわう。だがそれまでは、なんの変へん哲てつもない、静かな朝の風ふう景けいであった。


　だがしかし。


　そんな平和を絵に描かいたようなところに、火ひ柱ばしらが上がった。


「ぎゃあああっ！」


　式しき森もり和かず樹きは、転ころがるように走っていた。


　髪かみの毛の一部がこげ、服もぼろぼろである。おまけに靴くつも溶とけかけていて裸足はだし同どう然ぜん。アフリカの内戦に巻き込まれたのか、と言いたくなる有あり様さまであった。


「にゃはは」


　和樹と並んで走っているのは栗くり丘おか舞まい穂ほ。いつもは小学生のように小さな女の子だが、今は彼より少し背が低いくらいの姿すがたをしている。魔ま力りよくの影えい響きようで、ときおり成長するのだ。


「舞穂ちゃん待った、速い速い！」


　彼女は和樹を追い越こして疾しつ走そうしていた。どういうわけか、成長すると俊しゆん足そくになるらしい。


「にゃー、ぼやぼやしてると置いてっちゃうよー」


「速すぎるよ！」


「だって、速く逃にげないと大変なんでしょ」


「そうだけど……」


　息を荒あらくしながら返事をする。和樹はその「大変」のおかげで、こんな姿になってしまったのだ。


「ゆっくり歩く？」


「それはそれでもっと大変だけど……なんとか追いつかれないように」


「にゃっ」


　舞穂が和樹の背はい後ごを、まじまじと眺ながめた。


「追ってきた」


　振り返ると、そこには全身に炎ほのおをまとわせた一人の少女がいた。


　アップにした髪がよく似に合あう、なかなか清せい楚そな美少女だが、表情が尋じん常じようではない。目を吊つり上げ歯を剝むき出しにし、毘び沙しや門もん天てんもかくやという様よう相そうである。


「和樹さんっ！」


　宮みや間ま夕ゆう菜なはヤクザも逃げ出しかねない勢いきおいで怒ど鳴なった。


「ずいぶん舞穂ちゃんと楽しそうですね！」


「た、楽しいって……」


　和樹は別に楽しんでいない。むしろ逃げていたのだが、確かに舞穂は楽しそうだ。というより、彼女はなにがあっても楽しいのだ。


「いや、とくになにも……」


「じゃあなんで、さっきは舞穂ちゃんといちゃいちゃしていたんです!?」


「いちゃいちゃしてないよ！　あれはなんていうか不ふ可か抗こう力りよくで、僕が扉とびらを開けたら舞穂ちゃんがいて、なんでか下した着ぎ姿で、そしたら夕菜が入ってきて……」


「わたしに見せつける気だったんですね！」


　夕菜は呪じゆ文もんを唱となえた。全身から立ち上っていた炎が見る間に勢いを増まし、トカゲの形となる。


　和樹は腰こしを抜ぬかしそうになった。この精せい霊れい魔法のおかげで、さっきは焼やけ死しぬところだったのである。


「夕菜、ちょっと、僕、本当に死ぬかも……」


「問もん答どう無む用よう！」


　怒ど声せいと共に、トカゲが大きく口を開ける。


「うわわーっ！」


　再び和樹は駆かけ出した。今までいた空間を、火炎が覆おおい尽つくす。


　懸けん命めいに走る彼の隣となりを、舞穂がにゃはにゃは言いながら併へい走そうする。どうにも嬉うれしそうで、命の危険にさらされているようには見えない。


　必ひつ死しな少年と楽しそうな少女という変わったコンビは、葵学園を目指して走った。学園内では建たて前まえ上じよう強力な魔法は禁きん止しである。時々破やぶられるが、校こう則そくでも注意が喚かん起きされている。なので校内に逃げ込めば、夕菜でも少しは遠えん慮りよするのではないかという読みがあった。


　校門が見えてきた。まだ登とう校こう時間まで間があるので、生徒の姿はない。


　和樹は全速力で校門を抜けた。間をおかずに舞穂。


　若じやつ干かんほっとしながら振り向く。そして、目を剝いた。


　巨きよ大だい化した炎のトカゲが、のしのしとやってくるところであった。その側そばには、もちろん夕菜の姿。


「ま、待った夕菜！　ここ、学校だよ!?　こんなところで魔法攻こう撃げきなんかしたら、大問題に……」


「和樹さん……」


　夕菜は、怒いかりの顔のままで言った。


「わたしがそんなことで、遠慮したことがありました？」


　そういえばと思った瞬しゆん間かん、和樹の全身を炎が襲おそった。





　　　　○





　その日の葵学園生せい徒と会かい室。


　黒こげになって横たわる和樹を、風かぜ椿つばき玖く里り子こが半分気きの毒どく、半分驚きよう嘆たんの目で見下ろしていた。


「あんたまだ生きてるの。不ふ死じ身みね」


「感かん心しんしないでください」


　和樹は上半身を起こし、こげ臭くさい息を吐はいた。


「いつか本当に死ぬかもしれません」


「一度死んでるくせに」


「もうごめんです」


　彼は以前に、魔力を使い果はたして幽ゆう霊れいになったことがある。幽霊中の経けい験けんはそれなりに楽しかったが、死ぬまでの過か程ていはやはりどきどきなのであった。


　玖里子は苦く笑しようしながらも、


「でも夕菜ちゃんはあんたを容よう赦しやしないわよ」


「そうなんですよ」


　およそ夕菜は和樹へのお仕し置おきに手を抜かない。特とく殊しゆ部ぶ隊たい並なみの執しつ拗ようさで追つい跡せきし、爆ばく撃げき機並みの火か力りよくで攻撃してくる。それは彼女の中で「浮うわ気き者への当然の懲ちよう罰ばつ」であった。


　以前の夕菜は誰だれが見ても清せい純じゆん派はで、今も大多数の人にとっては清純派である。つまり少数の例外があって、和樹はその中にばっちり入っていた。例外である以上、清純の中に隠かくされた武ぶ闘とう派はの側そく面めんを容赦なく押し出してきた。


　しかも、このところ舞穂が大人らしく成長したこともあり、夕菜の沸ふつ点てんが低くなっていた。ライバルに先を越こされるのではないかという焦あせりもあるらしく、怒りが解とけるまでも長い。危き機きを感じた和樹は、ほとぼりが冷さめるまで、こうして生徒会室に避ひ難なんしているのであった。


「いくつ身体からだがあっても足たりません」


「クローン技ぎ術じゆつの発はつ達たつでも待てば？」


「多分僕が先に死にます」


　和樹は腕うでをぐるぐる回した。問題なく動くが、所々が痛いたい。玖里子に「不死身」と言われたが、ダメージはそれなりにある。


　生徒会室の扉とびらが開いた。入ってきたのは神かみ城しろ凜りんであった。


　凜は赤い十字のついた木き箱ばこを持っていた。保ほ健けん室しつで、救きゆう急きゆう箱ばこを借りてきたのである。


「ほら、薬くすりだぞ」


　和樹の前に置く。彼は礼を言って箱を開けた。塗ぬり薬を取る。


　和樹のゆっくりとした仕し草ぐさに、凜が呆あきれた。


「それくらいでだらしのない」


「黒こげなんだよ、僕」


「いつもすぐに治なおるだろうが」


「夕菜の攻撃が激しかったんだ」


　目立つ怪け我がに薬を塗っていく。しみてきて、ひりひりした。


　痛みに耐たえながら塗り薬を箱に戻す。と、変わった瓶びんがあった。


「これは？」


「保健室でもらったんだ。紅あか尉い先生は『式森君なら喜ぶかもしれない』と言っていたが」


　紅尉は現在、舞穂の魔力の安定化に取り組んでいる。舞穂がいきなり成長したりしなかったりするので、せめてその頻ひん度どを抑おさえようとしているのだ。従じゆう来らいの「和樹と舞穂が始し終じゆう一緒にいる」以外にも、薬やく学がく療りよう法ほうを試こころみていた。この薬は、その副産物であるらしい。


　瓶はなにかの再利用らしく、ラベルが貼はってなかった。透とう明めいな錠じよう剤ざいのようなものが入っている。


「薬なの？」


「飴あめだ、と言っていた」


　見ると、赤や緑、オレンジのカラフルな色に分かれている。ドロップそっくりであった。


「喜ぶかもしれないってなに」


「さあ。味は良いらしいぞ」


　和樹は蓋ふたを開け、何なん粒つぶか手に落とした。


　確かに見た目は飴で、感かん触しよくも飴だった。しかしこれが本当に飴かどうかは疑わしい。なにしろ紅尉が渡したものなのだ。養よう護ご教きよう諭ゆとしても医者としても腕は確かだが、性格まで確かとは限らない。


「食べて平気かな……」


「大だい丈じよう夫ぶでしょ」


　と玖里子。


「じゃあ、玖里子さん食べてください」


「なんであたしが。和樹が喜ぶんでしょ」


「だからって僕が食べるなんて」


「紅尉先生は、危険があるとは言ってなかったぞ」


　凜が口を出す。


「凜ちゃん、食べる？」


「あー……私は遠えん慮りよしたい」


　剣けん豪ごう少女は、すっと身体を引く。


「私は達たつ者しやだ」


「薬じゃないんでしょ」


「だからこそ食べたくはない。やはり式森が最初に口にした方が、なにかと安心できる」


　それはそれで、と言いたかったが、玖里子もそうそうとうなずいていた。さっさと食べたらどう、という目までしている。


　和樹はぶつぶつ言いながら黄色い粒を選んだ。レモン味あじのようだ。


　覚かく悟ごを決めて口に放ほうり込む。


　酸すっぱい味が口の中に広がった。この酸さん味みは確かにレモンだ。味も悪くはない。というか美お味いしい。


　舐なめながら身体のあちこちをチェックする。変化はなし。


「普通だね」


「だから言っただろう」


「僕で実験したくせに」


　凜と玖里子は素そ知しらぬ顔で自分たちも口に入れた。やはりなにも起こらない。むしろ「あら、いけるわね」「甘あまったるくなくていい」と言っていた。


　和樹はほっとしながら時計を眺めた。そろそろ次の授業が始まる。


　飴の小瓶を持ったまま立ち上がった。


「もらっていくよ」


「食べてしまっていいぞ」


　頰ほおを飴の形にしながら凜が答える。


　そうしたら虫むし歯ばになりそうだ、と考えながら和樹は生徒会室を出た。





　夕菜はまだ怒おこっているのかな、と思いながら、和樹はそろそろと教室の扉を開けた。


　彼女は自分の席に着いていて、クラスメートとの話に興きようじている。表情はいつものにこやかなままであり、腹を立てているようには感じられない。


　やれ良かったと胸をなで下ろしつつ、和樹も着席する。


「あ、和樹さん」


　夕菜が声をかけてくる。こうして見ると、やはり学園一の美少女で、数時間前まで夜や叉しやだったとはとても思えない。


「なに持ってるんですか」


「これ？」


　和樹は小瓶を振った。


「飴だけど、食べる？」


「ください」


　彼女にいくつか飴玉を渡した。


　夕菜は「美味しい」と言いながら舐めていた。なにやら幸しあわせそうでもある。


　担たん任にんの伊い庭ばかおりが入ってきた。和樹は急いで教科書とノートを出す。


　そのためこの「飴」の件は、すっかり忘れてしまうこととなった。





　放課後。


　和樹は帰り支じ度たくをすませると、夕菜に声をかけた。彼女が今日の食事当番なので、もし買い物をするなら付き合うつもりであった。


　しかし返事がない。夕菜は机つくえに突つっ伏ぷしていた。


「どうしたの？」


「ちょっと……頭が重くて……」


　額ひたいに手を当てながら呟つぶやく夕菜。


「風か邪ぜかな」


「そんなことないと思うんです……あまり酷ひどく……あ」


　彼女は不思議そうに自分の手を眺めた。


「治なおった……？」


　夕菜は首をかしげながら立ち上がる。


「変ですね……治ったみたいです」


「ならいいんだけど、無理はしない方が」


「大丈夫です。行きましょう」


　二人とも教室を出た。


　下校の時間帯だが、廊ろう下かに生徒の姿は少ない。さっさと帰ってしまうか、いつまでも残っているかのどちらかであった。


「式森くーん」


　廊下の端はしで、誰かが手を振っている。


　新しん聞ぶん部ぶの鳴なる尾お来らい花かである。こちらに走ってきたりはせず、大声を上げていた。


「校内新聞のインタビュー、来月あるから忘れないでねー！」


「分かったよ！」
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　和樹は新聞部に協力を要よう請せいされているのである。なんでも「突とつ然ぜん魔法攻撃を受けたときの回かい避ひ方ほう」という、ノウハウ集の一いつ環かんらしい。


　今の僕にぴったりかもしれないなと思いつつ、下げ駄た箱ばこに向かおうとする。


　と。


　いきなり夕菜が腕うでを摑つかんだ。


　どうしたのと言おうとして、和樹は息をのんだ。


　夕菜の目が恐ろしいまでに吊つり上がっていたのである。口の端からは犬けん歯しが覗のぞき、瞳ひとみの中には炎が渦うず巻まいていた。


「ゆ……夕菜……？」


「和樹さん……」


　どろどろした、怨おん念ねんのような声こわ音ねであった。


「今、鳴尾さんと話をしましたね……」


「し……したけど……」


「鳴尾さんは可愛かわいい眼鏡めがねっ娘こ……なのに話をするなんて……浮気ですか！」


「え、えっ!?」


　和樹は狼ろう狽ばいした。確かに来花とは話をした。しかしそれは、ただの確かく認にんで、しかも挨あい拶さつに近い。どう考えても、色っぽい話ではなかったはずである。


「この……！」


　空気が鳴り、夕菜の両腕に精霊たちが集しゆう結けつする。


「浮気者ー！」


　水流がほとばしり、和樹に襲いかかった。


「ひええっ！」


　間かん一いつ髪ぱつというか偶ぐう然ぜんでかわすと、和樹は転がるようにして階かい段だんを下りた。なにがなんだか理解できないまま、それでも逃げ出す。


「浮気者がー！　待てー！」


「なんでー!?」


　下駄箱まで走った。すると、反対側から血けつ相そうを変えた凜がやってくる。


「良かった。式森、話がある。大変だ」


「僕も大変なんだ！　話なら後で……」


「聞け。さっきの飴だが、あれは紅尉先生ではなく、紫し乃の先生が作ったものだそうだ」


「紫乃先生……？」


「なんでも感情がやたらと鋭えい敏びんになる作さ用ようがあるらしい。私たちが食べても平気らしいんだが、夕菜さんに食べさせるととんでもないことになると……」


　爆ばく発はつ音おんがして、半数の下駄箱が消し飛んだ。


　もうもうたる煙けむりと、飛び散る木もく片へんの中から、ゆっくり夕菜が姿を現わす。その顔は、完全な怒いかりに包まれていた。


「……遅かったようだな」


　感情が必要以上に鋭するどくなった夕菜には、たとえ遠く離れたクラスメートとの会話も、浮気に見えてしまうのであった。


「どうすんのさ凜ちゃん」


「逃げた方がいいな」


　和樹は再び走り出す。凜は残って夕菜になにかを言っていたが、「和樹さんと話した凜さんも敵てき！」との怒ど声せいと共に静かになった。


　凜を心配する暇ひまはなかった。和樹も命がかかっている。振り返らずに駆けていった。


　誰も追ってこなかった。


　和樹は足をゆるめた。振り返る。


　夕菜の姿がない。いつもなら障しよう害がい物ぶつを全すべて蹴け散ちらしながら襲いかかってくるのだが、どうしてか見あたらない。


　おかしいとは思ったが、危険がないのはありがたかった。ほっとして足を止める。


　前から、中年の女性がやってきた。犬の散さん歩ぽらしく、豆まめ柴しばを連れている。


　犬が、和樹の足にまとわりついてきた。


「あらら」


　女性が微笑ほほえんだ。


「この子、あなたが気に入ったみたい」


「はあ……どうも」


　とりあえず礼を言うことにした。


「この子、雌めすなのよ。あなたのことが好きになっちゃったのかも」


「好きって……え!?」


　その時。


　民みん家かの屋根から、なにかが飛び降りた。


　頭上が一いつ瞬しゆん陰かげったかと思うと、少女の姿となって眼前に着地をする。一度屈くつ伸しんするかのように両足を曲げてショックを吸きゆう収しゆうし、仁に王おう立だちした。


「ひっ……夕菜！」


「和樹さん……また浮気ですか!?」


　口から火を吐はきそうな勢いであった。


「そうやっていちゃいちゃしてばっかり！」


「いちゃいちゃって……なにが？」


「それです！」


　夕菜が指ゆびさした相手は、和樹の足あし下もとにじゃれつく豆柴であった。


「あ、なるほど……って、犬じゃないか！」


「犬でも浮気は浮気です！」


　感情が鋭敏になっているため、およそ雌なら動物でも反応してしまうのであった。


「獣じゆう姦かんなんて、人間のすることじゃありませんよ!?」


「してないって！」


「これからするつもりなんですね！」


「犬が僕になついただけだってば！」


「雌犬にもてもてなのが、そんなに自じ慢まんですか！」


　夕菜の目にぶわっと涙なみだがたまる。


　右手が白く輝いた。光が玉となり、どんどん大きくなっていく。


「覚かく悟ごーっ！」


「どわーっ！」


　頭を低くして走る。光の玉は、頭上を通過して民家の壁かべを爆ばく砕さいした。


「まだ逃げる気ですか！」


　逃げなきゃ死ぬと思い、和樹は全ぜん力りよく疾しつ走そうをした。





　あちこち逃げ回り、和樹は駐ちゆう車しや場じようにたどり着いた。


　二十四時間営業のコインパーキングである。八割ほど埋うまっていた。


　車の陰に隠れる。走り続けなのでかなり疲ひ労ろうしていた。少しは休まないと倒れてしまう。


　慎しん重ちように周囲を見回す。誰もいない。特に女性の姿はない。犬もいなかった。これなら大丈夫だろうと思い、座って足を伸のばす。


　ふくらはぎをもむ。頭の上をスズメが旋せん回かいしている。


　ちゅんちゅん鳴きながら降りてきた。コンクリートの地面に、パンくずが落ちている。スズメたちはしきりとついばんでいた。


　愛らしい仕草に、ふと心がなごむ。


　だが次の瞬間。


　轟ごう音おんと共に止まっていた車が吹き飛んだ。


　思わず頭を抱かかえ、地面に伏せる和樹。車はバラバラになり、タイヤやらガラス片やらエンジン部品やらが、そこかしこに落ちてきた。


　じゃりっとコンクリートを踏ふみしめる音。目の前には、少女の足があった。


　心身とも凍こおりつかせるような眼まな差ざしで見下ろしているのは、夕菜であった。


「……和樹さん！」


　身をすくませるような勢いで怒鳴る。


「なんですか今度は！」


「こ、今度？」


「また動物と浮気なんかして……しかも鳥だなんて！」


「と、鳥？」


「スズメです！　あんなに雌のスズメをはべらせて……！」


「ええーっ!?」


　はべらせていると非ひ難なんされても、スズメたちは集団で食事をしていただけである。そもそもどうやって鳥でハーレムを作れというのだろうか。スズメと添そい遂とげる趣しゆ味みはない。


　夕菜の髪の毛が逆立ち、電気を帯おびたかバチバチ放ほう電でんを始める。指先が青白く発はつ光こうしていた。


「わたしなんかより、スズメが好きなんですね!?」


「いや鳥は好きだけど、なんか違う……」


「やっぱり好きなんだ！」


　彼女は両手を和樹に向ける。青く光ったかと思うと、雷らい光こうが放はなたれた。


「ぎゃーっ！」


　転がって逃げる和樹をかすめ、雷光はコンクリートをえぐった。落雷のような、黒いこげ跡がついている。


「逃げないでください！」


　だから逃げなきゃ死ぬって呟つぶやき、起きあがると駆け出した。


「待てー！」


　再び放たれた雷光が、駐車場の精せい算さん機きを直撃。粉々にすると中の小こ銭ぜにをばらまいた。


　和樹は我が身に降りかかった災さい難なんを嘆なげきつつ、走りに走った。





　ノンストップで走り続けたため、とうとう息を切らし、和樹は立ち止まった。汗を流しながら、電でん柱ちゆうに寄りかかる。


　授業が終わってから、ずっと走りっぱなしである。何年分走り溜ためたのか分からないくらいだ。マラソンの自信がついたほどであった。


　いつの間にか駅前の商店街まで来ていた。買い物かごを下げた主しゆ婦ふたちが歩いている。


　目の前は魚屋だった。


「よっ、兄ちゃん、なんか買ってくかい」


　前まえ垂だれをかけた店員が、両手を打ち鳴らしながら言ってくる。店先には、トロ箱に氷が詰められ、上に新しん鮮せんそうな魚が並んでいた。


「買いに来たんじゃないんで……」


　疲つかれ切って手を振る。


「そう言わないで。ししゃもが入ったよ。うまいよ」


　何匹か摑つかみ、和樹に見せる。


「ほら、ここが膨ふくれているだろう。子持ちししゃもだ。ここがうまい……」


　突然、ぱかーんと音がして、マンホールの蓋ふたが跳はね上がった。


　中から黒い影が躍おどり上がる。影は空中で一回転すると和樹の眼前に着地した。


　その正体は、もちろん夕菜であった。


「うわあっ！」


「和樹さん！」


　彼女は両方の拳こぶしを握にぎりしめ、全身を震ふるわせていた。


「今度は不ふ倫りんですか!?」


「……は!?」


「子持ちの女と不倫だなんて……！」


「え!?　ちょっと待った、これ魚だって！　ししゃも！　しかも死んでるから！」


　必死に説明する和樹だが、夕菜はまったく聞いていない。「最低！」とか叫びながら、精霊を召しよう還かんしていた。


　光の粒が集まり、ウンディーネとなった。しかも夕菜の怒りに反応するかのように、表面が荒々しく波打っている。


「犬の次は鳥。鳥の次は魚……どこまで最低なんですか!?」


「そんな趣味ないっての！」


「悪趣味を自慢するんですね！」


「そうじゃなくって、ただの子持ちししゃもなんだから」


「子持ち子持ちって、そんな人妻が好きなんですか！」


　ウンディーネがうなりを上げる。天高く昇ると、逆さか落おとしに襲いかかった。


「うひゃー！」


　和樹の悲鳴を打ち消すかのように、水があたり一面を満みたす。魚屋のトロ箱がひっくり返り、魚があちこちに流れていった。


　和樹は大量のイワシとサンマとヒラメに埋うもれた。


「あーっ、こんなところでハーレムを作るなんて！」


「魚がいるだけだっての！」


「見せつけるなんて、いつの間に露ろ出しゆつ狂きように！」


　水流が二つに分かれる。両側からサンドイッチにするようにして、和樹に迫る。


「わきゃーっ！」


　すれすれで回避するも、大量に水しぶきを頭から浴びてぐしょ濡ぬれになった。


　もうここにはいられなかった。このままでは死の危険だけではなく、商店街にも多大な迷めい惑わくがかかる。和樹は半泣きになりつつ、いずこともなく走り出していた。





　いくつかの命の危き機きを乗り越え、和樹は公園へ姿を隠かくした。


　植え込みの中に身を潜ひそませる。脇わき目めもふらずに逃げていたため、どこの公園か分からない。近所でないことだけは確かであった。


　どうか見つかりませんようにと口の中で呟き続ける。


「あー、誰かいる」


「ほんとだー」


　幼おさない声がした。


　ぎくりとして振り返ると、子供が二人そこにいた。植え込みに隠れている和樹を、不思議そうに眺めている。


　女の子はいないだろうなと思ったが、幸い二人とも男の子だった。


「兄ちゃんなにしてんのー？」


　和樹は小さく「かくれんぼ」と答える。


「大人なのに、かくれんぼ？」


「そう」


「かくれんぼなんてダセーよな？」


「な」


　子供は二人してうなずく。


　うるさいな、隠れなきゃならないんだよと心の中で呟いた。見つけられたらあの世行きの、死のかくれんぼであった。


「君らはなにしてんの」


「虫取り」


　背の高い方の子供が、虫かごを見せた。近頃の子供には珍めずらしく、アウトドアな遊びである。


「この公園って、虫が多いんだぜ。な」


「な」


　それは知らなかったと思いつつ、和樹はなにげなく虫かごを眺めた。中にはカマキリが二匹、入っていた。


　なんだか嫌いやな予感がした。


「ねえ君ら、このカマキリって、雌？」


「えー、分かんないよそんなの」


「分かんないー」


　そりゃそうかと思ったが、嫌な予感は収まらない。首くび筋すじがざわざわして、産うぶ毛げが逆立っているのだ。


　とその時。


　眼前の地面が盛り上がった。大きくふくれあがると天てん頂ちようにひびが入り、二つに割れてなにかが飛び出してくる。


　土つち塊くれを降らせながら着地したのは、一人の少女であった。


「和樹さん！　どうして……どうして性しよう懲こりもなく!?」


　彼女はばっと、少年の虫かごに指を突きつけた。


「そのカマキリは二匹とも雌です！」


　和樹はやはりと思い、同時に自分の勘かんの良さを呪のろった。


「動物だけじゃなく……虫まで……人として恥はずかしくないんですか！」


「カマキリ相手になにもしてないって！」


「噓うそばっかり。絶対に襲いかかろうとしてました！」


「誤ご解かいだ、ていうか、言いがかりだ！」


「虫と３Ｐだなんて、人間のすることとは思えません！」


「僕だって思えないよ！」


　なにしろ相手はかごの中である。しかもカマキリ。これで欲よく情じようしたら、まぎれもない変へん態たいだ。しかも変態の中でも仲間はずれにされそうな、特とく上じよう級きゆうである。


　だがそんなまともな理り屈くつは夕菜には通用しない。日頃の嫉しつ妬と深さに加くわえ、薬で鋭敏になっているのである。たとえ虫だろうと、女は女なのだ。


　彼女の両手が赤く染そまっていく。炎が球体となっているのが分かった。


　やばいと感じた瞬間、和樹は立ち上がっていた。火球が発射される前に、身体が勝手に動いて走り出す。


「浮気者めー！」


　そのあとを怒りの形ぎよう相そうの夕菜が追う。


　二人は啞あ然ぜんとする少年たちを残し、遥はるか彼方かなたへと走っていった。





「はあっ、はあっ、はあっ……」


　和樹は胸を押さえ、とうとう膝ひざをついた。ついに体力の限界が来たのであった。


　がれきの上に倒れ込む。知らないうちに、工事現場に入り込んでいた。建けん設せつ中ちゆうのマンションのようで、鉄てつ骨こつと足あし場ばが組まれている。


「もう……駄だ目め……かも」


　仰あお向むけになる。すでに夕方なので、空はオレンジ色だ。


　ここでおしまいなのかと和樹は思った。やきもちを限げん界かいまで高めたヒロインによって、逃とう亡ぼうむなしく主人公が殺ころされる。そして連れん載さいは終了。こんな結けつ末まつは、ドラゴンマガジン誌上初めてであろう。


　だけど、と考えた。ここは工事現場だ。今日の工事は終わりらしく人影はない。忍び込んで遊ぶような子供もおらず、犬猫に鳥もいなかった。


　目に付く範はん囲いにはアリもいない。およそ生命の予感がしなかった。


　徐じよ々じよにではあったが、和樹の胸中に希望が湧わいてきた。もしかしたらこのまま逃げ切れるかもしれない。そうすればいつか薬の効きき目も切れ、夕菜の機き嫌げんも直って、平和な生活へと戻れるだろう。


　まだ望のぞみはある。少しだけ気分が明るくなると、彼は半身を起こした。


　手がなにかに触れた。不ふ審しんに思い摑つかんでみる。


　コネクターであった。恐らく配はい線せんの一部であろう。どうも捨すてられたもののようで、コードは途と中ちゆうで切れていた。


　先がへこんでいる。なにかと繫つなぐのだろう。


（差し込み口か……）


　と考えた次の瞬間。地面が震しん動どうした。


　とっさに地震か、と思った。だが違う。むしろ騒そう音おんに近く、しかも徐々に大きくなっていく。


　いきなりごおおんと大きな排はい気き音おん。道路の先から、ディーゼルエンジンがうなりを上げ、二十五トン積づみのダンプトラックが、和樹に向かって突っ込んでくるところであった。


「うわぎゃーっ!!」


　今までで一番の悲鳴を上げる和樹。ダンプトラックは速度をゆるめることなく走ってくる。


　運うん転てん席せきには誰もいない。だがハンドルは動いている。魔法で運転されているのだ。


　誰の仕し業わざだと推すい理りする必要はなかった。山と積まれた砂じや利りの上に仁王立ちしている少女がいた。夕菜が動かしているのだ。


「和樹さんー!!」


　夕菜の絶ぜつ叫きようが工事現場に轟とどろく。和樹は慌あわてて骨組みだけのマンションへ逃げた。飛び込むようにして伏せる。


　ダンプトラックは直進したまま、鉄骨の林に突っ込んだ。町中に激突音が響き、煙が立ち上って視し界かいを塞ふさぐ。


　和樹は片手で鼻と口を押さえ、恐る恐る頭を上げた。


　ダンプが斜ななめに傾かたむいていた。荷に台だいからは砂利がこぼれ、鉄骨の一部を曲げていた。周囲は石の粉で白くなっており、よく見えない。


　どこにも夕菜の姿がない。


　ついに倒れたか、と呟く。巨大な乗り物と共に突っ込んできて倒れるなんて、まるで映画の結末だ。いつの間に自分と夕菜は対立することになったんだとも思うが、なんだかそんな気分だった。


　一歩一歩、ダンプに近寄る和樹。人の気配はない。


　だが。


　いきなり真上から鉄製のワイヤーが伸びた。ワイヤーは砂利に半分埋うもれた鉄骨に絡みつき、和樹の進路を塞ぐ。


　あっと声を漏もらした瞬間、ワイヤーが放たれた。四方八方に伸びたワイヤーは次々と鉄骨に絡み、蜘く蛛もの巣すのように張り巡めぐらされた。


「こっ、これは!?」


「ふっふっふ……かかりましたね和樹さん」


　上空から夕菜の声。見ると、頭上の鉄骨に立って睥へい睨げいしている。両腕を組んだ姿は、なんというか悪の首しゆ領りようであった。


　ついひるみ、尻しり餅もちをつく和樹。夕菜はそんな、怯おびえる子犬のようになった想い人の姿を見ても、怒りを解かない。


「もう逃にげられませんよ！」


「逃げるって……僕なにか悪いことした!?」


「浮気は大たい罪ざいです！」


「浮気してない……」


「しました！　鳴尾さんとも、犬とも、鳥とも、魚とも、虫とも。それに……雌コネクターとも!!」


　呼び出された精霊たちが骨組み内を乱らん舞ぶする。夕菜の怒りに同調して、白く輝いていた。


「そんな人は死し刑けいです！」


　一瞬にして精霊が集合、次の瞬間、巨大な龍りゆうに姿を転じた。


　光の龍は身体をくねらせると、地響きのように咆ほう吼こうした。頑がん丈じようなはずの鉄骨が、びりびり震える。


「わああああっ！」


　見たこともない精霊魔法を目まの当たりにして、和樹は恐怖のあまり絶ぜつ叫きようした。


「覚かく悟ごしてください、浮気者ーっ!!」


　夕菜の号ごう令れいによって、龍が矢のように突撃する。和樹は死を直感し、目を閉じた。


　しかし龍は、和樹をかすめると、ダンプトラックにぶつかった。


「ちいっ、外はずしました」


　慣なれない魔法なので、コントロールをしくじったらしい。夕菜はいったん龍を手元に引き寄せる。


「今度はミスはしません。観かん念ねんしてください」


　とっくにしていた。もはや逃げる気も起こらない。なんというか、悟さとりの境地に入っていた。


　夕菜が両手を掲かかげる。と、その時。


　ダンプトラックが、ゆっくりと傾き始めた。


　ただでさえ斜めだったのが、そのまま傾きを大きくし、鉄骨に激突しながら横転する。


　次の瞬間、鉄骨がひしゃげた。


　あっと思う間もなく足場が崩ほう壊かいした。そして錆さび止どめで茶色く塗ぬられた鉄骨群が、次々に崩ほう落らくしていく。


　張り巡らされたワイヤーが次々に弾はじけていく。鉄骨が崩れそうになったので、切れつつあるのだ。


「どわわーっ！」


　観念していた和樹だったが、突然の出来事に身体が反応し、勝手に自分の身を外へと追いやった。


　轟ごう音おんを残し、崩れ落ちるマンションの鉄骨。和樹はかろうじて逃げ出すことができた。


　現場から離れると、そこでまたしゃがみ込む。


　崩壊し、鉄骨の山となった工事現場に、人間の姿はない。


「夕菜……」


　我われ知らず、口にする和樹。すると背はい後ごから声がした。


「酷ひどい有あり様さまだな」


　振り返ると、そこには長ちよう髪はつの養護教諭がいた。


「……紅尉先生！」
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「こんなところにいるとはな。ずいぶん探したぞ」


「なにを呑のん気きな……！　僕は今までですね、夕菜に追いかけられて、その夕菜も鉄骨の下した敷じきに……」


「そうか？」


　紅尉の言葉と同時に、鉄骨の一部が崩れた。


　鉄の山をはねのけて現われたのは、まぎれもない夕菜だった。


「か……和樹さん……！」


　服はぼろぼろになっており、髪も下ろしたようになっていたが、瞳ひとみはいまだ怒りを失っていない。この感情が魔力に力を与え、計り知れない防ぼう御ぎよ力りよくに身を包ませたのであった。


「うわっ……」


「ほう、これはたいしたものだ」


　と紅尉。


「呑気なこと言ってないで、助けてください！」


「落ち着け。紫乃の飴あめを食べたのだったな」


「そうです！　早く……」


「あれは元々、栗丘君に渡そうと思っていたものだ。子供のままがいいと言っていただろう。そのために使う」


「でも夕菜があんなに……！」


「宮間君にまで食べさせるからだ。感情が鋭敏になったのは効こう能のうではなく副ふく作さ用ようで、本来の目的ではない」


「じゃあなんなんです！」


「さすがに、そろそろ効きいてくるはずだが」


　いきなり夕菜が、ばたりと倒れた。そして、ピントがずれるかのように歪ゆがむ。


「あ……あっ!?」


　和樹は目を見開いた。


　そこには舞穂のように小さくなり、幼おさなくなった夕菜が横たわっているのであった。




　第八話　忘れない想い出










　魔ま術じゆつ師し養よう成せいの高こう等とう学がつ校こう、私し立りつ葵あおい学がく園えん。そこの保ほ健けん室しつ。


　式しき森もり和かず樹きは、目の前の少女をまじまじと見つめていた。


　年ねん齢れいは五、六歳。目は大きくくりっとしていて、きょろきょろよく動く。当とう然ぜん身体からだは小さいが、ふわっとした髪かみの毛と相あいまって、むしろ人にん形ぎようのような愛らしさがあった。


　かなり可愛かわいい女の子である。しかし、いくら可愛いとはいえ幼よう女じよ。いつもの和樹ならこんなにじろじろ眺ながめたりはしないのだが、それにはわけがあった。


　和樹はしゃがみ、少女と同じ目め線せんになった。


「……ねえ、もう一度名前を言ってもらえるかな」


　少女は元気よく喋しやべった。


「ゆーな」


　つまりこの娘は、宮みや間ま夕ゆう菜ななのである。


　昨日、彼女は紅あか尉い紫し乃のが作った飴あめを舐なめ、凶きよう暴ぼう化かした。和樹は危あやうく殺ころされそうになり、収おさまったと思ったら夕菜が幼女化したのである。そして今はこうして保健室にいる。


　和樹はいまだ信じられない思いで、夕菜を見つめていた。彼女も、じっと和樹を見つめ返している。


「紅尉先生……」


　和樹は訊きいた。


「夕菜はどうなっちゃったんです？」


「医い学がく的てきな詳くわしい説明は省はぶく。飴を舐めたからこうなった。以上だ」


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきはあっさりとした返へん答とうをした。


　なんでそんなに人ごとなんですか、と和樹は嘆なげいた。どう考えても紅尉兄きよう妹だいの作った飴のせいなのだが、なにやら学会の発表を聞かされているような気すらしてくる。妹の紫乃にいたっては、かなり楽しそうであった。


「どうやったら治なおるんです。夕菜、ちっちゃいままですか」


「放ほうっておきたまえ」


「無む責せき任にんです！」


「飴の効きき目は、それほど続かんよ。そういう調ちよう合ごうのはずだからな」


　紅尉は喋しやべりながら妹の方を向いた。紫乃は「もっと長続きさせればよかったですわ」などと言っていた。


　とりあえず和樹は、胸をなで下ろした。


「じゃあ、時間が過ぎるのを待っていればいいんですね」


「そのはずなのだが」


「が、ってなんです」


「まず、栗くり丘おか君を念ねん頭とうに置いて調合したものだから、宮間君の場合いつになったら効果が切れるのかはっきりしない。もう一つ」


　紅尉は夕菜の頭を軽く撫なでた。


「この事じ態たいは想そう定ていしていない」


　夕菜は気持ちよさそうに目を細めていた。


　先ほどから夕菜は、にこにこしているものの、黙だまって座すわっている。和樹と紅尉の会話を、どうも理り解かいしていないようであった。


　それもそのはずである。彼女は身長だけではなく、知ち力りよくと教きよう養ようも五歳ほどになっているのだ。自分のことが話題になっているのに、なにも口出ししてこないのはそのためだ。


　もちろん喋ることはできるし、書くこともなんとかなるだろう。しかし自分の置かれた状況を分からせるのは、どうにも難むずかしい。まずコミュニケーションを取ることから始めなければならなかった。


　和樹は自分のことを指さした。


「僕のこと、分かる？」


　夕菜が首をかしげる。


「えっと……」


「式森和樹っていうんだけど」


「しきもりかずき……」


　にこりと笑わらう。


「覚えた」


　つまり、さっきまでは知らなかったってことなのか、と和樹は呟つぶやく。


「先生、記き憶おくもなくなってるみたいなんですけど」


「なくなってるというより、一時的に脳のうのどこかに格かく納のうされていると見るべきだろう。元に戻れば記憶も戻る。多分」


「多分とか言わないでください」


　冗じよう談だんと受け取る余よ裕ゆうもなかった。


　紅尉は和樹ほど危機感に迫せまられてはいない。妹の調合でも信しん頼らいはしているようで、このことが永えい久きゆうに続くことはないと確かく信しんしているようであった。


　夕菜は足をぶらぶらさせながら椅い子すに座っている。


　彼はちらりと時計を見上げた。


「そろそろ午ご後ごの授じゆ業ぎようのはずだが」


「そうでした」


　和樹は立ち上がった。鞄かばんを摑つかむ。大暴れ後、体力を消しよう耗もうした夕菜は、連つれてこられた保健室で昏こん々こんと眠ねむり続けた。二十時間以上もたち、さきほど目め覚ざめたのである。


　とりあえず礼れいを言って、保健室から出ようとする。


「待て、宮間君を置いていく気かね」


「え……ですが」


　和樹は戸と惑まどった。置き去りにしたくはないが、授業があるのである。


「預あずかってくれないんですか」


「託たく児じ所しよではないのでな。それに小さくなったとはいえ、高校生だ」


「えっ、授業を受けさせるんですか」


「そういう刺し激げきを与えれば、治るのも早くなるかもしれない」


　そう言われると弱いが、果はたして夕菜が退たい屈くつせずにじっと聞いているのだろうか、という疑ぎ問もんもある。今の彼女にとっては、高校の授業はまるっきり未み知ちの世界なのだ。


　紅尉はそんな和樹を尻しり目めに、夕菜に話しかけた。


「ここでじっとしてるのと、このお兄ちゃんと一いつ緒しよにいるのと、どちらがいい？」


　夕菜はなんのためらいも見せずに、和樹の裾すそを摑んだ。


「いっしょにいく」


　そら見たまえ、と紅尉。和樹はため息をついて、言った。


「分かりましたよ。これで治るのが早くなるんですよね」


「かも、だ。希き望ぼう的てき観かん測そくだな」


　相変わらず人ごとのように、養護教諭は告げた。





　授業は、いきなり国語であった。


　担たん任にんの伊い庭ばかおりがそのまま受け持つ。彼女はほぼ毎回、教科書の文ぶん章しようをゲームに譬たとえるか、ゲームそのものの話をするので、「自じ力りきでなんとかしなければ受じゆ験けんで酷ひどい目にあう授業」として恐れられていた。


　だが今日は珍めずらしいことに、ゲームの話をしなかった。正せい確かくには「キッチンぱにっく　アイダホポテトの逆ぎやく襲しゆう」について語かたろうとして、止やめたのだ。


　そしてかおりはじろじろと、和樹を眺めていた。


「……式森」


　和樹は間の抜ぬけた声で返事をした。


「はあ」


「わたしは不ふ必ひつ要ように生徒に干かん渉しようするのは好きじゃないんだが、それにも限げん度どってものがある。たまには質問の一つもしたいと思うことがあってもおかしくない」


「はあ」


「こう見えても教師だからな」


「そりゃそうです」


「じゃあ訊くが、隣となりは誰だれだ？」
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　和樹は予よ期きしていたので、素す直なおに答えた。


「宮間夕菜さんです」


　意味があるのかないのか、よく分からない返答である。面おも影かげはあるんだから、顔を見れば分かるだろう、という気もする。


　同時に、質問してくるのも無理はないなとも思う。なにしろ女子高校生が幼女に化ばけたのだ。


　クラス中の視し線せんが和樹と夕菜に集中する。かおりは若じやつ干かん呆あきれたようになった。


「……わたしの幻げん覚かくじゃなかったってわけか」


「はい。僕の幻覚でもありません」


「そりゃそうだろう。わたしは君と並ならんで病院に行きたくない」


「まったく同感です」


「なんだって宮間はそんなになっちまったんだ？」


　和樹はかいつまんで理由を説明した。かおりのみならず、クラスメート全員が関かん心しん一いち割わり馬ば鹿か馬ば鹿かしさ九割で聞いていた。


「で、小さくなった宮間もここで授業を受けていると」


「そんなところです」


「紅尉は高校の授業を馬鹿にしてるのか？」


「そこまでは」


「わたしは幼児教育は専門外なんだ。それに次の授業になってみろ。先生が卒そつ倒とうするか、ストライキを起こすかもしれない」


　ただでさえ二年Ｂ組は「異い端たん児じというか規き格かく外がいというか○○○○を集めたクラス」として問もん題だい視しされているのである。今さら幼女くらいでは驚おどろかないかもしれないが、過か剰じよう反はん応のうすることも十分あり得えた。


　やっぱり夕菜に授業を受けさせるのは止やめましょうか、と言おうとしたら、どこからか手が上がった。


「先生、提てい案あんがあります」


　そう言い出したのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこであった。


「夕菜ちゃんのこの状じよう態たい、クラスメートとしては見み逃のがすわけにはいきません」


　いきなりまともな発言である。和樹は彼の真しん意いが測はかれなかった。


「どうも式森の話だと、夕菜ちゃんは外見だけではなく、中身まで五歳児になってしまった様子。ここは我々が、最大限の手助けをするべきだと思います」


「……どうするつもりだ？」


「我々の手で、夕菜ちゃんが五歳のままでも授業を受けられるように、基き礎そから教えるつもりです。とりあえず外に出てもらうとか、どこかの保ほ育いく施し設せつに引き取ってもらうなんて、友ゆう情じように反します。二年Ｂ組は今こそ一いつ致ち団だん結けつして、夕菜ちゃんを助けるべきです」


　意外なことに、クラスの中から反はん発ぱつはない。それどころか「そうだそうだ」「同感ね」との声が飛んだ。


「お前たちでなんとかなるもんなのか？」


「任まかせてください。クラスの誰もが夕菜ちゃんを助けたい気持ちで一杯です。先生たちに迷めい惑わくをかけることはありません」


　どこから湧わいた自信なのか、ともかく仲丸は言い切った。


「いやでもそこまでする必要は……」


　どうせしばらくすれば回かい復ふくするんだし、と和樹が言おうとしたら、四方から手が伸び、口が塞ふさがれた。


（むが……!?）


　仲丸はそんな和樹を横目で確かく認にんすると、


「この通り、式森も賛さん成せいしています」


　ちょっと待て、僕は賛成してないぞ、と言おうとしたが、声が出せない。


「賛成なのか」


「むがー！（反対）」


「じゃ、あとはキミたちに任せておけばいいんだな」


「はい。安心してください」


「むがー！（安心できない）」


　かおりは和樹に一いち瞥べつも加えず、うんうんと納なつ得とくすると黒こく板ばんに大きく「自じ習しゆう」と書いた。


　やっかいごとを押しつけることができ、妙みようにすっきりして教室を出て行く担任を、和樹をのぞくＢ組生徒が手を振って見送った。


　仲丸は「さて」と言うと、和樹と夕菜のほうを向いた。


「勉強の時間だ」


「なんの勉強だ!?」


　ようやく手を振りほどいた和樹が叫さけぶ。


「決まっている。夕菜ちゃんのだ。Ｂ組カラーに染そめる」


「なんだＢ組カラーって!?　どうせ金とか陰いん謀ぼうとか、そんなことだろう！」


「人聞きの悪いやつだな。金も陰謀も世の中の根こん幹かんだ。基礎から教えるんだから、当然だろう」


　今にも高笑いしそうな仲丸。彼だけではなく、クラスメートたちも露ろ骨こつに嬉うれしそうであった。


「できるだけ教え込めば、元に戻ってもいくつかすり込まれているかもしれん。そうすればお前は真の意味でクラスで孤こ立りつするんだ。ざまみろ」


「そんなに僕が憎にくいのか！」


「お前を憎むことで俺おれたちは生きている。夕菜ちゃんもこっち側に入ってもらおう」


「そうはいくか！」


　詰つめ寄よろうとしたが、しょせん多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。おまけに運動は苦にが手てときている。和樹はあっという間に取り押さえられた。


「そこで見ていろ」


　満まん足ぞくげに仲丸が言う。


　後を引き継つぐ形で、松まつ田だ和かず美みが壇だん上じように登のぼった。夕菜を手て招まねきし、すぐ近くに座らせる。


「いい子ね夕菜。これからお姉さんの言うことを、ちゃんと覚おぼえるのよ」


「うん」


　夕菜は大きくうなずく。


「ちゃんと覚えないと、口から手を突っ込んで、十じゆう二に指し腸ちようを蝶ちよう結むすびにするからね」


「……うん」


　和美は黒板の「自習」の文字を消すと、チョークを取った。ひらがなで大きく、なにやら書いていく。


「さあ夕菜、元気よくこれを読んでみて」


　夕菜ははきはきと喋った。


「えーと、わたるせけんはかねしかない！」


　和樹は危あやうく、壁かべに頭を打ちつけそうになった。


「なっ、なんてこと教えるんだ！」


　和美も仲丸も他のクラスメートも、まったく気にしていない。それどころか「あのお兄ちゃんは雑ざつ音おんだから、気にしちゃ駄だ目めだぞ」などと言っている。


「じゃあ次はこれね。読んでみて」


「かねはてんかとおれのもの！」


「そう。意味はね、お金は国が税ぜい金きんとして持っているか、自分が持つかの二つしかないってことよ。間違っても他人に渡そうなんて考えちゃ駄だ目め。分かった？」


「わかった！」


　目を輝かせながら和美の台詞せりふに従したがう夕菜。黒板に書かれている文字と意味に、なんの疑いも抱いだいていなかった。


「じゃあこれは？」


「うそはおおきくじじつはちいさく！」


「どんな意味か分かる？」


「すごくいっぱいうそをつけば、いいってことなの？」


「ちょっと違うわね。噓うそをつくときは、大げさに、大声で言いなさいってこと。本当のことなんか小声で十分なのよ。誰だれも聞きたくないんだから」


「ふーん」


　ふーんじゃない、と和樹は思った。こんなＢ組水すい準じゆんの常じよう識しきを覚えさせていたら、どんどんひねくれていってしまう。元に戻ったらどうなるか、目も当てられない。


「おーい、夕菜にそんなこと教えるな！」


　和美は、うるさいなあと言いたげだった。


「夕菜、あのお兄ちゃんみたいな人のことをなんていうか知ってる？」


「わかんない」


「駄目男っていうの」


「だめおとこ？」


「そうよ。地じ味みなくせに女の子にもてて幸しあわせな男は、誰がなんと言おうと駄目男なの。みんながそう思っているのにのうのうと生きてるなんて、なんて精せい神しんが図ず太ぶといのかしらね。どうせ将しよう来らいはニートよ」


「誰がニートだ！」


　しかし和美は、和樹が怒ど鳴なる前に素す早ばやく夕菜の耳を塞いでいた。自分が喋るときだけ離す。


「駄目男のくせに図々しいでしょ。あんな男を好きになっちゃ駄目よ」


「ならないー」


「いい子ね。じゃあお姉さんと同じことを言いなさい。もてる男は死ね！」


「もてるおとこはしね！」


　まさに反はん恋れん愛あいファシズム、アンチモテ男洗せん脳のう教きよう育いくであった。しかも拝はい金きん主しゆ義ぎのおまけつき。


　それからも次々と、和美は夕菜に偏かたよりまくった常識を教え続けた。


「拾ひろった金は左右を見て、素早く懐ふところへ」


「ひろったかねはさゆうをみて、すばやくふところへ！」


「カップルは磔はりつけにしろ」


「かっぷるははりつけにしろ！」


「他人の実じつ印いんは正義」


「たにんのじついんはせいぎ！」


「バレなければ全すべて合ごう法ほう」


「ばれなければすべてごうほう！」


「目が覚めたら世界が滅めつ亡ぼうしてますように」


「めがさめたらせかいがめつぼうしてますように！」


　いい子ねと和美は夕菜の頭を撫でた。仲丸以下Ｂ組生徒たちは、見事な教育だと感心していた。


　和樹は逆ぎやくに、どんどん絶ぜつ望ぼう的てきな気分になった。


「じゃあこれはどう。八や百お屋やさんで百六十円のリンゴを一つ、二百円出して買いました。ところがおつりが五十円ありました。こんなとき、夕菜はどうする？」


「うーんと、やおやさんに『リンゴがくさってる』ってくれーむつけて、二百えんをとりかえす！」


「よくできました」


「できてないだろ」と和樹。なんという飲み込みの早さか、早くも教育の成せい果かが現われつつあった。


「それじゃあ次の問題。女にもてる式森君と、金持ちになった式森君と、権けん力りよく者しやになった式森君。抹まつ殺さつするなら誰から？」


　和樹は「どうなっても死ぬんだ」と嘆なげく。夕菜はどこか楽しそうに「えーとえーと」と悩なやんでいた。


　ふと、顔を上げる。なにかに気づいたような顔をした。


「……もうすぐだ」


　全員一いち様ように「なにが」と疑ぎ問もん符ふを浮かべた。


「どうしたの夕菜」


「もうすぐなの」


　子供らしい、それでも真しん剣けんな表情で言う。


「もうすぐじかんなの。べんきょうしてちゃだめなの。だからいかなきゃいけないの」


「だからなんの時間？」


「いかなきゃ」


　夕菜は椅い子すから降りると、和美の手をすり抜けた。そしてそのまま、教室から飛び出した。





　和樹は、Ｂ組のクラスメートたちがぽかんとしている隙すきをついて抜け出し、夕菜の後を追った。


　小さいなりに彼女の動きは素早かった。おかげで彼は、何度か姿を見失った。


　ようやく発見したのは、中なか庭にわの一いつ角かくであった。


　夕菜は和樹の姿を見ると、急いで逃げだそうとした。その腕をかろうじて摑む。


「勝かつ手てなことしちゃ駄目」


「わーん」


　じたばたと、両腕を振り回す夕菜。


「どこに行く気」


「そとー」


「外行っちゃ駄目。なにがあるか分からないんだから」


　身体が小さい今、車にでも撥はねられたらことである。


「でもいくの」


「どうして」


「じかんなの。はやくしないとまにあわないの」


「なにがあるの？」


「…………」


　彼女は少しだけ涙なみだ目めになって横を向いた。


「言いたくない？」


　無む言ごんであった。その返事もしたくないようだ。


　幼児化した夕菜であったが、独どく特とくの意い固こ地じさは健けん在ざいであるらしい。よほど大事な秘ひ密みつなのか、喋しやべったら大変なことになってしまうと言いたげな表情でもある。


　和樹は再びしゃがみ、同じ目線となる。


「分かったよ。じゃあ訊きかないから」


「そとにいく」


「それは駄目」


「なんでー」


「いつ元に戻るか分からないんだから、それまでは学校にいるの」


「だってー、まにあわなくなっちゃうの」


　和樹は腕時計に目をやった。そのまま夕菜にも見せる。


「今、こんな時間だけど、本当に間に合わない？」


「……まだへいき」


「平気なんだ」


「でもすぐじかんたっちゃう。そうしたらおくれちゃうの」


「じゃあ、時間まで僕と一緒にいよう」


「おくれたらやだ」


「時間近くになったら、一緒について行ってあげるよ。それなら間に合うだろ」


「……ほんとに？」


　口を尖とがらせながらも訊いてくる。


　和樹は微笑ほほえんだ。


「本当に」


「じゃあ、そうする」


「いい子だ」


　和樹は立ち上がった。夕菜を刺し激げきしないように、そっと手を握にぎる。


「じゃ、校こう舎しやに入っていようね」


「うん」


　ちょうど授業終了の鐘かねが鳴った。休み時間である。


　ゆっくり歩き出したものの、このまま教室に戻るわけにはいかなかった。またろくでもない連中が、常識に反した授業を始めるに決まっている。


　結局保健室が一番安全なんだろうかと考えていたら、誰か駆かけ寄よってきた。


「にゃー、和樹くーん」


　手を振りながらやってきたのは栗丘舞まい穂ほであった。彼女も十分小こ柄がらだが、今の夕菜に見み慣なれると大きく感じられる。


「どしたの。Ｂ組は？」


「逃げてきた」


　彼女はにゃははと笑った。なんでも和樹と夕菜がいなくなったＢ組では、体力と精せい神しん力りよくをもてあまし、出席番号一番から順じゆんに後うしろの番号の生徒の悪あく事じを暴ばく露ろし始め、無意味に殺さつ意いと緊きん張ちようが高まっているとのことであった。


　話を聞き、よけいクラスには戻らない方がいいなと思った。


「舞穂ちゃんはいいの」


「へーき。誰も舞穂のことを気にしてなかったから」


　確かにあのクラス生徒たちは、頭に血が上るとしばしば周りが見えなくなる。


「どこ行こうかなあ」


「あのね、玖く里り子こさんたちにも知らせたら、こっちに来るって。夕菜さんのことが心配だったみたい」


「じゃあ待とうか」


　それほどたたないうちに、風かぜ椿つばき玖里子と神かみ城しろ凜りん、山やま瀬せ千ち早はやがやってきた。


　三人とも夕菜の前で立ち止まると、不ふ思し議ぎそうに眺めていた。


「……これが夕菜ちゃんかあ」


　玖里子の感想は、三人を代表したものであった。事情は知っているので派は手でに驚いたりはしないが、やはり珍めずらしいようだ。


　夕菜は女三人の視線にびっくりしたか、和樹の後ろに隠かくれた。


　玖里子が顔をほころばせる。


「そんなに怖こわがらないで。和樹、ここじゃなんだから、どこかに移動しない？」


「そうですね」


　全員、校舎の裏うら手てにある、小さな庭に移動した。ここは一種の穴あな場ばで、日当たりがよく芝しば生ふもあるわりには、あまり人がいない。


　一同は休み時間を気にしながらも、芝生に座った。


　和樹はそこで、紅尉に言われたこととＢ組で起こったことを、なるべく簡かん潔けつに説明した。


　それなりに波は瀾らん万ばん丈じような数時間を聞き終わり、玖里子が言った。


「相変わらずねあんたのクラス」


「もう驚くのは止めました」


「でもこの場合、夕菜ちゃんに刺激を与えるのはいいことなんでしょ。授業受ければ」


「あのクラスでならごめんです」


　仲間割れが始まったようなので、むしろ放っておく方が得とく策さくである。


「じゃあここでぼんやりしてるの？」


「他にいい案もないもんで」


　もはや悟さとりきった感があった。


　夕菜は話に加わらず、あたりをちょこちょこ歩いていた。やがて凜を見つけると、近づいていく。


　日本刀に手を触ふれた。凜が引っ込める。


「こら、危ないぞ」


「さわりたい」


「武ぶ器きだ。怪け我がをする。触るなら鞘さやだけにしろ」


　凜は漆うるし塗ぬりの鞘を夕菜に持たせた。ただし刀が抜けることのないように、しっかりと押さえている。


　それでも今の夕菜には珍しいらしく、きゃっきゃっと喜よろこんでいた。


「優やさしいわね、凜。昨日、夕菜ちゃんの魔法で酷い目にあったんでしょ」


「この状態の夕菜さんと対立しても仕し方かたありません」


「まあ、幼女だしねえ」


　夕菜は大きな瞳ひとみで凜を見上げていた。


「ねーねー」


「なんだ」


「おねえちゃんは、あのおにいちゃんのともだちなの？」


　あのお兄ちゃんとは、和樹のことである。


「まあ……認めるのには多大な労ろう力りよくを必要とするが、友達……かもしれん」


「カモシレン？」


「あまり聞かないでくれ、ということだ」


　凜はそっぽを向いた。


　次に夕菜は、玖里子の元に寄った。


「じゃあじゃあ、おねえちゃんはあのおにいちゃんのなに？」


「あたし？　そうね」


　玖里子はさらっと言ってのけた。


「奥さんかな」


「ええっ!!」


　一番大声を出したのは、意外にも千早であった。和樹はびっくりして彼女を見つめる。


　千早は我われに返り、恥はずかしげに顔を伏ふせて、黙った。


　大声こそ出さなかったものの、かなり慌てているのは凜である。


「く、玖里子さん。こんな小さい子に、なんと不ふ埒ちらなことを言うのです……！」


「馬鹿ねえ。こういうときがチャンスなのよ。今のうちに夕菜ちゃんに刷すり込んでおけば、元に戻ったときあたしが有ゆう利りになるわ」


「それではやってることが、式森のクラスと同じではないですか。どうして普ふ通つうにできないのです」


「あたしにとってこれが普通よ。我ながら、前よりも大人しくなっちゃったのよね。だからこのあたりで、気合いを入れないと」


「そんな気合いは不要です……！」


　凜は「玖里子の不埒な発言」というより、先を越こされたので焦あせっているように感じられた。顔もかなり紅こう潮ちようしている。


「どうしてそのように、高校生にも拘かかわらず不ふ穏おん当とうなことばかり言おうとするのです」


「あんたの高校観かんってどんなの。これくらい一いつ般ぱん的てきよ」


「一般ではありません。たとえ世せ相そうがどれだけ乱みだれようとも、守らなければならない節せつ度どというものがあります。玖里子さんはそのハードルが低すぎるのです！」


「凜のハードルは六本木ヒルズより高いわね」


「私は普通です。玖里子さんは日本の女性として恥ずかしくないのですか!?」


「本当は凜だって、あたしみたいに素直になりたいくせに」


　にやりとする玖里子。凜の顔面に、羞しゆう恥ちとは違った赤みが差した。


「なっ……どうしてそのような侮ぶ辱じよくを……」


「侮辱と感じるのは、あたしが羨うらやましい証しよう拠こ」


「失礼な！　わたしは玖里子さんみたいな、男をとっかえひっかえするような多た情じようさに羨ましさなどありません！」


「あんたこそずいぶん失礼ね」


　二人は延えん々えん言い争いを始めた。


　激げつ昂こうした凜が食ってかかる構こう図ずだが、最初はあしらっていた玖里子も、だんだん本気になりつつあった。年上とはいえ、二歳しか違わない。


「じゃあなに、あたしが和樹の身体だけを狙ねらっているって言いたいの」


「前はそう公言していました！　愛のない夫婦生活なぞ不ふ毛もうです」


「今は違うわよ！」


「信用できません。隙あらば式森を狙っているではありませんか」


「それもルールのうちよ。少なくともあんたや千早みたいに、なにも知らないふりして和樹をいただこうなんて考えてないわ」


「えっ、あ、あたしもなんですか!?」


　自分を指さし、驚きよう愕がくする千早。


「そうよ。あたしが気づかないと思っていた!?」


「確かに、その可能性は大です」


　矛ほこ先さきが自分に向き、つい千早はおろおろした。


「あ……あたしが式森君にって……それは……その……」


「口ごもるところが、完全にクロね」


「確定です」


「にゃー、舞穂も和樹君狙ってるのー」


　無む言ごんになりつつある千早と対たい照しよう的てきに、舞穂は堂どう々どうと告こく白はくした。


「んとね、舞穂と和樹君は将来、×××で、××××な×××を××××しながら、×××××ばっかりして……」


「それ以上言わなくていい！」


　玖里子、凜、千早の三人が唱しよう和わした。舞穂はむっとすると「じゃあ××××なことも」と、いっそう過か激げきな単たん語ごを口にする。


　舞穂の伏ふせ字じトークのおかげで、女の子たちの口こう論ろんはややこしく、果はてしないものになりつつあった。


　和樹は巻まき添ぞえにならないよう、夕菜を引っ張って離れる。彼女は「ねー、あのおねえちゃんたち、なんでけんかしてるのー？」などと、呑のん気きなことを言っていた。


　校舎から、授業終了のチャイムが響いてきた。


　和樹は時計に目をやった。この騒ぎのおかげで、授業を一つさぼったことになった。もう放課後である。


　途と端たんに夕菜が、焦ったようになる。


「いかなきゃ……」


「もう時間？」


「そうなの。いきたい」


　小さい手で、和樹を引っ張る。


「ちょっと待って、鞄かばん取ってこなきゃ」


「まにあわないの。はやく」


「分かった分かった」


　揉もめ続ける女の子たちは放ほう置ちして、裏庭を後にした。


　夕菜は急いで校門から出ようとしていた。


「どこに行くんだっけ」


「そと。あきち」


「空き地？」


　近所に空き地なんかあったっけなと和樹は思った。記憶にない。マンションの建けん設せつ予よ定てい地ちならあるのだが。


「空き地でなにかあるの？」


「ひとにあう」


「人……？」


　和樹は足を止めた。


「それは、無理なんじゃないかなあ」


「どうして」


「どうしても」


　恐らく夕菜の言っていることは、五歳のころの話である。つまり過去の出来事なのだ。今行ったところで、会えるはずがない。


「行くのやめない？」


「だめー。いくー」


「約束したんだ」


「してないけど……」


　うつむく夕菜。不ふ満まんそうでもあり、残念そうでもある。


「誰と会うのかな」


「あのね」


　夕菜は小声になって話し始めた。


「おとこのこにあいにいくの」


「男の子？」


　和樹は拍ひよう子し抜けした。とても大事と言うわりには、普通であった。


　それでも夕菜は真しん剣けんだった。


「もういちどあいたいの。だからあいにいくの」


「うーん、でも約束したんじゃないんでしょ」


　たとえ約束していても、それは幼い頃の夕菜の話である。果たせるはずがない。今も身体は小さいが、時間が戻ったわけではないのだ。


「あいにいく」


「それは昔のことだから。今行っても……」


　どこだか分からないが、無理に連れて行ってもいいことはない。会えないという現実に直面するだけだ。むしろその方が、夕菜が傷きずつくかもしれなかった。


　それでも彼女は強ごう情じようだった。


「でもいくの。あいにいきたいの！」


　半はん泣なきになって叫さけんでいた。目には涙がにじんでいる。


「困ったなあ……その男の子、どんな子なの」


「ゆき」


「え？」


「ゆきをふらせてくれたの。せかいいちのまじゅつしなの」


　和樹の動きが止まった。


　目の前の小さな身体に、遠い昔の記憶にある少女の面影が重なる。ある日、空き地でうずくまっていた一人の少女。


　その子は、今の夕菜と同じように泣いていた。


「さみしくってないていたら、ゆきをふらせてくれたんだよ。なぐさめてくれたの。だから、おれいにいきたい」


「……もうすぐ引ひっ越こしちゃうんだっけ」


「そうなの。だからはやくあわないと、わたしとおくにいっちゃう」


　恐らく、夕菜は気にしていたのだろう。あの日のこと、空き地に降った雪のことを。あのときの、数分間の出会いだったが、彼女はもう一度会いたいと思っていた。そしてそのことを、ずっと覚えていたのだ。


　幼くなった今、それを実行しようとしている。


　和樹は夕菜の前にしゃがんだ。


「……男の子に会って、どうするの？」


　夕菜は答えた。


「およめさんになってあげるの」


「……そっか」


　和樹は小さな手を取る。


「そうだったよね。ごめんね、変なこと言って。きっと会えるよ」


「でしょ。おとこのこ、いるよね」


「いるよ」


「およめさんになれる？」


「うーん、それは分かんないけど」


　和樹は苦笑した。


「でも夕菜の気持ちは伝わってるよ」


「やった」


　夕菜の表情に笑顔が戻った。制服の袖そでで涙を拭ふく。


「じゃ、いっしょにいってね」


　その時、背はい後ごから「あー」という声がした。


　振り向くと、舞穂がこっちを指さしている。


「あんなとこにいたー」


　舞穂だけではなく、玖里子に凜、千早もいる。口論が度を過ぎたのか、玖里子と凜の二人は息が荒く、髪かみまで乱みだれていた。


「ちょっと和樹、あんた騒ぎの原因のくせに、夕菜ちゃんを連れてくなんてどういうつもり!?」


「そうだ、こっちは大変だったんだ……！」


　二人に詰め寄られる。舞穂はどさくさ紛まぎれに和樹にじゃれつき、千早はなにもしないものの、止める気はなさそうだった。


　和樹はつい身を引く。そこに女の子たちが迫ってくる。


「和樹！」


「式森！」


「にゃー、和樹君」


　次の瞬間。


　どこからか、ぽんっと、シャンパンの栓せんが抜けるような音がした。全員、思わず音の方向を向く。


　そこにはいつもの身体に戻もどった夕菜がいた。


　彼女はぼうっとした表情で、二、三度まばたきをした。そして女の子たちともつれあうようになっている和樹を目もく撃げきすると、瞬時に頭を沸ふつ騰とうさせた。


「……和樹さんっ！　なんですか、またそうやっていちゃいちゃと……」


「えーっと、夕菜」


「いつも女の子と仲の良いところを見せつけるんですね。浮うわ気きがそんなに楽しいんですか」


「夕菜」


「わたしにはなんにもしてくれないのに。他の娘ことはいちゃつくんだから。二人っきりで帰ることだって全然してくれな……」


「じゃあ一緒に帰ろうか」


「一緒に……はい？」


　きょとんとする夕菜。


　和樹は、同じようにぽかんとしている女の子たちの中から抜け出た。


「今日は二人で帰ろうよ。もう放課後になったからさ。授業さぼっちゃったけど、いいや」


「え……えと……」


　夕菜は戸と惑まどい続ける。直前までの怒りはどこへやら、今は驚きと困こん惑わくが入いり交まじっていた。


「僕と一緒はやだ？」


「そ、そんなことはありません。わたし……あ、こんな格かつ好こう」


　自分の服装を確かく認にんして、赤くなる。今は小さめの制服になっていた。
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「着替えてきます！　待っていてください」


　そう言い残し、校こう舎しやへ走っていく。


　残った和樹は穏おだやかな顔。女の子たちは、信じられない表情だった。


「……和樹、あのさ、あんたそんな性格だった？」


　玖里子が探るように訊く。


「珍めずらしいですか」


「珍しいっていうか……なんかあったの？」


「なんでもないです。ただ……」


　軽く頭をかく。


「今日だけはちゃんと待ってあげようって、思っただけです」


　照てれくさくなって、空を見上げた。


　さすがに今回は、雪は降ふらなかった。




　第九話　心の奥










　式しき森もり和かず樹きと宮みや間ま夕ゆう菜なは仲なかが良い。一いつ般ぱん的てきな意味で。


　一つ屋根の下に住んでいるのだから仲が良いのは当たり前で、これが「両方とも虫が好かない」であったら、とっくの昔に同どう居きよ生活は破は綻たんしている。今まで続いているのだから、不仲ではないのであった。


　この「仲が良い」に深い意味はない。少なくとも和樹はそう思っている。一いつ緒しよに住んでいるがそれ以上はなにもなく、慎つつましい生活が続いている。クラスメート達は年ねん齢れいイコール彼女もしくは彼氏いない歴れきなので、このことを知ったら「夕菜ちゃんと同居しておいてなにをほざく。地じ獄ごくに堕おちろ」と叫さけぶだろうが、別に付き合っているわけではない。


　これは和樹だけではなく、夕菜以外の女の子、風かぜ椿つばき玖く里り子こ、神かみ城しろ凜りん、栗くり丘おか舞まい穂ほにも同じことが言えた。彼女たちとも同居しているが、なにかあったためしがない。複数の女の子がそれぞれ牽けん制せい、あるいは意い識しきしあっているので、一いつ種しゆの均きん衡こう状じよう態たいが作られているのである。簡かん単たんに言って、抜ぬけ駆がけがあると大変な事態になるのだ。そのせいか、奇き妙みように釣つり合いを取りながら、ここまでやってきた。


　のであるが。


　先日、夕菜が幼よう女じよ化する事件が起こった。なんだかんだで解かい決けつしたのだが、その過か程ていでちょっとしたことがあった。


　その「ちょっとしたこと」が、ここに来て意外な問題となっていた。





　　　　○





「和樹さん」


　日につ直ちよくの用よう事じを終えた夕菜が生徒会室に入ってきたとき、和樹はちょうど、玖里子、凜と雑ざつ談だんに興きようじていた。


　彼は話を打ち切って、夕菜に軽く手を上げた。


「終わった？」


「はい。伊い庭ば先生はゲームに熱ねつ中ちゆうしていたので、机つくえの上に置いてきました」


「相変わらずだね、あの先生は。じゃ、帰ろうか」


「ええ」


　椅い子すから腰こしを浮うかす和樹。生徒会室から出ようとして、振り返る。


「あれ？　二人とも……」


　玖里子と凜は、椅子に座ったままだった。どこか居い心ごこ地ち悪わるそうに、身体からだをもぞもぞさせている。


「帰らないんですか？」


　凜がなにか言おうとした。玖里子が手で制する。


「あー……いいわ。まだちょっといる」


「？　なにか用事あるんですか？　なんなら……」


「いいのよ。大した用じゃないから。あたしと凜でやっとく」


「そうですか。じゃあ先に帰ってます」


　玖里子は軽くうなずく。和樹と夕菜は部屋から出ながら手を振った。


　二人の足音が遠ざかっていく。


　玖里子は力を抜ぬいた。どことなく、くたびれた気分が漂ただよっていた。凜がそんな彼女に訊きく。


「私たち、なにか用事がありましたか？」


　適てき当とうに返事をする。


「ないわよ、別に」


「では何な故ぜ、あのようなことを」


　玖里子は、味が微び妙みような薬くすりを飲み込んだときのような顔を作った。


「まあ……ちょっとね」


「はあ。ちょっと、とは」


「……あんたも本当は分かってるんでしょ」


　目玉だけを動かして凜を見る。凜が若じやつ干かんたじろいだ。


「いや……まあ、その」


　剣けん豪ごう少女の動どう揺ようにはあえて触ふれない。呟つぶやくように言った。


「なんていうか、やられたって感じなのよねえ」


　玖里子は腕うでを組んだ。


　夕菜は前回の事件で幼児化したのだが、その時、昔の想おもい出を語り出したのである。夕菜と和樹が出会うきっかけで、子供にありがちな、甘みのある話だった。


　第三者から見ればどうということはないが、和樹にはどうということがあったらしい。珍めずらしいことに、「夕菜と一緒に帰る」と言い出したのだ。


　今までの和樹なら、女の子と、それも二人きりで帰ることに相そう当とうなためらいを見せる。露ろ骨こつに恥はずかしがり、承しよう諾だくさせることにかなり手間がかかる。少なくとも、自ら誘さそうことはない。


　ところが和樹は自分から夕菜に「帰ろう」と言った。そして本当に帰ったのである。今まで女の子に積せつ極きよく的てきになることなど皆かい無むだったので、驚きよう天てん動どう地ちの大事件であった。しかも、それ以い降こう抵てい抗こうが無くなったらしく、気き楽らくに応おうじるようになった。


　ただし一緒に帰宅する相手は夕菜のみ。取り残された側がわからしてみれば、痛つう恨こんの極きわみである。


「和樹の心を動かすっていうの？　なんか夕菜ちゃんに先を越こされたわよ」


「はあ。そうですか」


「いつもなら、やきもち妬やいてドカーンで、和樹が焼やき魚ざかなになっておしまいよ。うまくやられたわ」


　玖里子の口からは、後こう悔かいばかりが出てきた。


「夕菜ちゃんの手て柄がら……っていうのかしら。なんか釈しやく然ぜんとしないわ」


「しかしあれは昔の話ですから、どうにもなりません」


　和樹と夕菜は小さいときに出会っていて、しかも想い出を共きよう有ゆうしている。これを持ち出されると弱い。玖里子も凜も、高校生になってから知り合ったので、なんというか歴れき史しが浅あさい。なにをやっても対たい抗こうできないのである。


「事実は事実として受け止めないと」


　玖里子は、今度は顔ごと凜を見た。


「なに冷れい静せいになってんのよ。凜も悔くやしいんでしょ」


「そんなことは……」


「そうかしら。夕菜ちゃんが入ってきたとき、視し線せんを合わせなかったでしょ。気にしてる証しよう拠こ」


「な、なにを言うのですか。私は……」


　途と端たんに挙きよ動どう不ふ審しんになる凜。玖里子は特に追つい及きゆうしたりはしなかった。代わりに、椅子の背にもたれかかる。


「和樹と夕菜ちゃんの仲だけが進むのはまいるわ。あたしだけならともかく」


「言いますね」


「想い出って美び化かされやすいのよ。かなうとかかなわないなんてもんじゃない。あたしたちがタイムスリップして、和樹に会うわけにいかないじゃない」


「確かに夕菜さんというか、式森が変わったのは事実ですが」


「そこが問題なのよ。和樹があたしたちのことをどう思っているのかは分からなかった。それでずっときた。だからある意味安心だった。でも今は、夕菜ちゃんにだけは前と違うのよ」


「式森の夕菜さんへの感かん情じように変化があったということですか」


「多分」


　黙だまりこくる二人。


　学校では「地じ味み」の一ひと言ことで片付けられている男のことでこれだけ悩なやむのは、傍はたから見たらかなり滑こつ稽けいである。だが当人たちは真ま面じ目めも真面目、大真面目であった。


　夕菜へのなんらかの気持ちは、悔しいが認みとめざるを得ない。変わってしまったものは、恐らく戻らない。ならば夕菜以外はどうなっているのか、である。


　凜が、なにか言いたそうにもじもじした。


「でしたらその……なんといいますか、式森は、あー……」


　煮にえ切きらない。玖里子は態たい度どで察した。


「夕菜ちゃんじゃなくて、あたしたちのことをどう思っているか知りたいの？」


「今のは玖里子さんが言ったのですよ。私から言い出したわけではなく……」


「はいはい。あたしも気になるわよ。そりゃもう、はっきり和樹の気持ちを確かめるしかないわ」


「方法がありますか」


「真正面から聞いても無む駄だよ。おどおどして、答えないに決まってるから」


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんで意い志し薄はく弱じやくなところは、恐らく元のままだ。


「では別のやり方を」


「そうねえ……」


　玖里子は黙もつ考こうした。じっくりと、喋しやべらずに頭だけを働かせる。


　やがて緊きん張ちようを解といた。


「……思いつかない」


　全身から力を抜く。心なしか、凜も落らく胆たんしている様よう相そうであった。


「ないのですか」


「ない。打つ手なし」


「どうしましょうか」


「とりあえず帰る」


　二人で話しているうちに時間がたってしまった。もとより用事はないのだから、いつまでも学校にいる意味はなかった。


　帰り支じ度たくはすでにしてあった。鞄かばんを取って、退たい出しゆつする。生徒会室の鍵かぎは玖里子がかけた。


　夕ゆう暮ぐれの空も、なんだか「あんたらの負け」と告つげているようで、面おも白しろくない。かといって、ケチをつけるわけにもいかなかった。


　校門を出る間ま際ぎわ、玖里子はふと思い出した。


「夕飯のおかず買わなきゃ。スーパー寄ってくから、先に帰ってて」


「私も付き合います」


　二人はだらだらと、いつもとは違う道を歩いた。


　家から一番近いスーパーに行く。地元に数軒だけ展開しているチェーン店である。品しな揃ぞろえよりも安さで評判が高い。


　中は主しゆ婦ふでごった返していた。ちょうど食事の用意をする時間帯である。


　玖里子は「ロールキャベツでも作るか」と呟つぶやきながら、肉と野や菜さいをかごに放ほうり込こんでいった。


　隅すみまで来て、足を止める。ちょうど酒類の棚たなの前。


　並ならんでいる瓶びんを、じっと眺ながめる。


「どうしたのです？」


　凜が不ふ審しんそうになった。


「いや、ちょっと……」


「そこは酒ですが」


　玖里子は瓶を一本取った。かごの底に入れる。顔をしかめる凜。


「私たちは未み成せい年ねんですよ」


　しかし玖里子は構かまわなかった。


「いいこと思いついたわ」


「酒さか盛もりですか」


「もっといいことよ」


　そう言うと、軽くなった足取りで、レジへと向かった。





　和樹はリビングで、ぼんやりテレビを観みながらジュースを飲んでいた。なので、玖里子と凜が帰ってきたことを知らなかった。


　真後ろで「ただいま」と言われ、彼はようやく気づいた。


「わっ。お帰りなさい」


　振り返ると、玖里子が半分呆あきれたような顔をしていた。手にはビニール袋ぶくろを持っている。


「そんなにテレビが面白いの？」


「いえ、ただ眺めていただけです。消してもいいですよ」


「ま、いいわ。暇ひまでしょ」


「そりゃまあ」


　和樹の右隣に玖里子が座すわった。左には凜が、こっちはなにやらぎくしゃくしながら腰を下ろす。


「夕菜ちゃんはいないの」


「お父さんと買い物するって言って、さっき外へ」


「そりゃ好こう都つ合ごう」


「は？」


　玖里子は無む視ししてビニール袋から瓶を取り出した。和樹の前に置く。


「……なんです」


「飲み物」


「それは分かるんですけど。もしかして、お酒ですか」


　薄うすい茶色の瓶は、透とう明めいな液えき体たいで満みたされていた。ビールではなさそうだ。日本酒だろうか、焼しよう酎ちゆうだろうか。


「美お味いしいわよ。飲まない？」


「と言われましても」


「遠えん慮りよしないで」


「そうじゃなくて、僕はお酒は」


　未成年というハードルもさることながら、和樹はアルコールが苦にが手てである。中学生の頃ころにふざけて飲んだことはあるが、一杯で顔が真っ赤、頭がふらふらになった。飲いん酒しゆ後の感覚も気持ち悪いもので、以来ビールだろうとカクテルだろうと避さけるようにしている。


「あたし、酒だなんて言った？」


「だってお酒でしょ」


「そうとは限らないわ」


　よく見ると、瓶にはどこにもラベルが貼はってない。液体の入ったただの瓶である。


「……なんだか分からないですね」


「そうよ。さっき凜と二人でラベルを剝はがしながら帰ってきて……」


「え？」


「おっと。なんでもない」


　玖里子は和樹にぴったりよりそった。グラスを置き、なみなみと注そそぐ。


　やや濁にごり気味の液体は、微かすかに泡あわ立だっていた。


「ささ、ぐいっと」


　和樹に持たせる。身体の密みつ着ちやくのさせ具ぐ合あいが、まるでキャバクラのホステスだ。


「飲むんですか？」


「そ。美味しいから」


　一応グラスを受け取った。が、どうにもうさんくさい。玖里子の強ごう引いんさもいかがわしい。


「和樹のために買ってきたのよ」


「なんて飲み物です？」


「なんでもいいじゃない」


「玖里子さんの分はないんですか？」


「なんであたしがこんなもん飲まなきゃなんないのよ」


「……やばいんですか」


　玖里子は平へい然ぜんと言った。


「和樹なら大だい丈じよう夫ぶ」


　理り不ふ尽じんとしか思えない話だった。


　玖里子の視し線せんに負けて、そっと口をつけた。しかし飲まない。


「早く飲んで」


「どうしてそんなに飲ませようとするんですか」


「飲まなきゃいけないからよ」


「義ぎ務むなんですか」


「義務じゃないわよ……なんていうの、あんたがやんなきゃいけないことって感じかしら？」


「それ義務ですよ」


　どうあってもこの「酒みたいななにか」を飲ませたいらしい。


「つべこべ言わずにぐいっとやんなさい」


　和樹は覚かく悟ごを決めてグラスを傾かたむけた。


　ぐいっ。


　アルコール特とく有ゆうの、しびれるような感覚が口の中に広が……らなかった。逆にさわやかな、柑かん橘きつ類るいの味がする。簡かん単たんに喉のどの奥に流れた。非常に口当たりがいい。


「ね、美味しいでしょ」


「そう……ですね」


　すいすい飲めた。あっという間にグラスが空からになる。


「もう一杯いく？」


「ええ……あれ？」


　いきなり、頭が早はや鐘がねのように鳴なった。視し界かいが回転し、頭がくらくらしてくる。


「あれ……あれ？」


　ふらついた。きちんと座っていられない。ずるずると、滑すべり落ちていくのが分かる。


「く……玖里子、さん……なにか……」


「そのままでいてね」


「なに……を……」


　和樹は弛し緩かんして、うつろな意識となった。





「成功成功」


　玖里子は満まん足ぞくげにうなずいた。


「これは……いくらなんでも倫りん理りに反するやり方なのでは」


　凜はかなり罪ざい悪あく感かんにかられているようだ。実際、玖里子がスーパーで芋いも焼酎を買い、薬を入れ、魔ま法ほうをかけたときも、止めようとしたほどだ。


「なに言ってんのよ。身体に悪いことはしてないんだから」


「式森の目が濁っていますよ」


「一時的にああなってるだけ。酒が切れれば治なおるわ」


　彼女は「さてと」と言い、ずり落ちた和樹を引っ張り上げて元のように座らせた。ただし酒が効きいているので、彼の身体はだらんとしたまま。


　人差し指を立てた。和樹の目に近づける。ゆっくりと左右に動かした。


　眼がん球きゆうは、どんよりしたまま動かない。


「よしよし。十分ね」


　玖里子が和樹に飲ませたのはスーパーで買った焼酎である。ただし「いけない薬」と「いけない魔法」が加えられている。「いけない薬」は、口当たりを良くするために入れたもの。「いけない魔法」は正常な判はん断だん力りよくを奪うばうためのものだ。


　これは和樹から「本ほん音ね」を引き出すために入れられたのである。


　和樹の女の子たちへの本音はどうなのか、玖里子（本人は認めていないが凜も）は是ぜ非ひとも聞いてみたかった。しかし正せい攻こう法ほうでは、おろおろされるだけでらちがあかない。ならば非ひ合ごう法ほうな手段でやってしまおうと考えたのであった。


　玖里子はなにやら悪役っぽく「ふっふっふ」なんてことを呟きながら、和樹の前にしゃがんだ。凜は欲よつ求きゆうと罪悪感との間で揺ゆれ動いているようであったが、隣で見つめていた。


「さあ和樹。あたしの言葉が聞こえる？」


「ええ……」


　かすれたような声が、和樹の口から漏もれた。


「あたしの名前はなに？」


「玖里子……さん……」


「そう。これからあんたに質問するの。正直に答えなさい」


「はい……」


　玖里子は和樹の頰ほおを両手で摑つかんだ。じいっと見る。


　微かすかに息を吸すった。


「じゃあ訊くわね。あんた、あたしのこと好き？」


　隣では凜が「端たん的てきすぎる！」と騒さわいでいた。


「こういうのはストレートに訊くに限るわ」


「しかしですね……！」


「黙ってて」


　玖里子は意に介かいさない。どきどきする心臓を気にしつつ、和樹の答えを待つ。


「僕は……」


　ぼんやりとしながらも、和樹は口を動かす。


「その……」


「なに？」


「す……」


　玖里子が思わず顔を近づける。凜が慌あわてふためく。


「す……スキーはしません……」


　まるでコントのように、玖里子と凜はずっこけた。


「なんなのよ！」


　顔を赤くしながら玖里子が叫さけぶ。


「誰だれがウインタースポーツの話をしたっての」


「ボケたのですか、式森は」


　凜がどことなくほっとしながら言う。


「薬の効き目が弱かったのかしらね」


　玖里子は中身の減へった瓶を取り上げた。手のひらを瓶の口にかざし、なにごとか唱となえる。


「ナンタラカンタラドウノコウノ。ぱっ」


　ぽんっと音がして液体が波なみ立だち、小さく煙けむりが上がった。


「これでオーケー」


　グラスに注ぎ、和樹の口に運んで、ゆっくり飲ませた。


　しばらく時間をおいてから、再び訊く。


「さあ和樹。あたしのこと好き？」


「す……スノーボードもちょっと……」


「違う！　ナンタラカンタラドウノコウノ。えいっ」


　またまた和樹に飲ませる。


「好きかどうかなのよ。好きかどうか」


「す……スノーモービル……」


「冬から離れなさい。好きなの!?」


「スズメバチ……」


「昆こん虫ちゆうじゃない！」


「スルメイカ……」


「軟なん体たい動どう物ぶつでもない！」


「スズキＳＶ４００Ｓ……」


「それバイク！」


「スシネタの新しん鮮せんさを見分けるコツはみずみずしいかどうか……」


「使えそうだけど違う！　ああもう、まったく！」


　玖里子は恨うらめしそうに、うつろなままの和樹を睨にらんだ。


「本当に効きいているのかしら」


「効いてないようですね。こういう倫理に反することはしてはいけないという、教きよう訓くんではないかと」


　凜は深く納なつ得とくすると、さりげなく、瓶を自分の手元に置いた。


　玖里子は横目で眺めながら、


「どうする気」


　ぎく、と擬ぎ音おんが剣豪少女の頭上に浮かんだ。


「な、なにがですか」


「その酒。あんた飲むの」


「私は酒はたしなみません」


「じゃあなんで持っていったのよ」


「こ、これは……もう必要ないので処しよ分ぶんしようかと」


「まだ使えるわよ」


「そ……そうですね。では料理酒にでも」


「凜が使うんでしょ」


　彼女はびくっと反はん応のうし、瓶を落としそうになった。


「なにを馬ば鹿かな……」


「和樹の本音を聞くつもり？　別に構わないけど、黙ってやるのはちょっとねえ」


「誤ご解かいです。私はそんなことは決して、いやちょっとは……」


　玖里子はろくに聞いていない。瓶を取り返すと、テーブルの上に置いた。


「やんなら目の前でやって。抜ぬけ駆がけは禁止」


「いや、ですから……」


「やんないなら、あたしがまたチャレンジする」


「う……」


　凜は渋しぶ々しぶ、瓶を摑つかんだ。しばらくためらっていたが、意を決して右の手のひらをかざす。


「ナンダカンダアアダコウダ」


　ぽん。煙が上がる。液体をグラスに入れた。さきほどまでとは違い、薄く茶色になっている。


「ほら、式森。飲め」


「う……」


　和樹は拒きよ絶ぜつするそぶりを見せたものの、それほど強いものではなく、結局飲み干ほした。


　凜は姿し勢せいを正し、深呼吸をして、ついでに咳せき払ばらいをした。


「で、では訊くぞ。私の声が聞こえるか？」


　無む言ごんで首を縦たてに振る和樹。


「あー……ではその……式森は私のことが……」


　凜が口ごもる。


「私のことが……」


　ごにょごにょごにょ。玖里子が耳に手をやった。


「ちょっと、聞こえないわよ」


「く、玖里子さんが知る必要はありません」


「ずるいわねえ」


「ずるくありません。プライバシーです。私のことが……なのか。こら式森、答えろ」


　和樹の唇くちびるが、ゆっくりと動く。


「う……凜……ちゃん……」


「早く」


「…………」


　声が小さすぎて聞こえなかった。凜と玖里子は耳を近づける。
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「…………」


　なにか喋っているのだが、よく分からない。声というより空気が漏れているようで、聞き取るのが困こん難なんだ。


　凜が苛いら立だたしげに言う。


「はっきりしろ。もう一度言え」


「う……凜ちゃん……」


「名前はいい。答えはなんだ」


「むにゅむにゅ……」


「寝ね言ごとはやめろ。ちゃんと返事をしろ。さもないと斬きる」


「……怖こわい……」


「怖いとはなんだ。質問の答えになってないぞ!?」


「日本刀……怖い……」


「本当に斬るぞ!?」


「もっと……小さな声で……」


「おまえは本当に酒が効いているのか!?」


　憤ふん然ぜんとする凜。玖里子は忍しのび笑わらいをした。


「まあまあ。確かに凜は怖いところがあるわよ」


「玖里子さんまでそんなことを！」


「夕菜ちゃんほどじゃないから大丈夫」


「……それは喜よろこんでいいのかどうか」


　ともかく、和樹はまともに答えようとしなかった。


　どうも反応が判はん然ぜんとしない。元が酒なのだから朦もう朧ろうとするのは当たり前なのだが、薬と魔法が変な影えい響きようを及およぼしているらしく、ちゃんと答えが返ってこなかった。


「なにが悪いのかしらね」


　玖里子が腕を組む。


「呪じゆ文もんが違うような気が。ドウノコウノナンタラカンタラ、ではなかったかと」


　凜が口を挟はさんだ。玖里子は首をかしげる。


「カンタラナンタラコウノドウノだったかしら」


「コウノドウノカンタラナンタラかもしれません」


　ぽんぽんぽん。瓶から三回煙が上がる。


「…………」


　玖里子はしみじみと瓶を眺めた。


「今の呪文に反応しちゃった？」


「そのようです」


　見ると、液体の色がわずかだが変わったように感じられる。試しにグラスに注いでみると、極ごく薄うすいピンク色になっていた。


「……どんな酒になったのかしら」


「見当もつきませんが」


　鼻を近づけると、どうにも表現のしようのない臭においがする。玖里子は顔をしかめた。


「……ま、しょうがない」


　和樹の口へと運ぶ。ところが今までとは違い、そっぽを向いた。


「逆さからっちゃ駄だ目め」


　しかし、何度飲ませようとしても拒きよ絶ぜつをする。臭いが原因らしい。


　玖里子は和樹の鼻をつまんだ。それから強ごう引いんに流し込む。


　和樹は数回むせびつつも、全すべて飲んだ。


「よーし。じゃあ同じ質問よ。あたしのことが……」


「スキー……」


「それはもういいの」


「怖い……」


「それもいい」


「スキーが怖い……」


　玖里子は額ひたいに手を当てた。


「駄目か。なんか凜の時の答えとくっついたわ」


「まだ試しますか」


「あたし、あんまりこの手の呪文を知らないのよねえ。これ以上は専門家の縄なわ張ばりになるわ」


　いわゆる精神や心理学の領りよう域いきとなる。そうなると医い学がく知ち識しきも必要であった。


　凜が瓶の中身を確かく認にんした。かなり減へっている。


「もう一度、最初から試した方がいいのかもしれません」


「あんたも協力的になったわね。最初からって、どんな呪文だったっけ」


「ナンタラカンタラドウノコウノでは」


「ナンダカンダアアダコウダじゃなかったかしら」


「それは私が唱えたもので、確か二回目……」


「にゃー、なにしてるのー」


　二人の後ろから別の声がした。そこにはいつの間にか、舞穂が立っていた。


「面おも白しろそう。混まぜてー」


　舞穂は腕をばたばたさせる。


「呪文で遊んでるのー？」


「たいしたことじゃないわよ。呪文だけど尋じん問もん」


　玖里子は半分疲つかれた顔で言う。


「尋問？」


「そ。和樹に洗あらいざらい白はく状じようさせようとしてるんだけど、中々うまくいかないのよ」


　いい加か減げんな説明だったが、舞穂は納なつ得とくしたようだった。


「舞穂もやるー」


「できるの？」


「うん。これでしょー」


　舞穂は瓶の前で両手を擦こすり合わせると、呪文を唱えた。


「×××の×××で×××の××！」


　ぽんっ。ピンク色の煙が発生する。


　呪文を聞いて凜は赤面し、玖里子は慌てた。


「待った舞穂ちゃん、それ違うんじゃない!?」


「なんでー？　習ったよ」


「そんなこと教える？」


「本に書いてあった」


「どんな本よ」


「内ない緒しよー」


　どこでなにを読んだのか、まるで分からない。


　なおも舞穂は放ほう送そう禁きん止し用よう語ごを連れん発ぱつした。内容は伏ふせ字じですらヤバイものとなり、煙のピンク色はどんどん濃こさを増した。


「×××ビデオにインディーズは××××でプレイは×××××、みんなで×××──」


「それ呪文じゃないから！」


　さすがに玖里子が舞穂の口を塞ふさいだ。大量のピンクの煙のせいで、リビング内が桃色となる。耳まで赤くした凜が、なんとか窓を開けて煙を逃にがした。


　瓶の中身は、それはもう得え体たいのしれない液体と化していた。


「……これを式森に飲ませるのですか」


　凜は触さわるのも嫌そうにしている。


「そうねえ。まあ、せっかく作ったんだし、もしかしたらちゃんと完成したのかも……」


　玖里子は指でつまみ、瓶の口を和樹にくわえさせた。


　喉のどが何度か動く。いきなり喋りだした。


「×××なら僕も……」


　反射的に和樹の口を押さえる玖里子。舞穂は嬉うれしそうに跳とび上がった。


「にゃー、成功ー」


「舞穂ちゃんには成功でも、あたしたちには失敗よ！」


　エロワードを連発されても困るだけだった。


　和樹が喋らなくなるのを確認してから、玖里子は床に直じかに座った。凜も同じように腰を下ろし、瓶を舞穂が触れないように抱かかえる。


「うまくいかないものね」


　と玖里子が嘆なげく。


「やはり倫理に問題があるとこういうことに」


「あんたものってたでしょうが」


「しかしうまくいかないことには」


「本ほん音ねを引き出すのが、こんなに難むずかしいなんてねえ」


　彼女たちは和樹の心が知りたいだけなのである。はたして自分たちのことを、どう思っているのか。


　嫌いなのか、好きなのか。


　好きならば、夕菜と比くらべてどうなのか。


　まともに問い質ただしたところで、答えてくれるはずはない。しかし搦からめ手てから攻めても、こんな有あり様さまであった。


「ナンタラカンタラドウノコウノだと思ったんだけど」


「ナンダカンダアアダコウダと聞いた記き憶おくが」


　二人の会話を聞き、舞穂が不ふ思し議ぎそうに言う。


「ナンダナンダドウシタドウシタじゃないのー」


　え、と玖里子が聞き返した途と端たん、ぽぽんと音がする。


　中身が残り少なくなった瓶が、きらきら輝かがやいていた。まるで違う反応に、ぽかんとする玖里子と凜。


「ひょっとして……できた？」


「かもしれません……」


　コップに注いでみる。変な色はなくなり、完全な透とう明めいとなっていた。臭いもない。


「飲ませてみるわよ」


　多少の緊張を感じながら、玖里子はグラスの端を和樹の唇につけた。今度は拒きよ絶ぜつすることなく、ゆっくりと嚥えん下げしていく。


　じっくりと効きいてくるのを待ち、それから質問した。


「和樹、あたしのことが分かる？」


「玖里子さん……」


　やはりぼんやりとした回かい答とうであったが、いままでのどの答えよりもしっかりしていた。


「他は？」


「凜ちゃん……舞穂ちゃん……」


「そうよ。じゃあ質問するわね。いい、よく聞いて。あたし……いや、あたしたちのことが、和樹は好き？」


「え……」


「好きなの？」


　三人はぎりぎりまで顔を接せつ近きんさせる。


　和樹の口から言葉が流れた。





　　　　○





　夕菜が父の健けん太た郎ろうと家に帰ってきたときは、すっかり暗くなっていた。


　父親は直接自じ室しつに戻り、彼女は「ただいまー」と言ってからリビングへ入る。


　中では、ソファに座った和樹を女の子たちが取り巻いていた。


「あら、皆さんどうしたんですか。あ……和樹さん!?」


　目を回している少年へ急いで駆かけ寄よる。


「……まあっ、お酒臭くさい。玖里子さん、和樹さんにお酒飲ませたんですか」


「まーね」


「なんてことするんですか。急性アルコール中ちゆう毒どくにでもなったら──」


　彼女は台詞せりふを止めた。玖里子が何故か、嬉しそうにしていた。よく見ると凜と舞穂も同じであった。一様に、にこやかであった。


　夕菜は目をしばたたかせた。


「……どうしたんですか」


「なにが？」


「皆さん笑ってます」


「ああ、これね」


　玖里子が口元を押さえる。


「ごめんね。色々あったのよ」


「え？　なんですかそれは」


「夕菜ちゃん、最近は和樹と二人で帰ったりしてるでしょ。堂どう々どうと」


「それがどうしたんです？」


「どうもしないわよ。羨うらやましいなって思っただけ。でも今は、まあ……ね」


　玖里子の態たい度どは余よ裕ゆうに満みちている。不審を抱いだく夕菜。


「全ぜん然ぜん羨ましそうじゃないですね。なにかあったんですか？」


「ないわよ」


「……噓うそです。なにかありました」


「ないって。ね、凜に舞穂ちゃん」


「ないです」


「にゃー、ないよー」


　凜と舞穂も同じように否ひ定ていをする。どちらもリラックスしていた。秘密を共きよう有ゆうしているような感じだった。


　夕菜の胸中に、焦しよう燥そう感かんが湧わいた。


「なんです。なにがあったんです!?」


「ないない。もう本当に、なにもないわよ」


「ありましたね。なにかありました。なんですか？　和樹さんのことなんですか!?」


　焦り半分、激げつ昂こう半分の夕菜。しかし玖里子も凜も舞穂も、軽く受け流していた。


「さ、ご飯はんの支し度たくするわね。今日は美味しいロールキャベツよ」


「楽しみです」


「舞穂も手伝うねー」


　三人はリビングから出て行く。夕菜は慌あわてふためくしかない。


「待ってください、説明してください！」


「和樹の介かい抱ほうしてね。ほっとけば目を覚ますけど」


「なんですか、もうっ！」


　夕菜はわけのわからないまま取り残され、夕飯までずっとじたばたしていた。
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　第十話　山瀬千早の決断と失敗と回復・上










　山やま瀬せ千ち早はやの一日は寮りようから始まる。目め覚ざましに頼たよらず起き、顔を洗あらい、シャワーを浴あび、着き替がえて食しよく堂どうに向かう。


　寝起きしているのは朝あさ霜しも寮りよう。古いとも新しいともいえない、奇き怪かいな形をしているのが特とく徴ちよう的てきだ。以い前ぜんに事件があって、男だん子し寮と女じよ子し寮がくっついてしまったのが原因だと聞いた。最初は戸と惑まどったが、住んでいるうちに慣なれるもので、今では男子と共に食事をとることに違い和わ感かんがなくなっていた。


　朝食は手早くすませた。特に早く食べなければならない理由はない。実家に暮くらしていたときは洗あらい物も彼女の仕事だったので、ゆっくり食べられなかったが、ここはそうではない。にもかかわらず気がついたら食べ終わっているのだから、身についた習しゆう慣かんは恐ろしい。貧びん乏ぼう性しようなのだろうか。


　部屋に戻って制服に着替える。すでに葵あおい学がく園えんの制服には慣れた。元々着ていたのだから当然だ。みんなは転てん校こうしたてだと思っているけれど。


　鞄かばんを持って部屋を出る。中身は前日に確かく認にんしたから問題ない。扉とびらに鍵かぎをかける。室内を振り返ったりはしなかった。


　自宅にいた頃は、机つくえの上に写真が飾かざってあった。自分と、男の子が写った写真。外出する前にはちらちら眺ながめていたり、時々じっと見つめたりしていた。あれは持ってこなかった。


　未み練れんが深ふかまるからではない。一度全すべてを断たち切ろうと考えたからだ。あの事件で、自分は一度死しんだものと思っている。過去はリセットされた。もう一度始めなければならない。そのためにも、過去に無む理りに引きずられるのは止めようと思ったのだ。


　無む論ろん、諦あきらめたわけではない。ゼロからのスタートだ。転校を機にまた友達になる。そこから想おもい出でを作る。遠回りかもしれないけれど、きっとこれが確かく実じつだ。


　寮の門を出て、学校への道へ。銀杏いちよう並なみ木きをゆっくりと歩く。早めに出たから、ぶらぶら道みち草くさを食っていても余よ裕ゆうで間に合う。ちょっと考え、道どう路ろ脇わきの公こう園えんに入った。


　ブランコの隣となりのベンチに座すわる。葵学園生が歩いていくのを、ぼんやり観かん察さつした。


　男子のみのグループ、女子のみのグループ、あるいは一人で登校している。中には男女のペアもいた。


　カップルは皆みな楽しそうだった。学校へ行くのに憂ゆう鬱うつそうにしている生徒は多いが、付き合っている相手がいれば、それも薄うすれるのだろう。男女交こう際さいには厳きびしい学校だが、思し春しゆん期きが相手となると規き則そくが勝かつ手てに曲まがっていくのだ。


　一人で座っている自分が、ちょっと寂さびしくもある。あまり気にしないようにはしているが、やはり過去を振り返ってしまうときはある。そのたびに自分を叱しつ咤たしているが。


　時と計けいを見る。ぼんやりしているうちに時間が迫せまってきた。急いで立ち上がる。


　ふと前に目をやると、見知った顔があった。


　少しだけ早歩きで、テンポが速くなった心しん臓ぞうを自じ覚かくしながら近づく。


「式しき森もり君」


　式森和かず樹きが振り向いた。


「おはよう」


　和樹は少し笑い、「おはよう、山瀬さん」と答えてくれた。


　彼はどことなく眠ねむそうで、だけど声をかけた自分にはきちんと返事をしてくれた。朝から不ふ愉ゆ快かいな気持ちにさせないようにする、優やさしさだろう。


　そんなに気を遣つかわなくてもいいのに、と思うこともある。適てき当とうに片手を上げてくれるだけでも、こっちは満まん足ぞくだ。だけどそんな優しさが千早の心を暖あたたかくするのも、また事実だった。


　これで二人きりだったら楽しいんだけどなと思うが、さすがにそうもいかない。


　千早は横を向き、和樹の隣にいる女子生徒にも挨あい拶さつをした。


「おはよう、宮みや間まさん」


「山瀬さん、おはようございます」


　宮間夕ゆう菜なは、丁てい寧ねいに頭まで下さげた。


　夕菜は目も覚さめるような美少女である。しかも「～に特とく徴ちようのある可愛かわいらしさ」ではなく、全てが標ひよう準じゆんを遥はるかに上回っているのだ。これだけの女の子はそういない。その証しよう拠こにさっきから男子学生が、ちらちらと見ては通り過ぎていった。


「二人とも、今登校？　昨日きのうは見なかったね」


「うん、昨日はちょっと」


「それが酷ひどいんですよ」


　和樹の言葉に夕菜が続けた。


「何回起こしても、和樹さん起きなかったんです。一度起こしてご飯まで食べさせたのに、部屋でまた寝ねちゃったんです。わたしと玖く里り子こさんと凜さんで、学校まで引っ張っていったんですよ」


「最後は起きて歩いたからいいじゃん」


「わたしたちまで遅ち刻こくしちゃいました」


　頰ほおをふくらませていた。そんな仕し草ぐさも可愛い。


「今日は起きたよ」


「早すぎです。みんな寝てたじゃないですか。和樹さんがうるさいから、目が覚めちゃったんです」


　言い合いをしながらも、二人は笑顔だった。


　千早は感かん心しんしつつ、驚おどろいていた。夕菜はいつも通りだが、和樹が実に自し然ぜん体たいだったのだ。今までの彼だったら、驚いたり、おどおどしたり、慌てている。


　今日の和樹は屈くつ託たくがない。普ふ通つうに夕菜と接していて、軽かる口くちまで叩たたいていた。


　びっくりしている千早が気になったのか、和樹が声をかけた。


「どうしたの、山瀬さん」


「……ごめん、なんでもない」


　千早は慌あわてて手を振った。


　夕菜が和樹の服の袖そでを引っ張った。


「行きましょう。また遅刻しちゃいますよ」


「うん。山瀬さんも行こう」


「あ……ごめん。二人で先に行ってて」


「遅れない？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。じゃ、また」


　和樹と夕菜は銀杏並木を歩いていった。


　千早は二人の背中をしばらく見送っていた。それから自分も歩き出す。


　びっくりしてしまった。式森君があんなに女の子と普通に話せるなんて。話せないと思っていたのもなんだか失しつ礼れいだが、今までにない彼だった。


　なにかあったのだろう。多分、彼と彼女の距きよ離りというか、しきりを取り外す出来事があったのだ。


　羨うらやましいことだ。カップルのようにも見える。なにより、和樹が照てれが薄うすれているところが大きい。


（いいな……）


　と思うものの、嫉しつ妬と心しんは湧わき上がってこなかった。


　静しず岡おかで起こったあの事件みたいに、夕菜への黒い怨おん念ねんは出てこない。結けつ構こう平へい常じよう心しんを保たもっていた。


　あのときは酷かった。妹と二人だけの温おん泉せん旅りよ行こう。そこで和樹たちと出会った。そしてずっと想い続けた少年の隣に夕菜がいると知ったとき、譬たとえようもない悔くやしさに見み舞まわれたのだ。


　そこを悪あく霊りようにつけ込まれ、精せい神しんを乗っ取られた。解かい決けつはしたものの、貴き重ちような想い出は全てリセットされ、今に至いたる。


　千早はそれが自分自身がまいた種たねだと知っていた。だから最初からやり直すことを選せん択たくし、養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきに助けを持ちかけられたときも、「このままでいいです」と答えたのだ。


　もちろん、ちょっとした悔しさはある。だけどそれは、ライバル心と同じだ。正せい当とうな手しゆ段だんで和樹にアタックするつもりだった。


　気合いを入れ直し、葵学園へ向かった。


　和樹と夕菜の姿はまだ見える。まったく、本当に仲の良いカップルみたいだ。


（あたしもああいうこと、できるのかな）


　自分が男の子と二人で登校するなんて、想そう像ぞうの埒らち外がいだ。文ぶん化か祭さいの準じゆん備びの時に、和樹と一いつ緒しよに何度か歩いたけれど、今あらためてとなると緊きん張ちようする。


（彼氏ができるって、どういうことなんだろうなあ……）


　相手は一人しか思いつかないのだが。


　そんなことを考えていたら、学校に着いた。校門に教きよう師しが立っていたが、始業まで時間があるので余裕で通り抜けた。


　昇しよう降こう口ぐちで何人かのクラスメートに会った。


「おはよう」「おはよ」と挨拶をする。皆眠そうだった。ここ数日はぽかぽかした陽よう気きで、つい眠りに誘さそわれてしまう。昨日式森君が寝坊したのも当とう然ぜんかも、と思えてくる。


　千早は下げ駄た箱ばこの蓋ふたを開けて靴を入れようとし──すぐに閉じた。


　上うわ履ばきが入っている。それは当たり前なのだが、上になにか載のっていたのだ。


　周囲を見回し、クラスメートが先に行ったことを確認して、もう一度開ける。


　素す早ばやく取り出し、鞄にしまった。


　上履きに履き替え、どきどきする胸を抑おさえながら小走りに教室に向かった。


　入っていたのは白い、「山瀬千早さんへ」と書かれた封ふう筒とうだったのだ。





　　　　○





　授じゆ業ぎようが始まっても気になって仕し方かたなかった。そのため魔ま法ほう理り論ろんの授業中に、教きよう科か書しよを楯たてにしてこっそり開けた。


　封筒の中には、予想通り手紙が入っていた。


　教師の話がまったく耳に入らないまま、折おられた手紙を開く。かなり綺き麗れいな字で書いてあった。


　内容も予想通り。「君のことを見ていた」とか「忘れられない」とか。簡かん潔けつに「好きだ」とも書いてあった。


　つまりラブレターである。


　自分の下駄箱に入っていた。マンガのようだ。青せい春しゆんまん真ん中で起こった青春らしい出来事だ。


　教師が生徒に当て始めた。「パラケルスス理論の基き礎そとなった錬れん金きん組そ成せいの材ざい料りようを答えよ」とかなんとか。自分に当てられたわけではなかったので、目の前の手紙に没ぼつ頭とうした。
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　千早が男に告こく白はくされた経けい験けんは、実はある。清せい修しゆう学園の時に一度。学校からの帰り道、同じ学校の生徒に捕つかまり「付き合って欲しい」と言われたのだ。


　このときは断ことわる以外の選せん択たく肢しがなかった。修しゆう学がく旅りよ行こうから帰ってきた数日後で、心がどうしようもなく落ち込んでいたのだ。寂しさを誰だれかに埋うめてもらいたい感かん情じようはなくて、ひたすらに一人になりたかった。


　今は落ち込んではおらず、一人になりたいわけでもないが、しかしこれはどうだろう。


　ラブレターを読み直す。好きだ、とはこれまた直ちよつ球きゆうな。


　人生において他人から「好き」と言われたことはない。妹の神かみ代よだけは「好き好き好き」と連れん呼こしてくるが、あれはちょっと違う。そんな姉妹愛の変形ではなく、恋れん愛あいでのことだ。


　告白されたときだって、「好き」とは言われず「付き合って欲しい」と言われた。あのときは「ごめんなさい」と断る一方、「この人本当にあたしのことが好きなの？」と考えてしまった。おかげで「彼氏ってナニ」状じよう態たいである。


　それに千早は、自分から「好き」と言ったことしかない。


　あれも一度だけ、相手の男の子は、もう覚えていない。


（好きって言われることって、どんな気分なんだろう）


　どきどきするのか、狼ろう狽ばいするのか。それともとんでもなく噓うそっぽく聞こえるのか。


　そう考えると興きよう味みが湧わいてくる。興味だけ、だが。


　手紙の最後のところだけ読み返した。今日の放ほう課か後ご、屋おく上じようで待っているらしい。


　屋上。ますます青春だった。体たい育いく館かんの裏うらではなかったが、へたをすると部活の人たちに見つかるからだろう。冷ひやかされるのはごめんのようだ。


（なんだかなあ……）


　嬉うれしいというか、申し訳ないというか。


　こっちが片想い中だと知っているのだろうか。いや、知っているはずはない。知っていたらこんな手紙は出さないし、そもそも言いふらしていない。


　回かい答とうは決まっている。ノーだ。申し訳ないが、ふることになる。ぜひこの人物には気にしないでもらいたい。この学校には、他にも可愛い女の子がいるわけだし。千早がイエスと言うのは、たった一人だけと決まっているのだから。


　しかし、どうやって断るべきか。


　このまま会いに行かなくても、それだけで拒きよ絶ぜつの答えとなる。十分だろう。意い思しは示しめしている。


　しかし、なんだか不ふ誠せい実じつな気もしてくる。少なくとも、向こうは「好き」ということで「屋上で待つ」と行動的になったわけだ。それを一方的に無にしてしまっていいものかどうか。


　かといって会いに行くのもなにかためらいがある。できれば電でん話わで断りたいが、電話番号は書いてなかった。


　こうなると恋愛経けい験けんのなさが響ひびいてくる。つまらないところでつまずくのだ。


（どうしよ……）


「山瀬さん」


「は、はいっ！」


　女教師に差され、千早は慌あわてて立ち上がった。


「今のところを答えて」


「は……えと……」


　急いで黒こく板ばんを見るが、消されてしまっていた。


「聞いてなかったの？」


「はい……」


　すみません、と呟つぶやく。


　教室中から「しょうがないな」と「気きの毒どくに」という視し線せんを集めながら、千早は女教師から、授業態たい度どについて注意を受けることになった。
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　一いち時じ限げん目めの反はん省せいを生かし、以後の授業は集中して聞くように努めた。無論、意い識しきの半分はラブレターにいっていて、内容はあまり覚おぼえられなかった。


　何度か授業を受け、休み時間となる。


　千早はラブレターを封筒から出し、中身を制服の内側のポケットに入れた。人の鞄を勝手に開ける生徒はいないと思うが、万が一である。


　教室を出て、ぶらぶら歩く。


　歩いたはいいが、特に目的はない。それは分かっていたことで、ただ考え事に集中したかったのだ。教室でじっとしているとクラスメートから「具ぐ合あい悪いの？」と心配されるので、こうして移動しているのである。


　ラブレターへの返事は確かく定ていしている。しかし、どうすべきか。


　会うべきか会わざるべきか。駄だ目めなハムレットだ。悩なやみの次じ元げんが低すぎはしないか。だが次元が低くとも、悩みは悩みである。解決しない限り先には進まない。進んでくれと思うが、現実は容よう赦しやがない。


　いっそ手紙に気づかなければ良かった。そんなことまで思えてくる。そうすればなにもないまま、平和に一日が過ぎ去ったものを。


　いつの間にか階かい段だんを下っていた。知らず知らずのうちに、一年生の階へと向かっていた。


　誰かが上ってきた。


「あらっ」


「おや」


　千早と相手は、ほぼ同時に声を発した。


　背の低い、黒くろ髪かみの日本人形のような娘。神かみ城しろ凜だった。


「申し訳ありません。邪じや魔まですね」


　凜は横にずれて道を空あけた。


　千早は通り過ぎようとして、思い直した。


「ちょうどいいや。神城さん、付き合ってくれない」


　返事を待たずに、凜をうながした。


　どこかに行こうかと考えたが、今からでは休み時間が終わってしまい、次の授業をさぼることになる。すぐ上の階段の踊おどり場ばにした。


　凜は怪け訝げんな顔をした。


「なんでしょうか」


「あのね、神城さん。今、式森君とどんな関係？」


「は……？」


　凜の顔がん面めんに血が上のぼるのが分かる。


「ど……どのような意味でしょうか」


「神城さんって、式森君からなにか言われた？」


「な……なにか、とは……」


「たとえば、告白とか」


　この台詞せりふを口にした途と端たん、凜が跳とび上がった。


「なななな、なんてことを言うのですか！」


　うわあ、垂すい直ちよく跳びの成せい績せき、良さそうだなあと思ったが、剣けん豪ごう少女はそれどころではないらしい。


「なにを変なことを！　わわわ私が式森から告……告……なんてことがあるなど！　式森みたいな軟なん弱じやくものにそのような感情を持たれるなど嬉うれ……ではなく迷めい惑わく。そんなことは起こるはずないのです！　いや多少は可能性があった方がいいかも……いやいや今のは気の迷まよいです。うわごとです」


　両りよう手てを振り回して熱ねつ弁べんを振ふるう凜。千早は圧あつ倒とうされながらも、なんとか口を挟はさんだ。


「ごめんなさいごめんなさい、落ち着いて。そうじゃないの。聞き方間違った」


　凜の扇せん風ぷう機き並なみだった腕うでの回転数が落ちる。


「ええっとね、つまり神城さんは男の子に告白されたことがあるのかなあって、思ったの」


「告……は？」


「神城さんって、可愛いから、経験あるかもって」


「その……告白のこと、でしょうか」


「うん」


　千早は内側のポケットにある手紙を確認しながら説明した。


　彼女としてはなるべく一いつ般ぱん論ろんとして告げたつもりだったが、凜の赤面は収おさまらなかった。


「つまりその……山瀬さんは男に恋こい文ぶみをもらったのですか」


「うん。見せるわけにはいかないけど」


「はあ。確かに、そのような腑ふ抜ぬけた手紙は、精せい神しんを揺ゆるがせる因もとになります」


「腑抜けって……酷いなあ」


「失礼しました。しかし私は、その……助じよ言げんができる立場にはないかと」


　きょとんとする千早。


「どうして？」


「あのですね……私は……その……男というものが……」


「嫌きらいなのは知ってるけど」


「そうではありません。あのですね……そういうものをもらったことが……」


「ないんだ」


　凜は肯こう定ていの代かわりに、顔を真っ赤にしてうつむいた。


　千早はちょっと気きの毒どくになり、なだめるように言う。


「いいよいいよ。あたしもラブレターをもらったの、初めてなんだから」


「そうなのですか……」


　ほっとする凜。


「うん。あたし、男の子にもてないんだ」


　千早は、はははと軽かるく笑った。


　同じ立場と知り、凜の精せい神しん状じよう態たいは回かい復ふくしたようで、今度は千早の説せつ明めいを最後まで聞いてくれた。


「ははあ。すると、断るのは決まっているけれど、どのようにしたほうがいいか苦く慮りよしていると」


「そうなの」


「そうですね……もし深い苦く悩のうのようでしたら、力をお貸かししますが」


　凜が日本刀を持ち上げる。


「その男が来たら、私が飛び出します。喉のど元もとに真しん剣けんを突つきつけられれば、どのような体たい格かくの良い男でも迂う闊かつなことは」


「待って待って、そういう暴力的なことじゃなくて、もっと穏おん便びんにしたいの」


「穏便、ですか」


　凜はしばし考えた。凜り々りしい横顔だが、なんだか幕ばく府ふ転てん覆ぷく計けい画かくを練ねっている不ふ逞てい浪ろう人にんのようだった。


「……こういうのはどうでしょう。まず山瀬さんが男と会います。私は身を隠しています」


「うん」


「頃ころ合あいをはかり、私は男の背はい後ごから近づきます。それから刀の峰みねで、一いち撃げきを加えます」


「…………」


　黙ってしまった千早を肯定と受け取ったか、凜が続けた。


「気き絶ぜつしたらしめたものです。どこか他の場所に連つれて行き、二度と山瀬さんに近ちか寄よらないよう脅きよう迫はく……いや、説得します。小一時間もすれば、二度とこのような不ふ埒らちな考えは起こすまいと、全世界に誓ちかうようになるでしょう」


「……だから、そういうのじゃなくて」


「ご安心ください。説得に刀は使いません。言葉だけですませます」


「でも脅おどすんでしょ」


「説得です。顔は隠すつもりですが、そこはご了りよう承しようください」


「……ごめんなさい。いい」


　千早は、「神城さんに相談したのが間違いだった。でも経験なくても、やっぱり変」と思いながら、


「気持ちは嬉しい……嬉しくないような感じだけど、とにかくありがとう。手助けはいらないから」


　凜はどことなく残念そうだった。


「そうですか。相手が武ぶ器きが持っているような状況なら、大声を出してください。すぐに駆かけつけます」


　そんなことになったら、あたしが男の子守らなきゃならなくなりそう。そう考えつつ、千早は手を振り、自分の教室に戻もどっていった。





　　　　○





　あまり役に立たない相談が終わり、さらに授業を受ける。


　昼休み。千早は「一緒にお弁べん当とう食べよう」というクラスメートの誘いをやんわり断り、教室を出た。


　弁当箱を持ったまま、階段を上がる。一番上まで来ると、古い鉄の扉とびらに手をかけた。


　力を込こめてノブを引く。扉は防ぼう犯はんのためと雨あめ風かぜを防ふせぐために重おもく、女の子の千早は開けるのに苦く労ろうした。


　なんとか開き、隙すき間まからすり抜けるようにして外に出る。


　校こう舎しやの屋上には、柔やわらかい風が吹ふいていた。


　手すりに囲かこまれた、コンクリート製せいの庭。ここは生徒たちのものだ。


　本当は屋上に出てはいけない。安全と防犯のため、立ち入り禁きん止しになっている。普段は鍵かぎがかけられ、針はり金がねでノブは固こ定ていされていた。


　しかし、こんな良い場所を放ほう置ちしておけるわけもない。何年前かに手て先さきの器き用ような生徒が合い鍵を作り、すぐほどけるよう針金に細さい工くをした。鍵は階段の踊り場に隠かくされ、その場所は口こう頭とうでのみ伝えられ、生徒たちの楽らく園えんとなった。


　千早は首を左さ右ゆうに動かした。


　誰もいない。昼休みを屋上で過ごす生徒は多いが、今日は貸かし切きり状態だ。


　男子生徒らしき姿もない。あたりまえだ。あれは放課後だ。


　手すりの下が段になっているので、腰こしかけた。弁当を包つつんだ袋を開く。


　千早がやってきたのは、昼食のためだけではない。なんとなくだが、気分を味わってみようという気になったのだ。いわば事じ前ぜんの偵てい察さつである。


　ここで告白されるのは、一体どんな気分なんだろうと思う。緊張するのか、興こう奮ふんするのか、あるいは風でそれどころでなくなるのか。


　さまざまな想像が頭を駆かけめぐる。なにしろ予告されて告白されるなんて、初体験なのだから。


　同時に、わざわざ昼に屋上まで来たのだから、あたしはよっぽど気になったんだなとも思う。テストの予よ習しゆうだって、自信があったらしないものだ。


　弁当箱を開け、箸はしを手に取る。


　不ふ意いに、ご飯はんが翳かげった。


「あ……」


　眼前に、背の高い女性が立っていた。三年生の、「葵学園で一番偉い人」である。


「あらま、千早じゃない」


　風かぜ椿つばき玖里子が驚いた顔をしていた。


「お昼？」


「はい」


「一人なの？」


「そうです。風椿さんは？」


「あたしも一人なの」


　玖里子はそう言うと、「隣となり、いいかしら」と聞いた。


　千早が承しよう諾だくすると、彼女はよっこらせと腰を下ろした。


　玖里子はパン食だった。袋ふくろから取り出し、さっさとかぶりつく。


　品の良い食べ方とはいえなかったが、どこかさまになっていた。


「風椿さん、生せい徒と会かい室しつにいなくていいんですか？」


「いいのよ。たまにはあたしがいない方が、みんな羽を伸のばせるの」


「そうですか……」


　あっさりと返答され、続けて訊きくタイミングを逸いつし、仕し方かたなく箸を動かす。


　不意に玖里子が言った。


「和樹たちなら、中庭でご飯食べていたわよ」


「えっ……」


　にやりとする玖里子。


「訊きたかったんでしょ」


「ええ……」


　顔が赤くなるのが、自分でも分かった。


　玖里子はパンを口に放ほうり込こみながら、


「こんなところにいたんじゃ、夕菜ちゃんとの差が開くわよ」


「変なこと言わないでください」


「そお？」


「そうです」


　とりあえず反はん論ろんしたが、まるで信じられていなかった。


　玖里子は、千早の胸の内を知っている。前に二人だけで話したときに見み抜ぬかれたのだ。はっきりと口にしたわけではなかったが、それ以来玖里子は千早をライバルと見なし、下の名前で呼ぶようになっていた。


「なーんかさー。最近の和樹と夕菜ちゃんって、怪あやしい関係なのよねー。和樹はいつも通り情なさけなくておどおどしてることが多いんだけど、夕菜ちゃんに遠えん慮りよがなくなってきたのよ」


「それ、風椿さんも分かりますか？」


「当とう然ぜんよ」


　と玖里子は言った。


　さすが和樹の近くにいる女性である。恐らく千早より早く、二人のことを見抜いたに違いない。


「このレース、夕菜ちゃんがリードしてるかもね」


「風椿さんこそ、ここであたしといていいんですか」


「あたし？　あたしは一人でいたいときがあるし、それに大丈夫」


「そうなんですか？」


「そうよ。まだ大丈夫だって、分かったの」


　玖里子がにやりとする。


　余よ裕ゆうの態たい度どだった。なにか安心するようなことがあったのかもしれない。千早としては複雑な気分である。


「それよりあんたよ」


「はい？」


「あんた。なにか悩んでるんじゃない？　あたしが屋上来たの、気づかなかったでしょ。話してみたら？」


　玖里子の表情が、それなりに真ま面じ目めなものになっていた。


　さすが年上、と思う。千早が考え事をしていたのを察さつしたらしい。生徒会を裏うらから動かしているのは、伊だ達てではない。


　しばらく迷った末すえ、手紙を取り出す。


「実は……」


　中身は見せず、下駄箱にラブレターが入っていたと話した。


　玖里子は感かん心しんした。


「へえ。思った通り、千早はもてるのね」


「そんなことないです。ラブレターもらったの、初めてなんですから」


「あらそうなの。あんたが転校してきたとき、男子が噂うわさしてるの聞いたわよ」


　またちょっと赤面した。噂になっていたなんて知らなかった。


　玖里子は続けて、


「それで、屋上に呼び出されたわけね。相手はすぐに来る？　だったら退たい散さんするけど」


「まだです。放課後に」


「なかなか本格的ね」


　玖里子はパンのビニール袋をくしゃくしゃに丸めた。


「それでどうするの。イエスって答えるわけ？　あたしとしては、ライバルが減へるんで楽になるけど」


「楽にならなくてすいません。付き合うつもりはないです」


「じゃ、お断りか」


「でも、直接会った方がいいのかどうか」


　思わず悩みの一いつ端たんを吐と露ろする。


　断るつもりはありありだった。というより、それ以外はない。しかしその方法が問題だった。彼女としては、わざわざラブレターを出してくれた男の子に、手ひどい仕打ちは与えたくない。なるべく穏おん便びんに、それでいてはっきりと意思を示したかった。しかし残念ながら、そういったことのスキルがまるでないので、どうしたものか思いつかないのだ。


「ああなるほど」


　玖里子はにやにやしながら千早の肩かたを叩く。


「可愛い悩みね。ラブレターもらったの、初めてなわけだ」


「そうなんです。風椿さん、ラブレターもらったことありますか」


「あるわよ。そりゃもうたくさん」


　言い切る玖里子。さすがである。


「どうしました」


「全部断ったわ。たまに遊びに行くことはあったけど、それくらいね。あとは片かた端はしから切った」


　どこかの部屋を掃そう除じしたみたいな口く調ちようである。妙みようにすがすがしくて、千早は感心した。


「悩みませんでした？」


　彼女は腕うでを組んで、思案した。


「一番最初は悩んだわね。嬉しかったり、不安だったり、怖かったり。当日までなにも決められなかったわねえ」


　今の千早と同じである。やはりこの女性にも、そういうときがあったのだ。


　千早はほっとした。同じ境きよう遇ぐうに立たされた先せん達だつが隣にいるからか、妙みように安心感が出てくる。心が軽くなった。


「それで、どうやって断ったんですか」


　玖里子は頭をひねった。


「……忘わすれちゃった」


「…………」


　訂てい正せい。安心するには早かった。


　がっくりする千早を元気づけるように、玖里子は手を叩いた。


「ほらほら、そんな顔しない。告こくられるなんて女の勲くん章しようなんだから、もっと元気出しなさいよ。みんなに羨うらやましがられる立場なんだから」


　考えてみればそうだ。高校生活で告白することもされることも縁えんのない生徒は多いのだから。ラブレターをもらうなんて、宝くじが当たるより喜ぶべきことなのかもしれない。


「でもどうやって断ればいいか、思いつかなくて」


「普通に断ればいいのよ。簡かん単たんじゃない」


「あたしには簡単じゃないです」


「なによ。あたしなんか、もう何度も断ってるわ。キャッチを振り切るより楽よ」


「だからそれをどうしたらいいかってことなんです」


「そんなの簡単よ。いい？　意い思しを見せればいいの」


　千早は首をかしげた。


「意思？」


「そ。きっちり、相手に希き望ぼうを持たせないように断るのが大切。そうすれば問題はないわ」


「でもそれじゃ、悪くないですか。傷きずつけちゃうみたいで」


「馬鹿ね。そんなことしたら、『もしかしたら希望あるかも』って思わせちゃうじゃない。相手にも悪いわよ。ずるずる引ひき延のばすだけ引き延ばして、望みはないんだから。残ざん酷こくに感じられても、はっきりするのが一番いいの」


「そうなんですか……」


　そうかもしれないなと考えた。へたに回りくどい言い方をするより、はっきりした方がこっちの精神状態もいい。煮にえ切らないのが一番まずいコースなのだ。


　なんとなく、頭のもやもやが晴れてくるような気がした。


　半分だけ食べた弁当箱に蓋ふたをして、立ち上がる。


「ありがとうございます。なんとなく、分かってきました」


「なんならあたしも一緒に行こうか。向こうが何か言う前に、『さいなら。帰れ』って言うけど」


「そこまでは」


「男には効きくわよ。繰くり返かえしているうちに、悪あく女じよとか魔ま女じよなんて言われるから」


「……それはちょっと」


　ともあれ方針は決まってきた。千早は屋上から降りていった。





　　　　○





　放課後。


　結けつ局きよく、千早は屋上にいた。


　手すりにもたれかかり、校庭を眺ながめていた。陸りく上じよう部ぶの練れん習しゆう風ふう景けいが見え、帰って行く生徒たちの姿も見えた。


　ここには自分一人だ。今日は皆みな自分の家が恋しいのか、誰もいない。男女が会うには、好こう都つ合ごうというべきだろう。


　実は給きゆう水すいタンクの陰かげに、本日相談を持ちかけた二人の人物が隠かくれており、じっとこちらをうかがっているのだが、千早は気づいていなかった。


　どのように断るのかは決めていない。真剣に好意をぶつけてきそうな男の子に断りを入れるなんてスキルは、まだ身についていない。どうすべきか決めていなかった。


　前に付き合ってくれと言われたときは、「ごめんなさい」ですんだ。その時の男の子もそれであっさり引っ込んだ。今度はどうなのだろう。


「諦あきらめない」とか言われたらどうする。気持ちは嬉しいが、じゃあイエスというわけには断じていかない。自分にとって付き合いたい男の子は、ただ一人しかいないのだ。


　だから断る。それしかない。しかしそこから先に考えが及ばないのだ。相手が押してきたら？　こっちは引くのか。さらに押してきたら？


　下へ手たをしたら崖がけから落ちるかもしれない。崖があるかどうか知らないが。


　でも、と彼女は思う。結局これも自分の問題なのだ。だから経験があろうとなかろうと、自分で解決しなければならないのだ。


　以前彼女は状じよう況きようから逃げ、決けつ心しんを遅らせたことがある。その結果が今だ。大事な想い出は全て失われた。


　あのとき紅尉紫し乃のに言われた。決めることが大事だと。しないよりもする方がいい。今から起こることは世間的にはちっぽけだけれど、これも通つう過かしなければいけないことなのだ。


　背はい後ごで音がする。誰かが扉を開けた。さび付いた鉄製の扉が、ぎぎぎと音を立てた。


　すでに心は決まっていた。どう告白されようと、はっきりと断る。相手に未練を残さず、時間をかけずにきっぱりと。「諦めない」と言われたら「あたしには好きな人がいる」と言う。「悪いけど、その人のことはあなたよりずっとずっと好きだから」と。


　千早は振り返った。やってきた男子生徒の顔を、はっきりと見た。


　そして驚きよう愕がくのあまり、立ち尽つくした。


　そこにいたのは、まぎれもない式森和樹だった。
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　第十一話　山瀬千早の決断と失敗と回復・中










　授じゆ業ぎよう中ちゆうは、手紙のことを考えていた。


　友人と話をしていたときも、やはり頭は手紙のことだらけだった。色々な人に相そう談だんし、悩なやみ、結けつ論ろんを出したのだ。


　シミュレーションもした。頭の中で想そう像ぞうして、「男の子がこう言ったら、こう言おう」と練れん習しゆうしたのだ。絶たえず口が動いていたので、他人が見たら気き味み悪がるか病びよう院いんを紹しよう介かいされたかもしれない。


　だがそれらは、全て吹ふき飛んでしまった。


　彼女は努ど力りよく型だ。勉強の予よ習しゆう復ふく習しゆう、部ぶ活かつの練習は本番で役に立つと信じている。汗を流すことをいとわない。しかし今は、練習なんてなんの役にも立たないと初めて思った。


　山やま瀬せ千ち早はやはしばらくの間、立ち尽つくしていた。


　ショックというか茫ぼう然ぜんというか、とにかく今の出来事が信じられなかった。こんなことは、手紙をもらってからずっと、想像していなかった。


　目の前にいるのは式しき森もり和かず樹き。


　千早の想おもい人だ。


　朝、下げ駄た箱ばこに入っていた手紙には、様さま々ざまな言葉が並べられていた。「付き合いたい」とか「いつも見ていた」とか「会いたい」とか。


　だれが書いたかなんて、気にしなかった。生まれて初めてラブレターをもらい、驚おどろき、どうやって断ことわろうかと、そればかり考えていたのだ。書いた相手が和樹だなんて、思いもよらなかった。


（なんで……）


　どうしても疑ぎ問もんが浮うかぶ。


（なんで式森君が……？）


　冷れい静せいに考えると、なんて疑うたがいかたをしてんだあたしはと思う。自分が好きでたまらない人がラブレターをくれて、しかも会ってくれたのだ。喜よろびこそすれ、疑ってかかるなんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがある。


　だけど哀かなしいことに、いざそういう状況になると、どうしても信じられなくなってしまうのだ。片想いがあまりに激はげしすぎて、成じよう就じゆしたときにどうするのかなんて、まるで想定していなかったのだ。


　千早の身体は不自然に揺ゆれている。前に行くか後ろに行くか。心の動どう揺ように肉にく体たいがばっちり反応していた。


　そんな仕し草ぐさを見て、和樹が表情を柔やわらかくした。


（あたしに……あたしだけに微笑ほほえんでくれてる）


　胸の奥が熱くなる。


　和樹が自分だけのものになったら、どんなにいいことだろう。千早だってそう考えることがある。彼の言葉、感情、態たい度どを独ひとり占じめにできたら嬉うれしい。二人だけの関係を築きずきたい。そんなことを願っていた。


　しかし、そのことで過去に不幸な出来事を招まねいていた。それ以来、千早はあまり考えないようにしていた。友達でいい。そこから始めるつもりだった。


　だが、いざ二人きりで彼を目の前にすると、心がわき上がってくる。苦しさとも、熱あつさとも言えない感情。


　改あらためて、これが恋というものなのだと思う。


　しばらく和樹を見つめる。いつもと変わらない、少し内気で、それでいて優やさしそうな表情。


　自分が求めていた、和樹そのものだ。


　自し然ぜんと、かすれた声が口から漏もれる。


「式……森……君」


　裏うら返がえったりはしなかったが、不自然なくらい小さくなってしまった。


　和樹は反応しない。聞こえなかったのかもしれない。


「式森君……」


　もっとはっきりと言った、つもり。


　まだ駄目か、と思ったが、返事があった。


「山瀬さん」


　まぎれもない、和樹の声。


　千早はあの事件の後、全すべてを一からやり直そうと決心した。和樹や他の女の子たちと友達になり、ゆっくりと関係を進める。積せつ極きよく的てきではなく、かといって控ひかえめでもなく、正当な手段で少しずつ進んでいく。それが自分のしなければならないことだと信じた。


　だがこうして彼の姿、声を聞くとそんな気持ちは薄れ、心は大きく動く。


　今すぐにでも走って、彼に抱だきつきたくなる。


　当然の感情だ。彼から手紙をもらったのだから。手紙を出したのは彼なのだから。


　彼と付き合うことになって、どんな不ふ都つ合ごうがあるのだろう。


　千早の足が、わずかに前に進む。自分の意い思しかどうかは分からない。身体が勝手に歩き出していた。


　ゆっくりと、和樹に向かって。


　彼は動かない。自分のことをどう思っているのだろうか。驚きよう愕がくしたままの顔で、びくびくしながら、じりじりと接せつ近きんしてくる女のことを。


　良く分からない。


　だが嫌いやがってないように感じる。歓かん迎げいしてくれているのかもしれない。


　彼はゆっくりと両りよう腕うでを広げる。


　飛び込みたくなる。足に力がこもる。


　しかし、止まった。


　千早は走らなかった。歩くのも止めた。その場で和樹のことを眺めていた。


　好きな人がいるのに、好きな人が招まねいてくれているのに、動かない。


　理由は分からない。だが千早の身体は、彼を見ているうちに歩くのを止めてしまったのだ。


　和樹がふっと笑う。


「どうしたの？」


「式森……君」


　かろうじて名前を呼ぶ。


「式森君……だよね」


「そうだよ」


　彼の声は変わらない。


「あたしに手紙をくれた」


「うん」


「あたしと屋おく上じようで会いたいって書いてあった」


「うん。僕が書いた」


「やっぱり……」


　式森君だ。


　間違いない。ラブレターを出してくれたのは彼だ。今け朝さ登とう校こう途中で会った後、千早はあえて遅れて学校に行った。だから和樹が下駄箱にラブレターを入れてもおかしくない。なにより、こうして屋上にいる。


　だから彼のはずなのだ。


　だが千早は、彼の元に飛び込めなかった。頭のどこかで、なにかが警告を発していた。


「どうしたの？」


　和樹は同じ台詞せりふを繰り返した。


「なんで……あたしに手紙を？」


「迷めい惑わくだったかな」


「そんなことないよ。でも、なんで手紙なんだろうって、知りたい」


「それは……だから」


　肝かん心じんの所が聞こえない。


「え？」


「……だから」


　また聞き取れなかった。でもなにを言っているのかは分かる。千早が求めてやまない言葉だ。


　好き。


　胸が再び、熱くなる。


　式森君に好きと言ってもらえる。そんなことは想像の範はん疇ちゆうでしかなかった。


　好きと言って欲ほしい願がん望ぼうなら誰にも負けないくらいあった。風ふ呂ろに入っているときやベッドで横になっているとき、想像上の和樹に何度も好きと言い、好きと言わせていた。


　それが現実のものになっている。


　心しん臓ぞうが高たか鳴なった。


　だが、足は動かない。


　頭の奥で点てん滅めつしていた信号は、どんどん千早の意識を覆おおっていった。


「それ……本当なの」


「うん」


「あたしに手紙を出したのも？」


「うん」


　和樹の返事は変わらない。


　なにを疑っているのだろうと思う。目の前の和樹は現実だ。なのに口は何な故ぜか、次々に疑問の言葉を発していた。


「手紙に書いてあったこと……本当に本当？」


「本当だよ」


　和樹は静かに続けた。


「付き合って欲しい」


　すっと、その言葉が心に入る。


　それからじわじわと広がっていく。和樹に言われた台詞。望のぞんでいたもの。千早が夢ゆめにまで見た関係。


　嬉うれしくないはずがない。


　なのになんで、自分は返事をしないのだろう。頭の中は奇き妙みように冷れい静せいで、赤い危険信しん号ごうまで点てん滅めつしているのだろう。


　和樹の表情が、少しだけ悲しそうになった。


「返事、ないんだ」


「そんな……」


　ことない、と言おうとした。


　だがそんな言葉まで、出てこようとしない。


「僕が焦あせりすぎたかな」


「…………」


「山瀬さんに迫せまりすぎたかもしれない」


「…………」


「無む理り強じいしてごめん。いきなり返事をしてくれって、無理だったよね」


　彼は優しかった。こんな状じよう況きようなのに、千早のことを気き遣づかってくれた。


「すぐに答えてくれなんて言わない。でも考えて、答えが出たら教えて欲しい。僕はいつまでも待ってるから」


　彼は背を向けた。そしてそのまま、屋上から去っていった。


　その間、千早は棒ぼう立だちになったまま、なにもしなかった。


　誰もいなくなり、はっと我われに返る。


　体中から力が抜ぬけた。へなへなと、コンクリートの屋上に、尻しり餅もちをついた。





　　　　○





　自分を取り戻もどすのには、相そう当とうな時間がかかった。


　いや、本当は短時間だったのかもしれない。別に日が暮くれたりはしなかったし、屋上に伸のびる影かげもそれほど長くなったりしなかったからだ。それでも千早には、何日も経たったかのように感じた。


　なんとか立ち上がり、のろのろと鉄てつ製せいの扉とびらへと向かう。


　頭の中では先ほどまでのやりとりが、粘ねん性せいを帯おびて渦うず巻まいていた。


　和樹に「付き合って欲ほしい」と言われた。


　なんて素す晴ばらしい出来事だ。夢が現実になったのだ。記き念ねんに赤せき飯はん炊たいてもいい。赤飯はちょっと違うか。とにかく記念日にしたいほどだ。


　だが自分は返答しなかった。


　どうしてだろう。こんなに嬉しいことなのに。頭の中では、まるで踏ふみ切きりのように、真っ赤なライトが明めい滅めつを繰くり返していたのだ。それがあまりにも激はげしくて、全ての行動をためらわせた。


　二年Ｆ組の教室に戻もどりながら考える。どうして自分は返事を保ほ留りゆうしたのか。


　あの和樹は本物だった。顔といい声といい、思い焦こがれている姿そのものだ。シチュエーションも申し分ない。


　でも、なんだろう。どこかに疑ぎ問もん符ふがついた。頭の中で、なにかが引っかかった。


　じっくり、思考を巡めぐらせる。おかげでＦ組を通り過ぎてしまった。


　教室内に人はいない。クラスメートたちは下校してしまったらしい。好こう都つ合ごうだ。


　椅い子すに座すわった。目線はなにも書かれていない黒板だが、頭は別なことで回転している。


　前に似にたような過去があり、そのため頭が勝かつ手てに警けい戒かいしたのだろうか。しかし、似たような過去ってなんだ。告白されたのは一回きり。しかも相手の名前はすでに忘れたときている。


　どうにも思い当たらない。こういってはなんだが、男に縁えんなんかありゃしないのだ。妹は「お姉ちゃんは絶対もてるタイプだ」と言うが、じゃあなんで彼氏いない歴れきが年ねん齢れいとイコールなのだ。過去を振り返ったって、思い当たる節ふしはない。


　待てよ、過去？


　もしかしたら和樹の姿すがた形かたちではなくて、別のことに反応したのかも。それが、過去のなにか警戒すべきことと一致したのかも。


　脳のう内ないの記憶が、少しずつ浮かび上がってくる。シチュエーションか。それは違う。以前告白してきた男の子は、手紙なんて手段は使わなかった。では屋おく上じようか。これも違う。清せい修しゆう学がく園えんの屋上は完全に立ち入り禁止。中学にも想い出はない。


　じゃあなんだろう。シチュエーションじゃない。場所でもない。やはり和樹か。しかし外見は関係ない。じゃあ声か。それとも仕し草ぐさ。あるいは雰ふん囲い気き。


　雰囲気。


　そうだ雰囲気だ。あの感覚には覚えがある。だから赤信号が点滅した。記憶の底の似たような出来事に反応して、警告が発せられたのだ。


　あの雰囲気、あれには会ったことがある。静しず岡おかの温おん泉せん街がいで、自分の精神世界の中で。


　記憶がどんどん蘇よみがえってくる。本当は思い出したくない、それでも向かい合わなければならない事件と。


「う……あ……」


　つい声が漏もれる。すると、


「千早？」


　声がして、彼女は驚いて振り返った。


　風かぜ椿つばき玖く里り子こが立っていた。隣となりには日に本ほん刀とうを抱かかえた神かみ城しろ凜りん。


　声をかけた二人も、びっくりしていた。


「ごめん、邪じや魔まだったかしら」


「いいんです。もう帰ろうと思ってましたから」


　千早は無む理りに笑え顔がおを作った。


「なんでしょう」


「いや……そのね」


　何故だか玖里子は、ためらいがちだった。


「落ち込まないでって、言いにきたの」


「……はあ」


　首をひねった。玖里子も凜も、深しん刻こくな顔をしている。どうやら同どう情じようされているようだが、なんでまた。


「それは……ありがとうございます」


「あまり気にしちゃ駄目よ」


「はい。でも、どうしてです？」


　玖里子が肘ひじで隣の凜をつついた。剣けん豪ごう少女は「わ、私ですか!?」と狼ろう狽ばいしていた。
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「あんたから話して」


「しかしですね、私は玖里子さんに連れて行かれたのでして」


「最初に見に行こうって言い出したのは凜じゃない」


「見に？」


　二人は慌あわてた。やがて、玖里子が覚かく悟ごを決めたらしく、咳払いをした。


「あのね、怒おこらないで欲しいんだけど、見ちゃったのよ」


「なにをでしょう」


「屋上。先に着いていて、給きゆう水すいタンクの陰から見てたのよ」


　申し訳なさそうにする玖里子と凜。


「千早になにかあったら大変じゃない。凜がそんなこと言い出して、あたしもそう思ったから先回りしたわけ。だから怒らないで、ねっ」


　両手を拝おがむように合わせる。


「別に、いいですけど」


「ごめん。今度は断ことわってから見に行く」


「断られても……。でも落ち込むなってなんですか」


「だって酷ひどいじゃない。相手の男も。こんなのやりすぎよ」


　千早には何のことだか分からない。凜が玖里子の言葉を引き取る。


「まったくけしからん。男に誠せい意いが見られません。探し出して、制せい裁さいを加えるべきです」


「えっと……話がよく……」


「山瀬さんは腹はらが立たないのですか」


　凜は今にも真しん剣けんを抜きそうだった。


「恋こい文ぶみまで出しておいて、自分は来ないとは」


「え……」


「姿を現わさないとは、まったく言ごん語ご道どう断だんです」


　千早はぽかんとした。凜の言っていることが信じられない。


「あたし……一人だったの？」


「そうじゃない」


　玖里子が言う。


「ずっと一人で屋上に立ったままで待ってるもんだから、あたしと凜は可哀かわい相そうになっちゃって。千早が落ち込んでないかって、探しに来たのよ」


　玖里子の説明は意識の半分だけで聞いていた。


　もう半分は猛もう烈れつな勢いきおいで記き憶おくをまさぐっていた。その中から、あの雰囲気と合がつ致ちするものを探し出す。


　千早は立ち上がった。


「紅あか尉い先生って、まだいますよね」


「いると思うけど……？」


「すいません、保ほ健けん室しつに行きます。なにかあったら、明日また」


　返事は聞かなかった。彼女は廊ろう下かに飛び出し、走りだす。


　和樹の雰囲気を思い出した。


　あれは確かに、静岡の悪あく霊りようだった。





　　　　○





　ノックと同時に保健室の扉とびらを開けた。「失礼します」とは言わなかったかもしれない。


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは椅い子すに座すわっていた。隣にいるのは、妹の紅尉紫し乃のだ。


　千早はいきなり喋しやべった。


「紅尉先生、あたしが前にお話ししたこと、覚えてますか」


　長ちよう髪はつの養護教諭は、あまり考える様子を見せず、静かにうなずいた。


「そのことで相談があるんです」


　手早く、今日の朝からの出来事を話した。


　紫乃がいたが、気にしなかった。むしろ彼女にも聞いてもらいたかった。


「前にあたしの記憶を探っていましたよね。なにが起こったのか、分かりますか」


「多分な。推すい測そくにすぎないが」


「教えてください」


　紅尉は答えず、妹をちらりと見た。


「お前の方が専せん門もんだ。話の流れは理り解かいしているだろう」


「はい。しかしわたくしには覚えがないのですが」


「私の記憶を探さぐれ」


「では」


　紫乃の瞳ひとみが一瞬だけ輝いた。それから例の、あまり信しん頼らいのおけない笑顔となる。


「まあ、静岡でこんなことが。わたくしの記憶にも作さ用ようしたのですね。驚きました」


「山瀬君に起こったことは分かるな」


「はい……山瀬さん、屋上で起こったことは、多分あなたの願がん望ぼうによるものです」


「願望……ですか」


「ええ」


　紫乃は丸い椅子を引き寄せて座った。


「あなたの式森君に対する感情が、彼の形となって現われたのです。あなたの魔力は強力ですから、自分で自分に幻げん覚かくを見せたのですわね」


「じゃあやっぱり、あの式森君は幻まぼろしなんですか」


「もちろん。風椿さんにも神城さんにも見えなかったのでしょう」


「でもあたしが受け取ったラブレターは」


「もう一度、ご覧らんになってみたら？」


　言われたので、ポケットに入っている封ふう筒とうを取り出した。二つ折おりになった便びんせんを開く。


「……あっ、なにも」


　書いていない。便せんは真っ白だった。


「文章自体も幻なのです。便せんは、山瀬さん自身が無む意い識しきに下駄箱に入れたのでしょう。寮りように帰れば、文ぶん房ぼう具ぐ屋やのレシートがあるかもしれませんよ」


「でもなんで、あの悪霊が……」


「思いのほか、山瀬さんに作用していたということですわね。消しよう滅めつしたはずだったのでしょう」


「そうなんです」


　千早は自分の想い出と引き替えに、悪霊を葬ほうむったのだ。もう悩なやまされないはずだった。


「かなり山瀬さんの意い識しきと融ゆう合ごうしていたようですから、一部が消えずに残ったのですね。深しん刻こくな害がいが出るほどではないと思うのですが、幻覚まで出現するとは意外です。山瀬さんの感情を動かすことがあったのかもしれません」


　恐らく、葵あおい学がく園えんでの生活が続いたからだろう。和樹たちと触ふれあうことが増えた。そのため、活動が始まったのだ。


　千早の心が重くなった。またあいつに悩まされるなんて。


「悪霊を消すことはできないんですか」


「放っておくのがよろしいかと」


「そうなんですか？」


「山瀬さんの意識が乗っ取られなかったところを見ると、力はかなり弱いのでしょう。元がん来らい消えるはずのものです。時間に任まかせれば、自然と解決します」


「でも……」


　幻覚が現われたのだ。しかも和樹の姿となって。


　紫乃は見み透すかしたように言う。


「それは山瀬さんの意い思しの問題ですわね」


「あたしの……意思？」


「はい。静岡とは違い、幻覚の生死──生きるも死ぬもないのですけれど──は山瀬さんによって決まります。取り引きの必要はなく、ただ意思を示しめせばいいんです」


「そうなんですか」


　なんだか拍ひよう子し抜ぬけした。もっときついなにかがあると思っていた。


「放ほう置ちすることも、悪いことではありませんよ。式森君の姿ではあるのでしょう」


「でも、幻覚です」


「幻覚ですからなおのことです。どうせ消えるのなら、じっくり向き合うこともできます。あるいは、山瀬さんの思い通りに動かすことも可能かも」


「それもあたしの意思によるんですよね」


「ええ」


　紫乃は簡かん潔けつに答えた。


　千早は二人に礼を言った。保健室を出るときに紅尉が扉を開けてくれた。珍めずらしいことだったが、彼女は考え中だったので、扉が目に入らなかった。
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　朝あさ霜しも寮りようの自室に帰ったときは、さすがに暗くなっていた。ぼやぼやしてると、夕食の時間となる。


　千早はやや乱らん暴ぼうに室内にあがると、壁かべのスイッチを入れた。


　蛍けい光こう灯とうがつき、内部が照てらされる。鞄かばんを置こうとして、ベッドに視線が動いた。


　誰かが座っていた。


　その人物は千早に微笑みかけたが、彼女はもう、驚おどろかなかった。


「まだ出てくる気？」


「機き嫌げん悪いの？」


　和樹の姿をした悪霊は、そんなことを言う。


「悪い」


　素そっ気けなく返す。


「それはごめん」


「帰って」


「どこにさ」


「どこでもいいから出てけ」


「そんな冷たい。僕を追い出すつもり？」


「式森君じゃないくせに。その形がやだ」


「じゃあこれで」


　和樹の姿が、ピントの狂くるったデジカメ画像のようにぶれた。すぐに別の形となる。


「どうかな。鏡かがみみたいでしょ」


　自分とうり二つの、もう一人の千早となっていた。


　千早はなにも言わなかったが、この姿にも覚えがあった。悪霊とは自分の意識の内部で取り引きをしたのだが、その時と同じだったのだ。あのとき悪霊は千早の姿だった。そして「自分は悪霊ではなく、すでに山瀬千早の一部だ」と言っていた。


「気に入らないけど、式森君じゃないだけまし」


「そんなに嫌わないでよ。あたしだってあんた自身なんだから」


「あたし、自分の顔って好きじゃないから」


「あんた美人じゃない」


「自分に褒ほめられても嬉うれしくない」


「そう言わないで」


　悪霊はくすくす笑った。


「あたしはサービスのつもりなんだから」


　千早はクッションを引き寄せ、フローリングの床に座った。悪霊はベッドに腰こしかけたまま。


「どうしてまた現われたの」


「理由はないよ。ただのサービス。なに、あんたと式森和樹の仲が進しん展てんしてないようだから、ちょこっと」


「余よ計けいなお世話」


「でも驚いたでしょう。少しは嬉しかったんじゃない。想い人から告白されて」


　さすが自分だ。核かく心しんを突ついてきた。


　和樹の姿となって現われたときは、胸が高鳴った。心が熱くなり、気分は高こう揚ようした。それほど和樹を好きなのだと自じ覚かくさせられた。


「でもあなたは式森君じゃない。幻覚……妄もう想そうよ」


「まあね。しょせんあんたの一部。式森和樹本人じゃあないわね」


「だから出てって」


「まあまあ。あたしは、あんたにやってあげたいことがあるのよ」


「なにそれ」


「あんただけの式森和樹になってあげる」


　千早は反はん射しや的に、疑問を口にした。


「は？」


「屋上で見せたでしょう。和樹になるのよ。しかもあんただけの恋人になる。どう？」


　悪霊の目は輝いていた。千早はつい視線をそらした。


「なんでそんなことを……」


「前に言わなかったかな。あたし、あんたに同どう情じようしてんの。今までの想い出ももらったし、アフターサービスってとこ」


「そんなことしてどうするのよ」


「どうもしない。あたしから取り引きを持ちかけたりはしないよ。どうせ消滅する身だから。ただ消えてなくなるまで、あんたの恋人でいる。どんなことでも望み通りにするよ。恐らく現実の式森和樹よりも、あんたの理想の和樹になるね。なにしろ今はあんたの一部なんだ。間違いない」


　そうか。千早は思った。だから屋上での悪霊は、自分が思い描いた和樹君そのものだったんだな。


　和樹と恋人同士になったらいいだろうなと思う。きっと楽しくて、学校生活も潤うるおいに満ちたものとなる。願っていたことだ。


　しかしそれが自分の作り出した幻覚となると、話は変わらざるを得ない。


「無理よ」


「そうでもないんじゃない」


「無理。あたしは自分の妄想とおつきあいする気はないから」


「そう？　気にすることないんじゃない。ほら」


　悪霊が千早の腕を摑つかんだ。ぐいと引っ張り、胸に手を押し当てる。


「あたしの胸が分かるでしょう。幻じゃない。他の人には見えなくても、あんたには実じつ体たいなんだから」


「どうしてそこまでするのよ」


「さっきも言ったとおり、同情。それにちょっと見てらんなくって」


　悪霊の口調が、若じやつ干かんの悔くやしさを帯おびた。


「あんた。せっかく葵学園に転てん校こうさせてあげたのに、まだ和樹に告白してないんでしょう。いらいらすんの」


「だってあたし最初から……」


「ゆっくりと、時間をかけて構こう築ちくする。和樹との関係を慎しん重ちように進める。分かってるわよ。でも、その結果はどうなってるの。うまくいってないじゃない。おまけに彼は宮間夕菜との関係をずっと進展させたみたいよ」


　それは千早にも分かっていた。和樹と夕菜の仲は、以前よりも遠えん慮りよのないものに変化していたのだ。


　どんなことがあったのか、千早は想像するしかない。かつて夕菜が幼よう児じ化かした時、和樹が優しさを見せたことがあった。きっとそのときになにかあったのだろう。


「夕菜だけじゃなくて、玖里子も、凜も、舞穂まで余よ裕ゆうの態度じゃない。のんびりして出遅れてるのは、あんただけだよ」


　そうかもしれない。自分はかなり、取り残されているのだ。


　ゆっくりしているのは自分の意思だ。それが後こう悔かいしない方法だと考えたからやっている。だがそのことが、千早の行動を鈍にぶらせているのもありえる話だった。


　高校生活は短い。ぼやぼやしていると、自分のことを印いん象しようづける前に卒そつ業ぎようするかもしれなかった。


「だから、あたしが和樹になればいいじゃん」


「それって、代だい償しよう行こう為いじゃない」


「代償でいいじゃん。練習相手と考えたっていいんだよ。あたしはあんたのことが気に入っている。望のぞみ通りの和樹をやるよ。悪くない話だと思うけれど」


　まあそうかもしれない。いつかは消えるのだろうが、遊びとしては格かつ好こうの相手だ。


　練習か。なにをするのだろう。デートか。キスか。それとももっとまずいあれか。とりあえず失敗しても困らないという利り点てんはある。


　理想ではある。なにしろ自分の願がん望ぼうが具ぐ現げん化かしたのだ。下へ手たをすると中ちゆう毒どくになるかもしれない。やりようによっては、いくらでも楽しくなるだろう。


　千早は頭を振った。いつの間にか、悪霊のペースに乗せられている気がした。


「……帰って」


「帰るったって、あんたの頭の中だけど」


「じゃああたしの頭に帰って」


「で、どうするの？　あたし、これからは和樹でいる？」


　千早は無む言ごん。悪霊が呆あきれる。


「はっきりしない娘こだねえ。そんなことだから、夕菜に先を越こされるんだよ」


「まだ負けたって決まったわけじゃない」


「だったら、あたし相手に告白の練習をすれば。きっと度ど胸きようがつくわよ」


「そんな時期じゃない。ゆっくりやるって言ってるじゃない」


「たまには足を速めるのも必要よ」


「それはあたしが決める」


「明日も出てくるわね。背中を押してあげるよ」


「帰れ」


　悪霊は肩かたをすくめた。そしてうすくなり、霧む散さんした。


　千早は大きくため息をついた。今まで悪霊が座っていたベッドに上がり、横になる。


　やはりあの悪霊か。もういなくなったと思ったのに、こんな形で出るなんて。


　よほど同化していたのか、幻覚となって現われた。やっかいなことに、他人には見えないくせに、自分には完全な実体だ。


　和樹のことを持ち出すものだから、たちが悪い。


　自分のもっとも大事な、もっとも強い願望にダイレクトに響ひびいた。彼女の欲ほしいものなんてそれしかないから、簡単だっただろう。しかも、これからもこの姿でいてもいいなんて言い出した。


　そうしたら和樹が二人になる。いや、他人には見えないから実じつ質しつは一人。でも自分には見えてるし所しよ有ゆうしている。まことに都合がいい。


　遊びとして、乗るのもありかもしれない。


　しかし、自分の和樹への感情は遊びではないのだ。高校時代だけにとどまらせたくない、ずっと貴き重ちようで、大事なものなのだ。


　それに決めたのだ。ゆっくりと関係を進めていこうと。彼のことが好きでも、焦あせったりはしない。苦しんだりもしない。ただ側にいる。


　確かに夕菜に先を走られている。恐らく他の女の子たちも、自分より先行している。しかしそれが選んだ道なのだ。


　後悔はしていない。多分、きっと。


　でも、今はどうなのだろう。


　寮りよう内ないの放送が聞こえる。夕食の時間が終わるので、まだの生徒はすませてください。


　彼女は目をつぶった。とうに食欲はなくしていた。
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　再び朝が来る。寝起きはいい方だったが、さすがに今日は気が重い。


　ベッドから身体を起こす。制服のまま寝ていた。所々、変な風にしわになっていた。


　今さら着替えたり、プレスをする気になれない。適てき当とうに顔を洗あらい、歯を磨みがいて食堂に出る。


　黙々と朝食を取った。味はあまり感じない。クラスメートが何人か声をかけてきたが、全て生返事でやりすごした。


　自室に戻もどり、鞄の中をあらためる。


　昨日の分が入ったままだ。時間割を調べ、今日の授業の教科書、ノートを入れる。宿題があったかもしれないが、どうでもいい。


　適てき当とうに髪かみを整ととのえて、部屋を出た。鍵かぎの確認はしない。


　嫌いやがらせのように、太陽はまぶしかった。


　葵学園までの道をとぼとぼ歩く。他クラスの生徒たちが、笑いながら通りすぎる。


（楽しそうだなあ……）


　みんな幸せそうだ。十分に学校生活をエンジョイしている。


　ぼんやりと道路脇の公園を眺めた。昨日、登校途中に休んでいたところだ。


　ブランコもベンチも昨日のまま。その隣に水道があって、蛇じや口ぐちがちゃんと閉まっていないのか、水が漏もれていた。


　水が筋となって上から下へと落ちていく。流れに勢いこそないが、なんだか滝たきみたいだ。


　はっとした。


　滝。自分を今の立場にした、あの事件。最後は自分の意識の中に入ったが、確か滝で、悪霊と対決したんだった。


　忘れたかった記憶と向かい合う。そうだ、あたしはあのとき、決心をした。その結果こうなった。後悔はしない、全てを受け入れると誓った。なのになんで、また悩んでいるんだろう。


　決心をしないことが、災わざわいを招まねいたんじゃなかったのか。


　顔を上げる。表情に、血けつ色しよくが戻ってくる。


　先ほどまでよりずっと、勢いよく足を踏ふみ出した。


　道の先に、男子生徒の姿があった。千早は目にとめ、渋しぶい表情になる。


（もう、また）


　和樹だった。悪霊は予告通り、現われたようであった。


　千早は目をそらしたりせず、まっすぐに近寄った。


　和樹は手を振っている。彼女は正対し、彼の肩を摑つかんだ。
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「わざわざご苦労様」


　じっくりと言い聞かせる。


「でも決めたから。あたしは、あたしのやり方でやる」


　和樹は戸と惑まどったようになっていた。


「はっきり言うよ。あたしは式森君のことが好き。だから誰の力も借りない。遅くても、周回遅れでもいい。周りを見てもあたし一人で、他の女の子がずっと先を走っていてもいい。あたしが決めたことなんだから、もう後悔はしないよ。だけど絶対に、振り向かせてみせる」


　千早は息いきを吸すった。目を見み据すえる。


「あたしは式森君が大好き。大好きなのは、本当の式森和樹君ただ一人」


　しんとした。空気が音を立てるのを止めた。


　千早はなにも言わず、和樹もなにも言わない。


　ただ彼の目が、気弱そうに動いていた。


　気弱そうに？


「あ……あの……山瀬さん」


「……え？」


「どうしたのかな……その……」


「え……え……？」


　背はい後ごから、誰かやってくる。その女の子は少し息を切らしていた。


「ごめんなさい和樹さん、お待たせしました。あら、山瀬さん」


　振り向くと、宮間夕菜がきょとんとしていた。


「宮間さん……式森君のこと、見える？」


「見えますけど？」


「じゃあ……」


　幻覚ではない、本物の和樹。目の前にいる、優しいけれど気弱で、女の子のアタックに怯おびえているのはまぎれもない本人。


「う……噓ー!!　あ、あたし……今」


　完全に告白していた。


　千早は気が遠くなった。驚く夕菜の声も聞こえず、その場で昏こん倒とうすることとなった。




　第十二話　山瀬千早の決断と失敗と回復・下










　動どう悸きが止まらない。


　山やま瀬せ千ち早はやは、両手でずっと、自分の左ひだり胸むねを押さえていた。


　自分の心しん臓ぞうなのだから、動いてくれないと困こまる。止まったら死んでしまうので、打うってくれるぶんにはオーケーだが、これはちょっと激はげしすぎた。へたをすると、テニスの大会で決けつ勝しよう戦せんまで残ったときよりきつかった。


　目を覚ましたところが悪かった。よりによって葵あおい学がく園えんの保ほ健けん室しつ。養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきは感情を表面に表わすタイプではなく、そのくせ鋭するどいものだから、今朝の出で来き事ごとを全て見み透すかされている気がした。おかげで動悸が速くなった。


　なんで保健室に寝かされていたかというと、道ばたで昏こん倒とうしてしまったからだ。彼女は寝起きがいい方で、低てい血けつ圧あつでもない。なのに朝っぱらから倒れるなんてみっともなかったが、それだけのショックがあったのだ。


　彼女は保健室のベッドで半はん身しんを起こし、心臓を押さえつつ訊きいた。


「あの、今何時間目ですか」


　紅尉はちらっと壁かべの時計に目をやった。


「まだホームルーム中だ。一時間目には間に合う」


「えっと、あたしを運んできたのは……」


「式しき森もり君だ」


　ああやっぱり。あれは夢じゃなかったんだ。


　道の真ん中で倒れてしまい、そこから先の記き憶おくはない。だが式森和かず樹きはちゃんと運んでくれたのだ。彼の背中で揺ゆられていたなんて、なんだか嬉うれしい。そういえば宮みや間ま夕ゆう菜なもいたはずだが、今はちょっと忘れておこう。申し訳ない。


　和樹に背せ負おわれていたのは嬉しいことなのだが、同時に身体がよじれるくらい恥はずかしかった。彼は直前のことを覚えていたのかなと思う。自分が気き絶ぜつする前に発した言葉。


　大好きと言ってしまった。


　なんてことだろう。彼のことが好きなのは事実だ。だから噓うそではない。しかしなんというか、タイミングというものがある。


　悪あく霊りようが「式森和樹の姿すがたでいてあげる」なんて言うものだから腹を立て、間違えてしまった。叱しつ責せきしようと思った相手が偽にせ物ものではなく、本物の和樹だなんて、思いもしないではないか。


　おまけにぺらぺらと、好きだ好きだの連れん呼こである。軽いものではなく、真しん剣けんではあるのだが、振り返ると間ま抜ぬけとしか思えない。


　なんというかこう、もっとドラマチックにやりたかった。夜や景けいとか見ながら、二人でいるときに告白する。その瞬しゆん間かんをいつまでも大事にできるような、そんなシチュエーションがよかった。登とう校こう途と中ちゆうに勘かん違ちがいから口走るなんて、神様が笑いものにするために仕し組くんだとしか考えられない。


　千早は頭を振った。実のところ、問題は起きてしまったことではない。そっちも十分恥ずかしいし、思い出しては身もだえすることになるだろうが、これから先の方が重じゆう要ようだ。


　告白してしまったかぎり、返事というものがある。


　考えると、どきどきして死にそうになった。


　ベッドから降りた。目覚めた当初は朦もう朧ろうとしていたが、今は意識もはっきりしている。頭にこぶもないから、昏倒の際に打ちつけたりしなかったのだろう。


「ご迷めい惑わくをおかけしました」


　紅尉に頭を下げる。


「教室に戻もどるかね」


「はい」


「まだここにいても構かまわないが」


　紅尉は千早をじっと見つめながら言った。この養護教諭はなにかを感じ取っているようで、休きゆう息そくを勧すすめている。ありがたかったが、風か邪ぜでもないのに寝ているのは居い心ごこ地ちが悪い。


「いえ。自分の教室に行きます」


　千早は紅尉の申し出を辞した。


　上うわ履ばきを履こうとして、ふと気づく。ベッドの下にきちんと揃そろえて置かれていた。これも和樹がもってきてくれたのだろうか。彼はあたしに、どこまで優やさしいのだろう。


　ついため息を漏もらした。


「あまり平常な精神状態とは思えんな」


「……普通です」


「なんなら紫し乃のを呼ぶが」


「相談があったら、また来ます」


　千早は保健室から出た。教室に帰る途中、なんでもないところで二度つまずいた。
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　いつも通り、授業は受けた。


　もっとも、いつも通りと思っているのは自分だけかもしれない。クラスメートは「大だい丈じよう夫ぶ？　気分悪くない？」と訊いてきて、担たん任にん教きよう師しも「具合が悪かったら早そう退たいするか？」と言ってくれたのだ。周りの人はみんな優しい。自分は恵めぐまれている。


　とはいえ、悩なやみを打ち明けることはできなかった。みっともなかったし、やはり自分自身の問題だと感じているからだ。


　しかし悩みってなんだろう。よく考えてみると、どうにもならないことではある。


　少し前までは、自分に課かせられた悩みであった。幻げん覚かくだったがラブレターをもらい、返事に悩み、悪霊と話をしてからは決けつ意いについて悩んだ。だが今は、情なさけない形とはいえ和樹に告白してしまい、返事を待つ状態となっている。どちらかというと、ボールを投げられて悩んでいるのは彼のはずだ。


　とすると、この胸のもやもやはなんだということになる。


　保健室にいたときから、もやもやは心の奥からせり上がってきて身体を満みたし、すぐに引っ込む。なんども繰り返すものだから、呼こ吸きゆう困こん難なんになりそうだった。これは、悩みでなければどういうことか。


　ずっと考えていた。おかげで授業は上うわの空、休み時間もぼんやりしていた。ここ数日、同じようなことで悩んでいる。今、抜き打ちでテストをやられたら、どれだけ点が低くなるか想像もつかない。


（まいったなあ……）


　青春といえば聞こえがいいが、混こん乱らんしているだけのような気もする。


　午前中の授業が終わっても、もやもやはなくならなかった。


　昼休み。学生にとっては至し福ふくの時間。千早は昼食のパンを抱かかえ、教室を出た。仲のいいクラスメートは「一緒にお昼食べよう」と誘さそってくれたが、気き遣づかいだけを受け取った。


　廊下を歩き、階かい段だんを上る。そして細さい工くされた鉄てつ製せいの扉とびらを開ける。


　屋おく上じように出た。


　素す晴ばらしく天気が良かった。朝は雲が多かったが、今はなく、抜けるような青空が広がっていた。


　千早は手すりに近づき、腰こしを下ろした。


　遠くから生徒たちの笑い声が聞こえる。


　ここ数日で、何回屋上に来ただろう。あんまり頻ひん繁ぱんに来るものだから、屋上に住んでいるような錯さつ覚かくすらする。管かん理り人にんを自じ称しようしてもいいかもしれない。学校側には迷めい惑わくな話だろうが。


　パンの袋ふくろを開け、あまり味のしないチョココロネをかじった。紙かみパックのオレンジジュースで流し込む。


　食べているうちに、また色々な考えが湧わいてくる。


　結けつ局きよくは、不安なのだろうと思う。


　悩みよりは不安。和樹に告白してしまい、自分のことがどう思われているか、どんな返事があるかが分からない。だからもやもやするのだ。


　せっかく「ゆっくりと、時間をかけてお近づきになる」を選せん択たくしたのに、全すべてすっ飛ばして告白してしまった。今までの覚かく悟ごが全部パー。不安にもなる。


　パン一つだけの昼食を終わらせ、立ち上がると手すりに身体をもたせかけた。真下では、何人もの生徒が右に左に動いている。


　千早の感情も、似にたような動きをしていた。


　己おのれの立ち位置がはっきりしなくなってしまったためだ。心がぐらつく。


　わずかだが、こんなに不安になるものなのかと、自分に問いたい気持ちもある。他人のことは知らないが、女の子って「告白した。された」でここまで狼ろう狽ばいするものなのか。世界広しといえど自分だけではないのか。


　だが不安になる理由はあるのだ。今は世界中で自分しか覚えていない出来事があり、それが精せい神しんを揺さぶっているのだ。


　ふと振り返る。鉄製の扉が、がちゃがちゃ音を立てていた。


　様子を見ていたら、少しだけ扉が動いた。なにしているんだろうと思っていると、突然大きく開かれた。


　玖く里り子こと凜りんが、転がるように走ってきた。


「待って千早、落ち着いて！」


「山瀬さん、早まらないでください！」


　千早はぽかんと口を開けた。二人とも尋じん常じような表情ではなく、今にも飛びかかってきそうであった。というか実じつ際さい飛びつかれ、両手足をしっかり押さえられた。


「まだ高校生なのになにやってんのよ！」


「気にすることはありません、いずれ幸こう福ふくはやってきます！」


「あのー……」


　千早は事じ態たいが飲み込めず、なんとなく声を発した。


「どうしたんですか？」


　玖里子と凜は、まだ必ひつ死しであった。


「だから死ぬことはないって言ってんの！」


「そうです。自じ殺さつなんてとんでもない！」


「自殺……？」


　啞あ然ぜんとする千早。


「あたし、自殺なんてしませんけど」


　二人は「へ？」と言った。


「……あんた、屋上から飛び降りようとしてなかった？」


「違います」


　彼女は、昼食が終わったあと、ぼんやりしていただけだと説明した。


　玖里子と凜は、ようやく手足を摑つかんだ力を緩ゆるめてくれた。


「良かった。あんたが深しん刻こくそうだったから、凜が危ないって言い出して」


「わ、私ですか。玖里子さんも驚おどろいていたではありませんか」


「止めようって言ったのは凜よ」


「山瀬さんがあそこまで暗い顔をしていれば、誰だれでも心配になります」


　千早は自分の両りよう頰ほおをさすった。どうやら、遠くから見ても分かるくらい、沈しずんだ顔をしているらしい。


　彼女はあえて明るく喋しやべった。


「大丈夫ですよ。あたし、なんともありませんから」


　玖里子が若じやつ干かん不安気ぎ味みに、


「ならいいんだけど」


「本当です」


　千早は腕うでまくりして、力こぶまで作って見せた。


　玖里子と凜は、ほっとしていた。


「あんまり心配させないで。保健室に運ばれたんでしょ」


「ええ」


「それなのに姿が見えなくなるんだもん。勘かん違ちがいしたあたしたちもどうかってことなんだけど」


「すいません」


「でも、完全に大丈夫ってこともないわね。やっぱり顔色悪いわよ」


「そう……ですね」


　あまり否定する気にはなれなかった。不安に襲おそわれていたのは事実だ。


「いい想い出じゃないもんねえ」


　玖里子が同どう情じようするように言う。


「呼び出されて相手は来なかったなんて、あたしだって腹立つわよ」


　凜も深くうなずく。


「恋こい文ぶみを出したまま姿をくらますとは不ふ埒ちらな男です。その後、連れん絡らくは？」


「……ないけど」


「まったく許せません。草の根分けても探しだし、山瀬さんの元へ引っ立てて謝しや罪ざいさせます」


「……そこまでしなくても」


「甘あまい顔をすると男はつけあがります。手て荒あらな手しゆ段だんもやむを得ません」


「気持ちは嬉うれしいけど、いいから」


　憤ふん慨がいする凜をなだめるような形になった。昨日の屋上での出来事を、まだ怒っているらしい。千早に元気がないのも、そのためだと信じているようだ。


　あれは自分の中の悪霊がやったことで、もっと別なことで不安になっているのだと言いたかったが、説明がややこしい。とにかく落ち着かせようとした。


「ありがとう神かみ城しろさん。あたしってそんなに弱くないから、平気」


　なんだか噓うそついてるなと思うが、仕し方かたがない。


「ただのいたずらだよ。気にしたってしょうがないから」


「そうですか……」


　凜は未いまだ納なつ得とくしていないようではあったが、「恋文を出した男」への追及は止やめた。


　玖里子も手すりにもたれる。


「でもあんたさあ、屋上に来すぎよ。校こう舎しや中探してもいないんだから、不安になるわよ」


「心配かけました」


　それは自分でも感じていたところだ。


「和樹も変なのよねえ」


「式森君も？」


「朝からずっとおろおろして。なんていうのかな……なんの準じゆん備びもしていなかったのに、いきなりテストを告げられたというか、そんな感じかしら」


　うわああ、と千早は思った。やっぱり式森君も気にしているんだ。いきなり告こくっちゃったからなあ。


　自分がここまで不安なのだから、気き弱よわな彼はなおのこと悩んでいるだろう。


「彼、なんか言ってました？」


「なにも言ってないけど、絶ぜつ対たいなんか隠かくしてるわね。そんな顔よ」


　喋しやべってはいないらしい。それは助かる。


　和樹の苦く悩のうは手に取るように分かった。優しい彼のことだ、悩みすぎてどつぼにはまっていることだろう。


「式森君、自殺しないですよね」


「そりゃないわよ」


　玖里子はなにか気づいたようで、


「千早、なにか知ってるの」


「……知ってるような」


　というか、原げん因いんは自分だ。


「ふーん。じゃあ、和樹の相そう談だんにものってあげて。できる？」


　できない、とは言えないだろう。


　とりあえずうなずいた。相談にのる以前に、悩みは和樹と共通のもので、おまけにこっちは答えを受ける方だった。


　とはいえここで本当のことは口にできない。説明はややこしいし、この二人も混こん乱らんさせることになる。


「えーと、とりあえず式森君に会うことになると思います」


「……なんか中ちゆう途と半はん端ぱね」


「ごめんなさい。でも会うのは本当です」


　いずれ返事を聞かなければならないのだから。


　玖里子は「頼むわね」と言った。同時に学校中にチャイムが鳴なり響ひびき、昼休みの終了を告げた。
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　和樹に会うといっても、どんな顔をすればいいのやら。午後の授業中、千早はそればかり考えていた。


　半なかば偶ぐう然ぜんとはいえ自分から告白したのだから、会うのは責せき務むだろう。そして答えを受け取ることになる。


　実はそれが不安なのだ。会うことより、そこでの結けつ末まつが。


　そのあたりの考えが頭を支配して、授業はほとんど聞いていなかった。幸さいわいにも当てられずにすみ、ノートは真まっ白しろだったが授業は終わった。


　ホームルームがすみ、クラスメート達が帰り支じ度たくをする。千早も支度はしたが、帰らずに座っていた。


　やがて人がいなくなり、千早一人となる。


　彼女は深しん呼こ吸きゆうをした。教室の中央を眺ながめる。


　空くう間かんが歪ゆがんでいた。細こまかい粒りゆう子しのようなものが集まり、なにかを形作ろうとしている。


　やがてそれらは人の影かげとなった。


　千早は無言で上うわ履ばきの片かた方ほうを脱ぬいだ。人影に向かって、投げる。


　上履きは貫かん通つうして反対側に落ちた。人影はすぐに色を持ち、女の子に変化をした。


　その女の子は、苦く笑しようしていた。
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「酷ひどいなあ」


「出てこないでよ」


　千早は言った。上履きを投げた相手は、昨日から自分を悩ましている悪霊だった。


「冷たいわね。あたしはあんたでもあるのよ」


　知っていた。悪霊は同じ顔をしている。自分と同化した存在でもあるのだ。


　とはいえ、はいそうですかと納得できることでもない。


「あたしだからなんだっての。邪じや魔まよ」


「邪じや険けんにしないで。こうして出てきたんだから、話すくらいいいじゃん」


「なんで今出てくるのよ。朝はいなかったくせに」


　今け朝さ、千早は悪霊にびしっと言ってやるつもりだったのだ。それに実じつ際さい言った。だが相手は本物の和樹だったのだ。


「うん。あれは知ってる。見てた」


　自分と同じ顔の悪霊は、くすくす笑った。


　千早の顔面が紅こう潮ちようした。


「……わざとやったのね！」


「怒らないでよ。ちょっとしたことじゃない」


「あたしにはちょっとじゃないわよ！」


「でも和樹に自分の気持ちを伝えたのよ、良かったじゃない」


「タイミングってものがあるわよ」


「タイミングなんて待ってたら、いつまでたっても言わないでしょ」


　痛いところをついてくる。


　千早はゆっくりと和樹との関係を進展させようとしていた。あせりは禁きん物もつ。静しず岡おかの事件はそのために起こったのだから。だから時間がかかってもいいと思っていた。


　結果、他の女の子たちに先を走られている。そんなことは予想のうちだ。だがいざ我が身を振り返ると、いつになったら自分が走り出すのか分からなかったのも事実だった。


「いつかは言うことなら、今日の朝でも良かったんじゃない？」


「良くない。あたし、馬鹿みたいだった」


「それほどでもないよ」


「恥ずかしくって死にそう」


「可愛かわいかったよ」


　呑のん気きなことを言われ、千早は怒いかりが抜ぬけていった。馬ば鹿か馬ば鹿かしくなり、椅い子すの背にもたれる。


「式森君に、絶ぜつ対たい変な娘こだって思われた」


「和樹は驚くだけだよ。いまもずっと、戸と惑まどっている」


　そうだろうなとは思う。玖里子も似にたようなことを言っていた。


「まあ、あの反応は予想できたわね。最近はそうでもないけど、女の子からの直ちよく接せつ的てきな行動に慣なれてないんだよ」


「しなきゃよかった」


「すっとしなかった？」


「しない。あたしだってあんなことしたのは初めて」


　悪霊がにやりとした。


「おやおや。二度目じゃなかったっけ」


　千早は黙だまった。そうなのだ。胸の内にずっと秘ひめていたが、告白したのはこれで二度目だ。


　最初の一回目は、精せい神しん世せ界かいの中で告つげた。


　どちらも相手は同じ男の子。式森和樹。


　千早は唇くちびるを嚙かんだ。


「確かに、あれはいわば頭の中での告白だから、ちゃんとしたものとは言えないかもね」


「…………」


「でも告白は告白、か」


　悪霊はにやにやするのを止めた。


「あんた今、不安なんでしょ」


「……それが？」


「気持ちは分かるわよ。こう見えてもあたしはあんたの一部。滝たきでの出来事も覚えている。あんたの不安、原因はあそこね」


「悪霊のお前が原因よ」


「あたしは事件の原因。不安はそうじゃない。滝で、精神世界に入って、あんたは式森和樹に告白した。そして答えを受け取った」


　悪霊がわずかだが哀あわれんだ口調になった。


「それが不安の原因」


　図ず星ぼしだったが、認みとめるのも悔くやしかったので黙っていた。


　精神世界で千早は、和樹に告白した。今までしようとしてもできなかったから、自分の気持ちを全すべて込めた。


　答えはちゃんともらった。今となっては和樹の記憶にもなく、千早だけが覚えている答え。


「あたしも知ってるのよ。あんたと同どう化かしているから」


「言わないで」


「和樹はね……」


「それ以上言ったら、あたし、本気で怒る」


　悪霊は口をつぐんだ。指ゆびで唇の前にばつを作る。


　千早はため息をついた。


「あんたってほんと最悪」


「そりゃ悪霊だから」


「同化してるなら、あたしに似なさいよ」


「似てるわよ。詰つめが甘いところとか、特に」


　そうかもしれない。恋れん愛あいに関しての徹てつ底ていのなさは、自分そっくりと言ってもさしつかえない。


「しかも悪霊なのに、最後まであんたのことが気になっちゃうんだから」


「気にしないでくれると良かったのに」


「他の女たちに取り残されるよりましって思いなさいよ。あの告白で、かなりダッシュしたわよ」


　和樹の中では、順じゆん位い変へん動どうがあったかも。そんな気がしないでもない。間抜けな告白だったが。


「でもあたしは不安になっただけ」


「前のことがあったから？」


「答えたくない」


「別にいいけど」


　悪霊が近づいてきた。


「でも事じ態たいは動いちゃったよ。どうする？」


「……自分で種たねをまいておいて、あたしに押しつける気」


「あたしだってあんた自身よ」


　へりくつだろうと思うが、事実でもあるからたちが悪い。


「せっかく背中を押してあげたんだから、生かしなさいよ」


「言ったでしょ。遅おそくても確実にやるって」


「遅いのと後こう退たいは別だと思うけど」


　下がってるつもりはなかったが、悪霊からはそう見えたのだろうか。


　ゆっくりでもいいと考えたことが間違っているとは思っていない。誰にも迷めい惑わくはかけないし、事件を起こした自分への戒いましめでもあったからだ。そのことで不ふ利り益えきを被こうむっても、甘んじて受けるつもりだった。


　それでも心の中に、そのことへの焦あせりがあったのだろうか。悪霊は、自分と同化していると言っている。だとすると、やっていることも自分の感情の一部なのかもしれない。心の奥おく底そこで、思い切って言ってしまいたいとの気持ちがあったのかも。


　認めたくはなかった。


「……帰って」


　千早は、昨日と同じ台詞せりふを口にした。


　意外なことに、悪霊はあっさりうなずいた。


「すぐいなくなるよ」


「また、あたしの背中を押すとか言うんじゃないでしょうね」


「言わないよ。だって」


　悪霊がすっと接せつ近きんした。ギリギリまで寄ってくる。


　自分とうり二つの身体が覆おおい被かぶさった。驚いていると、悪霊の身体はなんの抵てい抗こうもなく、背中に抜けていった。


「もう、あんたにも触れることはできない。完全に消しよう滅めつする寸すん前ぜん」


「良かった」


「はは。あたしも嫌きらわれたもんだ。和樹との関係を強ごう引いんに近づけようとしたのが、そんなに不ふ満まん？」


「…………」


「あたしが思うに、これはこれで、いつかは見なきゃならない現実なんだけど」


「…………」


「ま、答えないのもあんたらしいよ」


　悪霊はまた、にやりと笑った。


「じゃあ、これで消えるわね。二度と出てこないから、それは約束する」


「さよならは言わない」


「必要ないよ。あいさつなんて余よ計けいなこと。そうだ、余計ついでに、面おも白しろいことしておいたから」


「……なによ」


「今のあんたが一番会わなきゃいけない人を、呼んでおいたの。これでかなり力を使って、おかげで実体化が厳きびしくなったのよね」


「だからなに」


「すぐに分かるわ。じゃ、バイバイ」


　悪霊の身体がぼんやりとしたものになった。それから霧きりのように散ちったりはせず、微かすかに光ると溶けるように消失していった。


　千早は悪霊のいたところを見つめていた。二度と出てこないというのは本当だと、直ちよつ感かんが教えていた。





　　　　○





　鞄を摑つかみ、靴くつに履はき替かえ校こう舎しやを出る。もう夕ゆう方がただ。ずっと残っていたら、遅くなってしまった。


　ゆっくりと歩く。生徒はほとんどいなかった。見知った顔もなかったが、一人だけ、校門近くで待っている女子生徒がこっちを向いていた。


　軽く手を振っていた。見知った顔だった。


「山瀬さん」


　夕菜は小走りに近寄ってきた。


「時間かかりましたね。用事があったんですか？」


　千早は戸と惑まどった。


「えっと……宮間さん、待っていたんだ」


「はい」


「あたしが、お願いしたんだよね」


「ええ。今日は二人で帰りたいって……やだ、山瀬さん、自分で言ったんじゃないですか」


　千早は心の中で呟つぶやいた。そうか、悪霊の言ってたことはこれだったんだ。


　本来なら自分以外に見えないはずの悪霊が、夕菜にも見えている。「かなり力を使った」ためだろう。そのせいで実体化が難むずかしくなったのだ。あの皮ひ肉にくっぽいもう一人の千早は、そうまでして夕菜に会わせたかったとみえる。


　悪霊によれば、「一番会わなきゃいけない人」だそうだ。


「そうだね。ごめん、待たせちゃって」


　夕菜は「いいんです」と返事をしていた。


　千早は夕菜と並び、校門を抜けた。そういえば、二人で歩くのは初めてだ。


　ちらりと隣となりをうかがう。相変わらずの美少女。男の子の理想を具ぐ現げん化かしたみたいだ。


　和樹は彼女のどこを気に入ってるんだろう。


「宮間さん……」


　訊ききにくいんだけど、という言葉はあえて飲み込む。


「最近式森君と仲良いね」


「はい」


　夕菜は嬉しそうになった。


　屈くつ託たくがない。今の状態、和樹との距きよ離り感かんが縮ちぢまったことが、本当に楽しいのだろう。


「やっぱり山瀬さんにも分かりますか？　和樹さん、わたしに構かまってくれるようになったんですよ」


「構ってって……今までの式森君、どうだったの」


「そうですね、一緒に帰ってくれないとか、学校でわたしと話をするのを嫌いやがるとか、酷いときになると会うのを避さけるとか」


「それ、怒っていいんじゃない」


　恋こい敵がたきということも忘れ、言ってしまった。


　照てれの裏うら返がえしなのだろうが、ちょっと冷つめたすぎると思う。ポイントで優やさしさを見せればいいのに。


「でも、今は違いますから」


　やっぱり夕菜は嬉しそうだ。


　明るい彼女はまぶしかった。怒ると怖い娘だが、天てん真しん爛らん漫まんな方が夕菜にはふさわしい。


「仲が良くていいね」


「えへへ。山瀬さんだって和樹さんと仲良いじゃないですか」


「そうでもないよ」


「そんなことないですよ。和樹さん、今日はずっと山瀬さんのこと気にしてました」


「倒れちゃったから」


　と千早は言ったが、夕菜は小首をかしげ、


「他にもあったみたいですけど」


　それはそうだが、今は横に置いておきたい。


　和樹と夕菜の間の距離が縮んだのは事実なのだ。そっちが気になる。どうしてそうなったのか。


　夕菜は夕日に目を細ほそめていた。


　そんな彼女を見ていると、距離感がなくなるのは当然じゃないかとも思える。仕し草ぐさがいちいち絵になるのだ。女の自分でも可愛かわいいと感じるのだから、男ならなおのこと。


　まして思し春しゆん期きの男の子ならば。


「宮間さんって……美び人じんだね」


「変なこと言わないでください」


「本当だよ。見とれちゃう」


「山瀬さんだって綺き麗れいじゃないですか」


「あたしはそんな……」


「謙けん遜そんしすぎです。玖里子さんも言ってました。『千早は美人だ』って。いつもはそんなに、女の子を褒ほめないんですよ」


　自分の顔は好きではなかったが、面と向かって言われると照れてしまう。


　顔が熱あつくなるのを自覚しつつも、頭の中では別なことを考えていた。じゃあ他はどんな違いがあるのか。仮に美び醜しゆうが一いつ緒しよだったら、山瀬千早と宮間夕菜にはどのような差さ異いがあるのか。


　どうして和樹との関係に、違いが生まれたのか。


　考えれば考えるほど、疑ぎ問もんが湧わいてくる。


　不ふ意いに、悪霊が、夕菜と会わせたがった理由が分かった。


　自分とこの娘にどんな差があるのだろう。


　和樹の気持ちに、どう関わっているのだろう。


　嫉しつ妬とではない、純じゆん粋すいな疑問として知りたかった。


「宮間さん、式森君のこと、好きだよね」


　夕菜が頰を染そめる。


「やだ……そんなにはっきり訊くなんて」


「好きでしょ」


「……はい」


　全身が赤くなっていた。美少女はこんなことでも絵になるなと思った。


「いつ好きになったの」


「言いませんでしたっけ。ずっと昔、まだ小さいころに約束したんです。お嫁よめさんになってあげるって」


　かすかに覚えていた。静岡の事件で、少しだけその話が出たのだ。だが、嫁の話まであったとは知らなかった。


　そんなに以前から、この娘は和樹のことが好きだったのか。あたしよりずっとずっと前から、彼のことを想おもっていたのか。


　かなうわけないのかもしれない。年月が違いすぎる。


　ちょっと気分が滅め入いってきた。こっちは高校に入ってからの出会いだ。可能性ないのかなあ。


「でも、和樹さんはそのこと気にしてくれないんですよ」


　夕菜は口を尖とがらせていた。


「さっきも言いましたよね。わたしがなにしても振り向いてくれないし。逃げ出しちゃうし。浮うわ気き性しようで、わたしも怒ったりしましたし。それに……わたしたち酷い事件に巻き込まれたりもしたんです。だから小さいころのことなんて、和樹さんが覚えてなくても当然で、今も忘れてるかもしれません」


　事件の中には、静岡のことも入っているのだろう。たとえ夕菜の記憶から消しよう去きよされたとしても。


「でも今は違うんだよね。なんで？」


　千早は疑問を口にした。ずっと考えていたことだ。自分と夕菜にある差。根こん底ていが知りたかった。


　夕菜はにこりとした。
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「諦あきらめなかったからだと思います」


「え……」


「わたしはなにがあっても和樹さんだけを見てました。和樹さんを想っていました。アメリカに引っ越す前から、ずっとそうしていたんです。だから和樹さんも分かってくれて、距離が縮まった……なんて、勝手に考えているんですけど」


　ちろりと舌を出す。


「だけどずっと和樹さんを好きでいて良かったって思っているのは本当です。諦めずにいて良かった」


　単たん純じゆんな回かい答とう。しかし千早の心には、雷らい鳴めいのように轟とどろいていた。


　そうか。なんて分かりやすくて、納得できる理由なんだ。


　夕菜は難むずかしいことはなにひとつとしてやっていなかった。昔からの想い出を胸に、同じことをしているだけだ。それは自分にも可能な行為だった。


　諦めないこと。そうだ、それこそ自分の特技じゃないか。部活だって勉強だって、千早は投げ出したことがない。へこたれても、自分を叱しつ咤たして起きあがったのだ。


　それに静岡の事件でも言ったじゃないか。最後の瞬間、記憶がなくなる瞬間に「諦めない」って。ここでひるがえしてどうする。


　告白の回答は想像できる。きっと前と同じだ。でも、それがどうしたっていうのだ。誓ちかったじゃないか。必ず振り向かせるって。


　最初の気持ちを忘れちゃいけなかったんだ。


　心が軽くなってきた。どんよりとした雲が晴れ、日が差してくるように感じた。


「分かったよ。やっぱり宮間さんは凄すごいね。本心から思う」


「山瀬さん、悩みがあったんですか？」


「まあね」


「なんだか知りませんけど、諦めちゃ駄だ目めですよ」


「ありがとう。でも、恋敵ライバルに寛かん大だいすぎるんじゃないかな」


「えっ？」


　道路の先に、立っている男子生徒が見えた。和樹だ。夕菜を待っていたのだろう。


　千早は小走りに、彼の元へ向かった。


　和樹は彼女に驚いていた。おどおどしている。目の動きが安定していないから、それがよく分かった。


　千早はあえて、彼をまっすぐ見た。


「ねえ式森君。今朝のことなんだけど」


「う……うん……」


「あたし、返事が欲しいんだけど──」


「え……ええ!?」


　彼の目が見開かれる。


「でも、いいよ。今はいい」


　和樹がきょとんとした。千早はにこりとして、続ける。


「返事はわかってる。まだあたしの番じゃない。宮間さんや、他の娘こたちの方が、式森君の心に深く関かかわっているから、あたしの出る幕まくはないみたい。それは寂さびしいけど──」


　はっきりと彼に言った。


「あたしは諦めないからね」


　そしてぽんと、和樹の肩を叩たたいた。


「ほら。宮間さんのところに行ってあげて」


「あ……うん。山瀬さんは……」


「あたし、こっちだから」


　別方向を指し示す。寮りようは道が違っていた。今日のところは、ここでお別れだ。


　和樹は夕菜の元へ、やや頼りなげに向かっていく。千早は彼にだけ聞こえるよう、声を潜ひそめる。


「でも、告白したんだから、ちゃんと覚えていてね」


　そして大きく手を振り、朝あさ霜しも寮りようへ歩いていった。




　番外編　マジック・カウンシル










　放ほう課か後ごの葵あおい学園。


　通常、一日の授業が終わると学校は静かになる。ならないのは部活動をしているところと教員のいるところで、他は大たい抵てい誰だれもいなくなってがらんとする。特に掃そう除じが終わると、それは顕けん著ちよとなる。


　まれに教室に生徒がいる場合もあるが、その場合は補ほ習しゆうである。部室のない部が活動しているケースもある。なんにせよ、クラスが丸ごと居い残っていることはないと言えた。


　なので、補習でも部活動でもないのに教室に生徒がいるのは、かなり特別なことである。そして二年Ｂ組の場合は、その「特別なこと」がしばしば起こるのであった。


「失態だ！」


　仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこは、教卓をばんばん叩たたいて叫さけんだ。


「今回という今回は、損そん失しつが大きすぎる。クラスの財ざい政せい問題にも波は及きゆうするぞ！　どういうことか分かっているのか!?」


　他の生徒たちは白しらけた表情をしていた。仲丸が大声を出すときは、必ず理由がある。一番ありそうなのが、自分の失敗を隠かくすときであった。


「この前の生徒会長補ほ欠けつ選せん挙きよ、久しぶりの地下賭と博ばく開かい帳ちようで大もうけも予想できたのに、損ばかり出た。問題だ！」


　彼の言う生徒会長補欠選挙とは、空くう席せきだった会長職しよくの補選のこと。Ｂ組では誰が当選するかで博ばく打ちをおこない、胴どう元もとになったのである。立候補者二人と思われていたのだが、片方が辞退して決着がついた。会長になったのは深ふか居い貴たか巳みという一年生。


「こんなんじゃ、二年Ｂ組の存在意義が問われる」


「地下賭博のシステムに問題があったんじゃないの？」


　女子生徒の一人が発言した。仲丸の永遠のライバル、松まつ田だ和かず美みである。


「それは否定できん。手入れを食わないように匿とく名めい化を推おし進めたんだが、裏うら目めに出た。掛かけ金の回収に行ってもしらばっくれられたら最後だ」


「システム構こう築ちくの責任者は仲丸君じゃないの？」


「いや、俺は構築案を考えただけだ。浮う氣きがやらせてくれというから、快こころよく譲ゆずった」


「ちょっと待ってくれ」


　その男子生徒、浮氣光みつ洋ひろが慌あわてて話に加わる。


「譲ってもらったのは本当だが、俺が欲ほしいって言った訳じゃないぞ。仲丸が無理矢理押しつけたんだ」


「本当にいらなかったら断ことわるだろ」


「それはそうだが、仲丸が何度もシステム変更要求を出したから混乱したんじゃないか。おまけに立候補者の取り下げで、無投票当選になったんだ。あれで博打になるか」


「不ふ測そくの事じ態たいにも耐たえられるシステムを作るべきだ！」


「みんなが早さつ急きゆうな中止を主張したのに、継けい続ぞくを叫んだのは仲丸だろう！」


　そうだそうだと各所から野や次じ。力を得た浮氣は続ける。


「払い戻もどしだって、即座に受付窓口を閉へい鎖さして、携帯電話なんか川に叩き込めばよかったんだ。ぼやぼやしているからあちこちから抗議が来たんだぞ。払い戻しさえなけりゃ、ぎりぎり赤字にならなかったはずだ」


「地下賭博に手を出す欲よく深ぶかなんだから、携帯電話の始末ですむわけないだろう」


「予想はしてしかるべきだ」


「だからその予想を立てるのが浮氣の仕事だろう！」


　仲丸と浮氣の間で火花が散る。すると、それまで黙だまっていた新聞部部長の鳴なる尾お来らい花かがぽつりと漏もらした。


「あたしの情じよう報ほうだと、客に『払い戻しをするよう抗議するんだ』って焚たきつけたのはＢう組ちの生徒らしいけど」


　その台詞せりふにクラスがざわついた。


「しかも『取とり半はん（手に入れた額の半分）で抗議の仕方を教える』って言ってたんだって。確か無投票当選が決まった直後から、仲丸君の姿が見えなくなって……」


「俺たちには団結が必要なんだ！」


　仲丸が大声を出して主張を始めた。


「財政危機も友情の力があれば乗り切れる。そうだろう、みんな！」


「なに言ってるのよ！」


「やっぱりお前の仕し業わざか！」


「いつもこうね！」


　抗議が渦うずとなって湧わき起こった。仲丸の言うことに耳を貸かす人間はいない。元々うさんくさく見られている上に、この件で一番儲もうけたと目されたのである。主張が正しくても聞き入れられないのに、間違っていればなおさらである。


「分け前をよこしなさい！」


「一生パシリやってろ！」


「死んで詫わびるんだ！」


　ここぞとばかり罵ば声せいを浴びせる。Ｂ組には、こういうときに手て加か減げんする人間はいない。下手に同情すると「裏で通じている」と判断されて、次の標的にされるからだ。なお、（Ｂ組から見て）異い端たんである式しき森もり和かず樹きら、真ま面じ目め系とされる杜もり崎さき沙さ弓ゆみらはここにはいない。なので止まりようがなかった。


「分かった分かった」


　仲丸が作戦を変更した。


「自分の誤あやまりを認める。十分の一だけ」


「なによその変な基準は！」


　和美がひときわ大きな文句を言った。


「訳の分かんない謝しや罪ざいはいらないわ！　もっと誠せい意いを見せなさい」


「なんだ誠意って」


「最低！　女の子の口から言わせるの!?」


　と言っても別に変な単語ではない。金である。もちろん和美はそれが恥はずかしいのではなく、仲丸から「自発的に」言わせたいのだ。


「誠意というとあれか？　涙なみだか？　号ごう泣きゆうした方がいいか」


「あんたの水分なんか役にたちゃしないわよ。ここにいる全員に向けての誠意が知りたいの！」


「誠意が見たけりゃ、それなりの方法が必要だ」


「……なによそれは」


「誠意を見たいからには誠意料を払ってくれ。そうすれば俺だって少しは……」


「どこの世界に、謝あやまってほしけりゃ金よこせなんて主張する人間がいるのよ！」


　和美は激げつ昂こうした。演技で怒おこっている面もあって、ようはクラスの人間を味方にしたいのであった。数が多いことはそれだけで力となる。


　Ｂ組は和美の側についた。


「そうだそうだ！」


「仲丸は誠意を見せろ！　十年分くらい！」


「街まち金きんから借りてでも誠意を見せるの！」


　怒ど声せいが怒声を呼び、さらなるカオスを生み出す。仲丸への非難の声は、止やむ気配を見せなかった。





　　　　○





　散々追つい及きゆうされたあげく、「二年Ｂ組次期特とく別べつ補ほ正せい予よ算さん会議」からの追放が決議され、仲丸は教室から追い出された。ヤクザの所ところ払ばらいみたいな規則があるのも、またＢ組流であった。


　このような爪つま弾はじきが他クラスで発生したら、深刻ないじめ問題として職員間で問題になるが、Ｂ組では頻ひん繁ぱんにあるので話題にもならない。気に入らないやつは国外に追放するあたり、南米の内ない政せい失敗国家にも相通ずるものがあり、一人頭平均二回はくらっているのである。ちなみに最高記録は和美の十八回。


　日常茶さ飯はん事じだからとはいえ、追放された側の怨えん恨こんは根強く残る。外部から陰いん謀ぼうを巡めぐらせるのだ。このあたりもまた、南米的思考である。


　仲丸もその例に漏もれなかった。


「くそ、あいつらめ。俺のこれまでの功こう績せきを無視しやがって」


　廊ろう下かを走りながら呟つぶやく。


「ひ弱な俺の神しん経けいをなんだと思ってるんだ。精神的ショックを受けたことにして、訴そ訟しようを起こすぞ」


　ひ弱な人間の発想でないことは、当然のように無視している。被害者は常に自分というのが、Ｂ組的思考だ。


「なんとかして復ふく讐しゆうしないと、これまで築きずき上げた地位が無む駄だになる……仕方ない、外の手を借りるか」


　階段を駆かけ上った。放課後のため、注意する教師も風ふう紀き委員もいない。


　いくつか角を曲がり、廊下の端はしにある扉とびらをノックした。返事がある前に開ける。


　ここは生徒会室。役員は結けつ構こう遅おそい時間帯まで詰つめていた。内部にはいくつかのテーブルと椅い子すがあった。座すわっていた生徒たちが振り向く。


「すんません」


　仲丸は聞こえるよう話しかけた。


「会長に会いたいんだけど」


　女子生徒の一人が、奥の席を指さした。


「なんでしょう」


　一年生の男子が顔を上げた。


　ずいぶん幼おさない顔立ちだな、と仲丸は思った。飛び級だと聞いてはいたが、実際に見たことがなかったのである。見ていようがいなかろうが、博打ばくちの対象にはするのだが。


「僕が会長の深居ですが」


　貴巳がにっこりとする。


「確か二年Ｂ組の方ですよね。こちらへどうぞ」


　椅子を勧すすめてくれた。仲丸は「俺の顔を知ってるのか」と心の底で思う。


　彼は座らなかった。


「どのようなお話ですか？」


「んー、ちょっとクラスのことについてなんだが、目に余あまるんで会長から注意してもらいたいんだ」


　仲丸は困ったように頭を搔かいた。貴巳は笑顔を崩くずさない。


「どんなことが起こっているんです？」


「かなり酷ひどい。クラス内で深しん刻こくないじめが発生していて、放課後に吊つるし上げがあるんだ。一人をいじめたら時期を置いて二人三人と獲え物ものを探す」


「本当にそうだったら、先生に相談しませんと」


「みんな自分がいじめられるのが怖こわいから、言いたくはないんだ。俺だって会長に訴うつたえるのは凄すごく勇気がいった」


　いかにも深刻そうに、声に力を入れる。


　仲丸視点では噓うそではない。もちろん被害者は自分であり、吊し上げによって深く傷ついたのだ。別に会長に訴えるのに勇気はいらなかったが、そこは些さ細さいな違いである。


「でも、僕が聞いた話では二年Ｂ組のその手の話は、年ねん中ちゆう行ぎよう事じみたいなものだということですが」


「そんなことはない。あそこはいじめの温おん床しようなんだ」


「むしろ金銭的な活動でトラブルが多いと聞きます。僕が出た選挙でも地下賭と博ばくをおこなって様々な……」


「ストップ！　待った」


　仲丸は急いで貴巳の台詞せりふを制した。


　なんで知ってるんだこいつは、と彼は思った。学校側に目をつけられるのと八や百お長ちようを防ぐために、生徒会内に知られないよう気を遣つかったのである。その証しよう拠こに、他の生徒会役員はきょとんとしていた。


　彼は声を低くする。


「……大きい声で言わないでくれ」


「あれ？　仲丸さん、秘密のことだったんですか」


　さらりと名前まで口にする。情報量のアピールだろうか。無邪気な表情が崩くずれていないところが、なんとも得え体たいが知れない。


「秘密は秘密だ。喋しやべんな」


「いいですよ。喋りません」


　貴巳は白く細い指を、唇くちびるに立てていた。中性的なので、なんとも可愛かわいらしい。


「見返りも要求しませんから安心してください」


「む……」


「僕への話はそれだけですか？」


「いや、まだあるんだ。できれば二人で話がしたいんだが……」


「人払いはちょっと難むずかしいんで、移動しましょうか」


　貴巳は「隣となりを使います」と言って、席を立った。隣りん室しつへの扉を開ける。


　窓のない、変わった部屋だった。まるで倉庫だが、冷房が完かん備びされている。ただ簡かん素そな机つくえと椅子しかない。


「今は会議室になってるんです」


　と貴巳が言う。


「前はデータルームだったんですけどね。僕が会長になったら、風かぜ椿つばきさんが撤てつ去きよしちゃったんです。機材はどこか他のところに避ひ難なんさせたみたいですけど」


「データルーム？　そんなんあったのか？」


「知りません？」


「噂うわさは聞いたことあったけどな。俺たちは生徒会室に近寄らなかったから」


「風椿さんは情報統とう制せいを徹てつ底ていしてましたから」


　僕はオープンにします、と彼は付け加えた。


　貴巳はここでも椅子を勧めてくる。仲丸は座った。


「さて、どのようなお話でしょう」


「…………」


「どうしました？」


　珍めずらしく仲丸はためらっていた。目の前の少年が、予想以上に手て強ごわいと感じたからである。


　彼に限らないが、二年Ｂ組の生徒は生徒会を敵視している。実際の敵対というより、対外的に敵を作らないと団結しないという内ない政せいに失敗した発はつ展てん途と上じよう国こくみたいなクラスなので、人間がどうこうというわけではない。なので、役員を気にしたことはそれほどなかった。


　だが新会長は気にした方がいい。仲丸独自の野性の勘かんが、そう告げていた。


「あまり硬かたくならないでください。僕はこの学校に来て間がありませんから、皆さんから色々教えてもらいたいくらいなんです」


　如じよ才さいないあたりが、また怪あやしい。


「いや、なんというか、協力して欲しいんだ」


「どんな協力でしょう」


「Ｂ組のいじめ問題について……」


「問題はありませんよ」


　貴巳の物もの腰ごしは、あくまで柔やわらかい。


「二年Ｂ組は個性的な人が揃そろっているだけで、学級崩ほう壊かいが起こるとは思えませんね。他クラスに迷めい惑わくがかかるのはいただけませんけど、クラス内で騒いでいる分には別に」


「いやでもな、あの守しゆ銭せん奴どで権力欲の強い悪あく魔まどもが、俺を追放しやがったんだ。特に女が酷い。一致団結して俺を罵ののしった」


「松田和美さんですか？」


「そうだが……なんで知ってんだ」


　新会長は笑うだけで、種たね明あかしはしない。仲丸は若じやつ干かんのやりにくさを感じる。


「そこで会長の協力を得て、クラスを正常化したい」


「仲丸さんがするんですか」


「誰でもいいんだが、できれば俺が……」


「クラス正常化委員会なんて組織はありませんし、予算も下おりませんよ」


　仲丸は言葉に詰まった。もちろん組織化して生徒会から予算をぶんどり、懐ふところに入れる気満々だったのである。


「いや……でもな、クラスが危機なんだから……」


　貴巳は信じていない。とっさに仲丸は戦術を変えた。


「実は生徒会内部に、二年Ｂ組のスパイが紛まぎれ込んでいるんだ。俺どうしても見過ごせなくて、会長に忠告……」


「風紀委員の人なら、ついこの間、辞じ任にんしました」


「なに？」


「かなりストレスが溜たまっていたようですね。休みたいって言ってました」


「俺たち、知らなかったぞ」


「対外的にはまだ辞任していないことになっています」


　二年Ｂ組は生徒会を敵視しているだけあって、内ない通つう者しやを飼かっていた。当然ながら氏名は極ごく秘ひとされており、滅めつ多たなことでは公表されない。仲丸が名前を売ろうとしたのも大変な背はい信しん行為だが、とっくに知られているのもまた驚きよう愕がくであった。


「なんで俺に教えるんだ？」


「風椿さんとは違って、僕はオープンにするんです」


　仲丸は台詞を字句通りには受け取らなかった。Ｂ組生徒は疑うたがい深いのだ。ただ、心から言ってるようにも見えて、そこが判断を混乱させる。


「分かった」


　小こ細ざい工くは、とりあえず中止するしかない。


「腹を割って話そう」


「僕は最初からそのつもりでした」


「うちのクラスは地下賭博のことで揉もめてんだ。押さえつけたい」


「仲丸さんが？」


「もちろん」


　彼は自分が権力を握りたいのである。これはＢ組生徒の大多数に共通している欲求だ。追放されたのを奇き貨かとして、適当なことを言って生徒会を介かい入にゆうさせようと試こころみたのだが、目の前の少年はかなりの難なん敵てきだった。だったらきちんと話した方がいいと、仲丸は考えたのであった。


「生徒会の規則で、クラスの人事に介入できるのがあったろ」


「ええ。風椿さんが作ったみたいですね」


　各クラスをコントロールするために作った、玖く里り子こ専用のシステムの一部である。もっともこれはいざというときの非常措そ置ちみたいなものであって、実際に使われたことはない。乱用すると各クラスの自主性を損そこなう恐れがあるのと、核兵器と同じで存在そのものが脅きよう迫はく材料になるためである。


「あれを使って欲しい。Ｂ組は学級委員長がいないんだ。トップを決めれば混乱も収まる」


「なるほど」


「今まで委員長席が空白だったのがおかしい。このことは二年Ｂ組の秩ちつ序じよ維い持じにも最適で……」


　貴巳が台詞を遮さえぎった。


「仲丸さん、腹を割って話したいと言ったのはあなたですよ」


　全てお見通しみたいな目をしている。下へ手たな腹はら芸げいは、印象が悪くなる感すらあった。


「……ま、ようするに俺が委員長になりたいわけだ」


「そう言ってもらえると、分かりやすいです」


　彼はにこにこしていた。


「会長にも報ほう酬しゆうは弾はずむ。Ｂ組で特別会計が組まれるから、そこから……」


「いりません。書類を作って、判はん子こを押せばすむ話です」


「……いらないのか？」


「ええ」


　一瞬、なにを言っているのか分からず、仲丸は戸と惑まどった。高い金額をふっかけてきたら値切ろうと考えていて、心の準備までしていたのだ。なのに「いらない」とは。


　Ｂ組生徒の基準では、金はあらゆるものの上に位置する価値観である。学校の成績だろうと友情だろうと金に換かん算さんできるのだ。特に「他者のための労働」は即そく座ざに金にすべきで、払う側と受け取る側に発生する駆かけ引きに力を注そそぐのは当然と言えた。貴巳の返事は不意打ちもいいとこである。


「すぐに書類は作ります」


　貴巳は隅すみに設せつ置ちされているキャビネットに近寄って、何枚か書類を出してきた。


「会長決けつ裁さいですみます。学校側へはこちらから書類を提出しますので」


「本当に、見返りはいらないんだよな」


「ええ。委員長が不在のクラスが正常になったのは、生徒自じ治ちの原則からもいいことですから。それだけで十分です。はいこれ」


　仲丸は貴巳から書類を受け取った。


「隣の部屋に副会長がいます。会長印を持ってますから、押してもらってください」


「お、おう……」


「クラス運営、期待しています」


「分かった……」


　仲丸はどうも調子が狂うと思いつつ、そのまま会議室を出て行った。





　副会長は山やま瀬せ神かみ代よという女の子で、貴巳の指名によって現職に就ついたらしい。よほど信頼されているのか、会長印は預けっぱなしになっているとのこと。もっとも当の神代は生徒会向きではないらしく、「災さい難なんだよ……」と呟つぶやいているのが聞こえた。


　翌日の学校は、一時限目がホームルームとなっていた。クラス担任の伊い庭ばかおりはゼルダの新作にはまっているとかで出てこない。仲丸はさっそく、自らが学級委員長に就しゆう任にんしたことを公表した。


　聞いた生徒たちの反応は、第三者視点を持てばなかなかの見物であった。九割方がたがパニックに陥おちいったのである。


「仲丸が委員長!?　噓うそだ！」


「犯罪者に武器を与えるようなものじゃない！」


「暗あん黒こく時代の到とう来らいだ！」


　泣くわ喚わめくわ失神するわ、ウッドストックもびっくりのカーニバル状態。仲丸はそんなクラスメートたちを、上から目線で眺ながめていた。


「静かにしたまえ諸しよ君くん。本日は二年Ｂ組に委員長が決まった、記念すべき日だ」


「なにが諸君よ馬ば鹿かじゃないの！」


　和美が顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。


「あんたが委員長なんて悪あく夢むもいいとこだわ。どんな卑ひ怯きような手段を使ったのよ」


「単に会長に頼んだだけだ」


「それで委員長になれるわけないじゃない！　どんな弱みを握にぎったのよ、教えなさいよ！」


「誠意を持ってお願いすれば、道は開ひらけるもんさ」


「頭来る！」


　仲丸は特に噓を言ってるわけではない。単純に頼んだだけだ。だが信用されていないのは今までが今までだったからで、個人評価とは簡単に好こう転てんしないものなのだ。


　もっとも手に入った委員長職の前では、文句も小川のせせらぎにすぎない。


「今日から委員長がクラスの全権を握る。今後予算案は俺が独どく自じに決定する。従したがうように」


「ちょっと！　委員長にそんな権限ないわよ！」


「これからはそうする。それと俺に話しかけるときは、『仲丸様』か『仲丸委員長』と敬けい称しようつきにするように。分かったかな松田君」


「松田君とか言わないでよ気持ち悪い。仲丸君のやることなんて認めるわけ……」


「仲丸様と呼べ」


「くっ……」


　和美が悔くやしげに唇を嚙かむ。


　仲丸はうっとりと、独どく裁さい者しや気分を楽しんでいた。





　　　　○





「あー、もう。本気で腹立つ！」


　和美が叫ぶ。これが外なら通行人がぎょっとしただろうが、校舎の屋おく上じようで人もいなかったので、幸さいわい聞かれることはなかった。


　彼女の相手をしているのは式森和樹と宮みや間ま夕ゆう菜な。和美に屋上まで連れ出されたのである。


「二年Ｂ組最大の危機よ、そう思わない!?　ねえ」


　どうなんだろうと和樹は思ったが、とりあえずうなずいておいた。


「いつの間にか、会長を手なずけて、委員長に納おさまったのよ。陰いん謀ぼうの臭においがするわ」


「そうかな」


「そうに決まってるじゃない。今度会長になった深居君っての、飛び級で年下だから脅きよう迫はくしたのよ。それか、もの凄すごい腹はら黒ぐろで仲丸君と手を組んだか。間違いないわ」


　和樹はやや小声で、夕菜に訊きいた。


「深居君って、そういうタイプだっけ」


「そうは見えませんけど……」


　夕菜も首をかしげている。無邪気で頭は良さそうだが、腹黒というイメージはない。


「それが手よ。もしかしたら会長が黒幕かも知れないわ」


　と和美。


「……黒幕って、深居君になんのメリットがあるんだ」


「決まってるじゃない。葵学園に燦さん然ぜんと輝く優等クラス、特にあたしの足を引っ張って、評判を地に落とそうという策さく略りやくよ。卑ひ劣れつだわ」


　彼女は言い切った。和樹には、あのクラスがこれ以上どこに落ちるのかまるで分からない。


　確かに今日はクラスがずっと騒がしかった。委員長不在に慣なれきっていたためか、違い和わ感がありまくりだったのだろう。別の人間が委員長だったころはそうでもなかったから、仲丸の人間性に関係している可能性も高い。


「あたしたちはこの陰謀に立ち向かわなきゃならないの」


「そうなんだ」


「そうよ。そこで式森君と夕菜にお願いなんだけど」


　和美は「おねだり笑顔」を浮かべた。元が美人なので、この手の表情が実に様さまになる。なにも知らなければ、天使のようにも見えるだろう。


「会長に接触して、仲丸君の委員長職を取り消してもらいたいのよ」


「そううまくいくのかな」


「いかせるのよ。どんな手段を使っても構わないから」


「……なんで僕たちが？」


「会長と仲丸君が裏で繫つながっているとすると、あたしは簡単に動けないわ。バレたらパーよ。それに副会長だかに、式森君の知り合いいなかったっけ」


「……あー、山瀬さんの妹がいるけど、なんか僕はあんまり好かれてなくて……」


「それでもいいわ。どうにかして会長にいうこと聞かせるの。拉ら致ち監かん禁きんもありの方向で」


　和樹と夕菜は呆あきれた。相変わらず発想が高校生離れしている。まるでテロリストだ。


「……無む茶ちや苦く茶ちやだよ」


「正義の活動に無茶は存在しないわ。やって！」


　和美の口調は、有う無むを言わさぬものであった。





　承しよう知ちしたつもりはなかったが、和樹と夕菜は自動的にやらされることになった。和美の押しの強さは、ある意味尊そん敬けいに値あたいする。


「でも、どうすればいいんでしょうね」


　と夕菜。


「んー、放っておくのが一番なんだけど……」


　Ｂ組のトラブルに首を突っ込んで、いいことがあったためしがない。巻き込まれて酷い目にあうのが落ちだった。


「松田さんは執しゆう念ねん深そうだからなあ」


「じゃあ、深居君のところに行ってみます？」


「うん」


　休み時間を利用して、生徒会室へと向かった。


　貴巳は二人を、快こころよく招まねき入れてくれた。


「どうぞ。式森さんと宮間さんに来てもらえるなんて光栄です」


　生徒会室は、和樹が出入りしていた以前とほとんど変わりない。玖里子の机もちゃんとある。ただ、本人はいなかった。


「玖里子さんは……？」


「風椿さんは最近、生徒会室に来てくれないんですよ。僕はいてもらって構わないんですけど」


　そういえば玖里子が「組織を再構築しないと」と独ひとり言を言ってるのを聞いたことがある。やはりしてやられた相手と机を並べるのは、気まずいのだろうか。


　二人は椅子を勧められた。座ると女子生徒がお茶を持ってきてくれた。


「どうぞ」


「どうも……神代ちゃん？」


「はい」


　神代はなにやらぶすっとしていた。


「副会長になったって聞いていたけど……」


「いけませんか」


「いけなくないけどさ……」


「わたしはいけないんじゃないかって、思ってます」


　そう言うと自分の席に戻った。貴巳はちょっと苦笑。夕菜はそんな二人の様子をじっと眺ながめている。


「神代さんは慣なれてくれないんです。僕にも冷たくて……それでどんなご用でしょう」


　和樹はざっと事情を話した。貴巳はいちいちうなずきながら聞いてくれた。


「ええ、確かに仲丸さんには委員長職に就ついてもらうよう、書類を発行しました」


「それを取り消して欲しいっていうのが、お願いなんだけど」


「うーん……それ、Ｂ組の総そう意いなんですか？」


「……多分」


　この場限かぎりの総意であることは確かだ。和美からしか聞いていないが、権力に絡からむことだから、みんな似にたようなことを考えているはずである。


「仲丸さんが委員長じゃなくなったとして、誰かが委員長になるんですか？」


「ならないと思う」


　再び和樹は答えた。なりたい人間は沢たく山さんいるが、足の引っ張り合いでなれないのだ。恐おそらく空席のままだ。


「それじゃ困ります。クラスの運営が正常化されるのが目的なんです。誰だろうと委員長がいないと」


「いないとそんなに不ふ便べん？」


「クラス委員会を開いても、二年Ｂ組だけ出席がないんですよ。みんな諦あきらめてますけど」


「そうだったんだ……」


　知らなかった。きっとクラスの誰も知らないことだろう。下手したら、担任のかおりも知らないかもしれない。


「だから仲丸さんでもいいんです」


「うー……」


　まったく正論であった。会長職をきちんと務つとめようとするとこうなるのだろう。今までがいい加減すぎたのであった。


　これはどうにもならないと考え、和樹は生徒会室を出ようとした。


「あの……」


　それまで黙だまっていた夕菜が口を開く。


「深居君はクラス運営が正常になればいいんですよね」


「そうですよ」


「そのためには、委員長がいた方がいいんですね」


「もちろんです」


　分かりましたと夕菜は返事をした。なにやら考えていた風であったが、和樹にはちょっと分からなかった。





　Ｂ組に戻り、和美にことの顚てん末まつを報告すると、当然のように絶ぜつ叫きようが返ってきた。


「なによそれ、会長のくせに生なま意い気き！」


　普通に職をこなしているだけなのにこんなことを言われるなんて、貴巳も心しん外がいだろうと和樹は思った。


「でも正論だから」


「こっちはそれどころじゃないのよ。仲丸君の本ほん性しようが現われだしたのよ！　やばいんだから！」


「どんな？」


「クラスの帳ちよう簿ぼを持ち出して、自分が管理するって言い出したの。裏うら金がねがたくさん記き載さいされているから、厳げん重じゆうな保管が必要なのに！」


　そんな帳簿があること自体が異常なのだが、いちいち反応していてはＢ組生徒は務まらない。仲丸が独裁制を敷しきつつあるのも、また確かなことであるらしい。


「放置しておいたら、クラスががたがたになるわ！」


「いつもがたがたじゃないかなあ……」


「とにかく止めないと！　もう一度会長のところに行ってきて！」


「分かったよ」





　生徒会室に貴巳はまだいた。再び訪おとずれると、きょとんとした表情をしていた。


「式森さんに宮間さん……まだご用ですか？」


「うん」


　和樹は続けた。


「やっぱりさっきの話の続きがしたいんだけど」


「そうですか」


　貴巳は嫌いやな顔を見せなかった。「もう終わった」とも言わない。子供らしからぬ立りつ派ぱな態度であった。


「うちのクラスに、委員長は似合わない気がして」


「でも、他のクラスと足並みを揃そろえてもらわないと」


「今までなしでやってきたんだから、なんとかなるんじゃないかな」


「違和感があるのは今だけですよ。じきにしっくりきます」


　暖簾のれんに腕うで押おしとは言わないが、それなりの拒絶であった。言い分も筋すじが通っている。


「仲丸さんもそうでしたけど、そこまで委員長のことにこだわるのは、どうしてなんです？」


　貴巳が訊く。


「そりゃやっぱり、うちのクラスは権力志し向こうが強いから」


「普通は高校のクラスに、権力なんてついてこないものですけどね」


「Ｂ組って特別なんだ」


「元に戻した方がいいと思います」


　なんとなく、貴巳のやらんとすることが理解できた。


　彼は二年Ｂ組を他のクラスと同様なレベルにしたいのだ。無む論ろん学力のことではなく、生活態度である。陰謀と金かね儲もうけが何より好きで、隔かく離り病びよう棟とうとまで称しようされているクラスだ。平均的なレベルになれば、喜ぶ人間は多いだろう。実は和樹も喜ばしい。


　彼は貴巳に味方したくなっていた。


「深居君……なにか欲しいものってあります？」


　夕菜が意外なことを口にした。


「なんです？」


「今欲しいものです」


「ちょっと、夕菜」


　和樹が慌あわてて止める。まさか彼女がＢ組み並みの駆かけ引きに出ようとするとは、意外であった。


　貴巳は苦く笑しようしていた。


「別にないですよ」


「ならいいです。ごめんなさい」


　夕菜があっさり引き下がった。それから和樹に「戻りましょう」と言う。


　二人は礼を言うと生徒会室から引き上げた。


「どうしたの夕菜。あんなこと言うなんて」


「ちょっと気になって……深居君って、自分のやっていることの他には、興きよう味みがないんでしょうか」


「なにが？」


「わたしだったら、会長なんて役より、和樹さんの奥さんの方がずっと興味ありますし、なってるつもりですけど」


「いやまあ……個人によるんじゃないかな」


「あの年とし頃ごろって、女の子のことが気になりますよね」


「深居君は、確か神代ちゃんに興味あるんじゃなかったかな」


「そうですね、でも今は……」


　そこまで喋しやべってから夕菜は無言になった。ただ、頭の中は回転を続けているように見えた。





　教室に戻る前に、夕菜は「ちょっと用事が」と言って別の方向へ走っていった。和樹は一人で帰ったが、やはり和美の反発を受けた。


「駄だ目めなんて許さないわよ！　クラスの存そん亡ぼうがかかっているんだから！」


　目が吊つり上がり、今にも口から火を噴ふきそうだ。まるでドラゴンだ。


「仲丸君が帳簿の独どく占せんだけじゃなくて、委員長と会計の兼けん任にんまで決めたのよ。あたしたちからお金を奪うばうなんて、心しん臓ぞうを切り取られるより残ざん酷こくだわ！」


「でも、深居君の言ってることは正しいから……」


「そういう問題を越こえているのよ。さっきなんか、クラスの女子は全員俺に奉ほう仕しすべきだなんて、言い出したのよ！　メイド服で登校しろなんて、馬ば鹿かじゃないの！」


　そんなこと言ったのかと和樹は呟つぶやいた。恐らく「奉仕＝メイド」の思考なのだろう。


「全員にメイド服を着せるとか滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない。なにが悲しくて仲丸君にご主人様とか言わなきゃなんないのよ。あたしだけじゃないってのが……」


「あたしだけじゃ？」


「と、とにかく、ピンチなんてもんじゃないの！」


　和美は顔を赤くしながら喚わめいた。


「なんとかして、そろそろ限げん界かいよ！」


「と言っても……」


　その時、夕菜が戻ってきた。彼女は和樹を見るなり、


「和樹さん、もう一度行きましょう」


　言い出したのは夕菜であった。


「え……？」


「多分、うまくいくと思うんです」


　彼女は和樹の腕を摑つかむと、率そつ先せんして歩いていった。





「ねえ夕菜、もう無駄だと思うんだけど」


　和樹は摑まれたまま訊いた。


「そうでもないと思います」


「仲丸が委員長でもいいんじゃないかな。誰がやっても変わらないだろうし」


「誰かから押しつけられるんじゃなくて、クラスのみんなで自発的に決めた方がいいですよね」


「そりゃそうだけど」


　実際、強ごう引いんな決め方だったので、授業中も騒がしかったのだ。


「それにあの二人の仲がいい方が、自然だと思うんです」


「なにが？」


「多分お姉さんも、賛成してくれるはずです」


　夕菜は生徒会室の扉をノックすると、開けた。


　貴巳はさすがに、意外そうな表情となっていた。


「こんな短時間に三回も来る人なんて、僕が会長になってから初めてです」


「ごめんなさい。そんなにお時間はとらせませんから」


　夕菜は続けた。


「Ｂ組のことなんですけど、やっぱり委員長がいない方がいいです。今日一日騒いでばかりで、授業になりませんでした」


「だから慣なれますって」


「そこで提案なんですけど」


　夕菜はちらっと背はい後ごを確認した。


「仲丸さんの委員長職を取り消してくれたら、神代さんが深居君とデートしてくれるそうです」


「ええっ!?」


　驚きよう愕がくしたのは、副会長席に座っていた神代であった。


「なっ、なんですか！」


「日にちは深居君の都つ合ごうに合わせてくれます」


「宮間さん、わたしそんなこと……！」


　夕菜は、ポケットから一枚の書類を取り出した。


「お姉さんの千ち早はやさんに話したら、ぜひって言ってました。これ、証拠です。妹は男の子に慣れた方がいいんですって。深居君なら適てき任にんだって……」


「噓うそだ！」


「本当です。さっき行って、確かめてきました」


　貴巳はきょとんとしていた。が、夕菜の話を聞くうちににこやかになっていった。


「それは魅力的な提案ですね」


「わたしもそう思います」


「一回だけですか？」


「特に回数制せい限げんはありませんけど」


　話を決めていく夕菜たちと対照的に、神代は今にも泡あわを噴きそうであった。


「そんな、横おう暴ぼうです！」


「山瀬さんは、『神代は引ひっ込こみ思じ案あんだから、無理に連れて行って』って言ってましたよ」


「お姉ちゃんは勝手だ！」


「いい子だから、姉の言うことは聞くはずだって」


「うう……」


　神代は椅子にへたり込んだ。反論の気力をなくしたようであった。


「承知してくれたみたいです」


　貴巳は肩をすくめた。


「お礼を言うべきですね」


「委員長職のこと、よろしくお願いします」


「分かりました」


　夕菜はそう告げると、和樹をうながして外に出た。





「ねえ夕菜、いいの、あれで？」


「どうなんでしょう」


　彼女はなにか考えるように、人差し指を顎あごのあたりに当てていた。


「山瀬さん、ずっと妹さんのこと気にしてたみたいなんです。早く彼氏を作ってあげたいって。強引でもいいって言ってましたから」


「でも夕菜が、あんな駆け引きをするなんて思わなかった」


「あれは玖里子さんに習ったんです」


　それから舌を出して、


「でも慣れないことはするものじゃないですよね。あれ以上は無理でした」


「デートのことは、本当なんだよね」


「本当です。あそこまでしちゃったんだから、最後まで面めん倒どう見なきゃならないかもしれませんけど」


　今度こそ帰りましょう、そう彼女は言った。





　　　　○





　仲丸は一枚の書類を手に、クラスから放り出された。


　そこには先ほどの任命を無む効こうにする旨むねが記き載さいされており、会長印も押されていた。和美他クラスの面々が、これを楯たてに全ての職を剝はく奪だつしてまた追放したのだった。


　慌あわてて生徒会室に行ったものの、全員帰宅したらしく鍵かぎがかかっていた。味方はゼロ。こうして仲丸の天下は、三日どころか一日で終わった。


「くっ……何な故ぜだ。俺の帝てい国こくは千年続くと思っていたのに……」


　一日でも、あのクラスでは長い方である。


「ふん……まあ、たとえ年下でも人は信用するなということか。勉強になった」


　夕焼けの空を見上げる。


「だが見てろよ、いつか俺はクラスで覇はを称となえ……ついでに葵あおい学園全体を手に入れてやるぜ。うわははは……へくしっ」


　高笑いしようとして、くしゃみ。


「……それより、俺明日、教室に入れてもらえんのかな」


　校舎の屋おく上じようで、仲丸は寒そうに自分の身体からだを抱かかえた。






　あとがき







　築地です。まぶらほの短編集をお送りします。


　この巻から担当編集氏が代わってます。連れん載さい開始時からずっと付き合ってもらった担当Ｋ氏は、ファンタジア文庫から遠くスニーカー文庫へ出しゆつ向こう。新担当はＫ氏です。またＫだ。





　かなり連載分が溜たまっていたので、一いつ挙きよ放ほう出しゆつしました。前ぜん巻かんもその気があったのですが、もっぱら山やま瀬せ千ち早はやとその他の絡からみ、みたいになっています。確認してみて思ったのですが、やはり千早はまだまだ新しん米まいキャラ。他のキャラクターと馴な染じむまで時間がかかりました。この巻をまるまる使ってようやく馴染んだかな、といった感じです。以い降こうの巻では普通に活かつ躍やくしたり普通に遊び相手として登場します。ご期待ください。





　まぶらほも、ドラゴンマガジン誌しですっかり古こ参さんの連れん載さいとなりました。気がついたら、まぶらほより連載回数が多いのがスレイヤーズしかなくなったそうで。開始時期の古さからいえば、魔ま法ほう戦せん士しリウイという偉い大だいな連載があるのですが、回数で抜ぬいてしまったという……わあ。なんとも畏おそれ多い。意識の上ではまだ若わか手てか中ちゆう堅けんなのに、ベテランと呼ばれるようになってしまいました。時の流れとは恐おそろしい。


　連載が始まったのが……ええと、二〇〇〇年。前ぜん世せい紀きの最後です。それから今までトラブルらしいトラブルもありませんでした。執しつ筆ぴつ中に高熱を発はつして過か呼こ吸きゆうを起こし、救きゆう急きゆう車で病院送りなったことが一度あるだけです。よく考えたらこれはたいしたトラブルのような気もしますが、とにかく困ったことになった記き憶おくがありません。日ひ頃ごろのおこないがいいというよりは、悪あく魔まもこんな作家の家に寄よるほど暇ひまではないのでしょう。なんにせよめでたいことです。





　すっかり長期連載ですが、ありがたいことにドラゴンマガジン誌でのアンケートは上位を維い持じしています。連載はまだまだ続きますので、これからもよろしくお願いします。





二〇〇七年　八月二十四日




築地　俊彦





　初　出







第七話　『ネメシス、小さくなる』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年１月号




第八話　『忘れない想い出』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年２月号




第九話　『心の奥』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年３月号




第十話　『山瀬千早の決断と失敗と回復・上』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００６年４月号
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